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は し が き

本研究 は、平成8～9年 度 に文部省の科学研究費補助金 基盤研究(B)(2)に よる研究

であ り、rパ ソコ ン用 ア ンケー ト調査入力プ ログラム開発支援 システム』の研究 テーマの

もとで、誰で もが簡単 にパ ソコン用の プログラムの開発がで きるよ うな環境 を作 りだす こ

とを研究 目的 と して きた。

本研究の成果 と して開発 した システ ムは、効率的なア ンケ ー トの実施 を求め る研究者や

教 育関係者 によ って広 く利用 され ることを願 って いる。 そのために、本報告書 の後半 は、

開発 した システムの利用手引 きとしての操作 マニ ュアルにな っている。

多 くの方 々に利用 され、 ご意見等が うかがえれば、それを システムの改良 に反映 させて

さらに使 い勝手のよいシステムにす ることがで きれば と考え る。

なお、 システムの利用を希望 され る方は、P.(9)の 利用 申込書の コ ピーに必要事項 を

記 入の上、下記宛 に郵送 または、電子 メールで ご連絡 くだ さい。

また、本 システムに関す る情報 につ いては、随時下記のURLに 追加 してい く予定に し

てい るので参考に して いただ きたい。

平成10年3月

研究代表者 吉岡 亮衛

連 絡 先

住 所:〒153-8681東 京 都 目黒 区 下 目黒6-5-22
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1,パ ソコン用ア ンケー ト調査入力 プ ログラム開発支援 システム とは何か

ア ンケー ト調査 を実施す る者 の立場に立 って考え ると、今 日の ようにパ ソコンが普及 し

た状況 にあって、各人がパ ソコンを使 ってア ンケー ト調 査に回答 して くれれば、そ してそ

の回答 データを磁気化 べ一スで回収で きれば と思 うのは必然的な考 え方であろ う。その理

由は、主 には入力作 業の軽減である。紙 で回答 を得た場 合には、それを入力用 の書式 に記

入 し直すか ど うかは別 として、手作業で集計す るのでなければ、 コンピュー タへの入 力作

業が伴 う。 そ して この作業 には、時間がかか る。入力委託とい う形で外注すれば、時 間は

節約で きるけれ どもそのための経 費が必 要 とな る。 したが って、 これまで はア ンケー ト調

査 は したいけれ ども時 間 もかか る し費用 もばかにな らない と考えて いた人が多 いので はな

いか と思 う。 しか しなが ら、パ ソコンを使 ってア ンケー ト調査 に入力 して もらい磁気化 し

たデー タを集め られれ ば、先の問題は一気に解決す ることにな る。 また、それ に伴い、デ

ータの回収後 に直ちに分析作業に入 ることが可能 となる。 これ は急 ぎの調査の時に は尚更

ありがたい。等 々、調 査をパ ソコ ンで実施す ることの利点は数 々あげ られる。具体的 に箇

条書 き してみると次の ような ことが挙げ られ る。

・入力経費の削減

・入力時間の短縮

・デー タ回収か ら分析 開始 までの時間の短縮

・紙(森 林資源)の 使用量の削減

・デー タの再利用

CAI(ComputerAssistedInstruction)と 言えぱ、 コ ンピュータを使 って学習を させ

る授業の ことである。 これを行 うには、 コンピュー タ(パ ソ コン)と その上で実行 され る

プログラムが必要 とな る。それ と同様 に、パ ソコ ンでア ンケ ー ト調査 を行 うためには、問

いを表示 し、回答を蓄え るプログラムが必要 となる。今 日、 インターネ ッ トの普及 とと も

に家庭でパ ソコンを有す る人の数 は急激に増 えて いる。 また、それに伴 い人 々のコ ンピュ

ータ リテラ シーの伸長 も目を見張 る ものがあ る。 しか しなが らコ ンピュータ言語を使 って

プログラ ミングがで きる人 は、残念なが らごく僅かである。 また、言語を習得 しな くて も

パ ソコン上で システムを開発す ることので きる様 々な ツール も多 く出まわ って いるが、そ

れ らを駆使 して システム開発を行 う人 々 も限 られ た人 々に過 ぎない。

したが って、だれで もが容易にパ ソコ ンを使 ったア ンケー ト調査を企画 ・開発で きるよ

うにす るためには、 コン ピュータ言語 を習得 しな くて もプ ログラ ミングが可能 であ り、紙

の上 にア ンケー ト項 目を記述 してい くよ うな感覚で、 これが達成で きるよ うにする ことが

求め られ る。

本研 究 は、まさ しくこの点 を考慮 に入れて、紙 のイメー ジのア ンケー ト調査が コンピュ

ー タ上で可能 となるプ ログラムを生成す るシス テムの開発 を目指 した。 っ まり、 これが

「パ ソコ ン用 ア ンケ ー ト調 査入カ プログラム開発支援 システム」であ る。
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H.研 究の概要

1.研 究の背景

国立教育研究所 では、毎年全国の教育研究所 ・セ ンター等(以 下地方教育 セ ンター等 と

称す る)を 対象 と した、各種教育情報(文 献情報、研修講座情報 、自作 ソフ トウェア情報

等)の 調査研究を行 っている。 この調査 の他に も、不定期 に行わ れる調査 は㍉か なりの数

にのぼ る。 こうい った調 査研究 は、 これ までは配付用の調査用紙 が作成 され、添付の回答

用 紙に記入回答す る形式 が主流である。 したが って、調査の準備 時 もさることなが ら、回

答 の回収時に も相 当量 の紙を処理 しなければな らない状況であ った。

他方、調査を受 ける側 では、昨今で はパ ソコン及び ワープロが普及 し、手書 きより もワ

ープロ文字 で回答用紙 を仕上 げるケースが多々み られ るよ うにな って きた。 その場合には、

回答用紙 に重ねて文字 を打つ ことや、回答用紙 その ものをワー プロで作成す るなどかな り

な労作 とな って いる。 ただ し、文字を入力する ことに関 しては、校正が容易に行え ること

もあり、 ワープロで行 う方が便利であ ること、見た 目が きれいで ある ことなど、労力に見

合 う満足が得 られているのであろ うと想像 する。

しか しなが ら、 これ までの ところ調査の回答 は、分析処理 のためにコ ンピュータへの入

力作 業が行われ、一度苦労 して ワープロ打 ちされた もの も、再度入力作業が行われる とい

う二重の手間が生 じて いるのである。 したがって も し、調査への回答がパ ソコ ンに向か っ

てで き、かっ、データを フロ ッピーまた はオ ンラインで回収で きれば、調査者 と被調査者

の両方にお いてかな りの負担が軽減 され ることにな る。 これまで 、国立教育研究所 では磁

気化 デー タによ る調査の可 能性 を研究 し(文 献1)、 実用化の見通 しを得 ることがで きた。

2.研 究 目的

本研究の 目的 は、各種調 査にっいて、パ ソコ ン上で回答入 力が可能 とな る入力画面及 び

デー タ回収 プ ログラムを、 それぞれの調査 に応 じて作成す ることを支援す る システムを開

発す ることで ある。それによ り、被調査者の回答 入力作業を容易 にす ること、回答を磁気

化デ ータによ り回収する ことで調査研究全体の ロー コス ト化 を実現す ることがで きる。

また、被調査者の誤回答 の防止 、回答デ ータの統一性 の確保が保証 され、デー タの信頼

性 の向上が はかれ ることになる。

そのために、①パ ソコ ン上で扱 うデ ータおよびデータファイルの形式 を定め ること、②

調査方式の標準化、それ に合わせた③デー タ入力方式の決定を踏 まえ、実用的な システ ム

を開 発す ることが研 究の具体的 目標 とな る。

一2一



3,研 究の特色

近年の情 報関連機器の普及 と、 個々人の情報 リテラシーの伸長 に合わせて、必 然的に実

施が予想 され るペーパ ー レス調査 の実施を支援す るシステムを外 に先駆 けて開発す ること

が もっとも大 きな特色であ る。個 々の調査毎 に画面等を設計す るプロ グラム開発支援 ツー

ルはい くっ か存在 し、それを利用 して プログラムを開発す ることを行 う民間請負会社 も存

在す る。 しか し、本研究で開発を 目指す システム は、 これ までに いくっ も開発 されて きた

個 々の調査 に対す る回答を入力す るためのプログラムで はな く、それぞれの調査 に合わせ

た調 査用 実 行 プ ロ グラムを容 易 に作 成可能 とす る システ ムで あ る。CAI(ComPuter

AssistedInstruction)の プログラムに置 き換えてい うな らば、 コースデー タにあた る調

査用紙の質問項 目等を コー スウ ェアにあたる調査 プロ グラムに解釈実行す るエ グゼ キュー

タの役割を果たす ものであ る。 したが って、調査 の質問項 目を指定の記述方式で記述す る

ことによ り、調査 プログラムを生成す ることが可能 となるのであ る。それゆえ、当初の対

象で ある教 育情報調査のみではな く、社会学や心理学を含む様々な分野で広 く利用で きる

と予想 され る。

また、作成 された入力用 プログラムのイ ンター フェンスは、被調査者に とって入 力間違

いが皆 無 となるよう選択肢 入力、入力条件による問題の ジャンプ、既知データの 目動入力

等の配 慮を して いる点 も特色であ る。
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皿.シ ステムの概説

本研究によ り開発 した システムの特徴 について は次の通 りである。(よ り詳 しくはマ

ニュアル参照)

1,シ ステムの種類

開発 した システムは、富士通 のFMRシ リーズ上で動作 し、MS-DOSパ ソコ ン上

で利用す る調査票入 力プログラムを作 成す るシステムと、DOSVパ ソコ ンのWind

ows95上 で動作 し、MS-DOSパ ソコンとWindows95パ ソコンのそれぞ

れに対応 した調 査票入 力プログラムを作成す るシステムの2種 類が ある。 したが って、

後半部分のマニ ュアルには、それぞれの システムにっいて別 々の章 を設 けてあるので、

必要 な箇所を参 照 して いただ きたい。(詳 しくはマニ ュアル参照)

2.デ ータ入力様 式

これまで に行われ てい るア ンケー ト調査用紙 を見 ると、文章で入力 させ る項 目、選択

肢を選 ばせ る項 目、数値を入力 させ る項 目の他 、例えば項 目2に 賛成な らば、項 目3に

回答 し、反対な らば4に 飛ぶ というよ うな回答 の仕方を求 め られ ることもあ る。それ ら

の方式 を整理 し、本 システムで は次の デー タ入力様式を設定 で きるように した。

また、 コンピュー タの利点 を活か して、質問項 目に合わせ た入力様式 を設定 した場合

に、それ以外の様式 での入力を拒否す る。

1)単 一選択入力

複数個の選択肢か らただ一つの回答を選択 して入力す る場 合

2)複 数選択入 力

複数個の選択肢の 中か らただ複数個の回答を選択 して入 力す る場合

3)文 字列入力

30～40字 程度 まで の文字列 を入力 させる場合で、文字数の制限等 を行 う場合

4)文 章入力

か な り長 い文章の入力を求め る場 合

5)数 値 入力

数字 のみを入力 させ る場合で、数 字以外の文字 は入力で きない

6)環 境変数参照入力

事前に環境 フ ァイルに設定 した値を参 照 して代入 させ る場合

7)レ コー ド番号参照

複数 レコー ドの 回答を求め る調査(マ ルチ レコー ドタイプと呼んでいる)に おいて、

レコー ド番号を 自動で入 力させ る場合

一4一



8)入 力な し

項 目に入力を受付 ない場合

また、項 目に条件設定がで きるよ うにな ってお り、その条件に合わせて次 の質問項 目

へ 自動的 に飛ぶよ うになって いる。

3.メ ッセー ジの設定

ア ンケー ト調査の項 目には、単に質問があるだけではな く、その質 問にっいての説明

及び回答方法の指示が なされてい る場合がある。本 システムで は、次 のよ うな場合 にメ

ッセー ジを表示で きる機能を持 って いる。

1)ガ イダ ンスメ ッセー ジ

個々の質問項 目につ いての説 明 と回答方法に関す るメ ッセージをそれぞれの質問項 目

について設定で きる。

2)オ ンライ ンヘルプ

例えば、調査の趣 旨にっ いてな ど全体的な説明 と、キーの操作説明 などを設定 してお

き、随時呼 び出す ことが可能 とな る。

4.用 語集の設定

例えば、キ ーワー ドなど、回答 として統制のとれ たことばの中か ら選んで入力 して も

らいた場合 に、数十、数百の ことばを一度に表示す ることは不可能で あ り、 また、たと

え表示で きたと して もその中か ら選ぶ ことは大変で ある。 そのため、本システムでは、

用語集 ファイルを別途用意 してお き、質問項 目の設定によ って用語集 の検索画面 を開 い

て選択が可能 なよ うに した。
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IV.翻 査票入力 プ ログラム

調査票入力プログラム作成支援 システ ムによ り、調査票入力プ ログラムが作成 される。

次 に、調査票入力 プログラムの特徴 と ファイル及びデータ形式 にっ いて述 べる。

1.フ ァイル形式

デー タファイルはいわ ゆるMS-DOSの テ キス ト形式であ る。 したが って、データ

の管理が簡単で、処理 ソフ トウェアの開発 も容易である。

2.デ ー タ形式

デー タは、タグファイル形式 によ り格納 され る。 タグファイル形式 とは、各質問項 目

の先頭に#XX#(XXは2桁 の順番を示す数字)が 位置 し、それに続けて質問項 目へ

の回答が続 き、行末に改行 コー ドを置 く形式で ある。 したが って各行の先頭には必ず タ

グが来 ることにな る。 レコー ドが複数あ る場合 には、最初の タグか ら最後 の タグまでが

繰 り返 され ることにな り、 レコー ドを カウン トす る通番の タグが置かれ る。なお、文字

コー ドは、英数字 であ って も2バ イ トの漢字 コー ドを使用 し、半角文字 は使用 しない。

したが って、各種表計算 ソフ トやデ甲 夕べ一 スソフ トへの入力形式 にす るための プロ

グラムを書 く際に、データの形式 に左右 されず に加工で きる。 また、CSV形 式の フ ァ

イルに変換す るツールを持 っている。

3.文 字種

文字 コー ドは、2バ イ トの漢字 コー ドを使用す る。文字種は必要 に応 じて、平仮名、

片仮 名及 び漢字 、英字、数字の入 力が可能である。数字 に関 しては、質問項 目に合わせ

て数字 のみを入力 させた い場合には、他の文字 との判別を させ ることが可能 とな って い

る。

4.入 力方式

必要 に応 じて、環境 ファイルに設定 されている文字列 を自動入力 した り、選択肢 ファ

イルや用語 ファイルか ら文字列 を取得入 力 した り、 自由に文章を入力 した りす ることが

可能 である。それ ぞれの質問項 目に合わせて、入力方式 を決め、それに応 じた入力を さ

せ るこ とがで きる。

5.デ ータ格納形式

先の データ形式 でデー タファイルにデ ータは格納 され る。 また、複数 レコー ドが入 力

される調査についてはイ ンデ ックスフ ァイルが 同時に作成 され る。ただ しこの ファイル

はデータファイルとは別 に作成 され る。
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6.デ ータ回収方法

データ回収 ツールによ り、 フロッピーに 目動的 にデータフ ァイルが複写 されるよ うに

な ってお り、回答者 は操作手順に したが って行えぱよいよ うにな っている。
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V.著 作権

「調査票入力プ ログラム作成支援 システム」(以 下、本システムと呼ぶ 。)の 著作権

は、国立教育研究所の吉 岡亮衛が有す るもの とし、以下 の利用許諾 条件に同意 した もの

は、別紙 の使用許可願いによって利用 申込みを行 った上 で利用す るもの とする。

利用許諾条件

1.使 用許可願いを提出 し許可 された場合にのみ、本 システムを使 用 し調査票入カプロ

グラムを作成す ることがで きる。

2.本 システムを使用 して作成 された調査票入力プログラムは、第三者 に自由に配布す

ることが できる。

3.本 システムを使用 し、調査票 入力プログラムを作成 した場合には、次の事項 につ い

て報告す る義務を有す る。

α關 査の種類 ・目的

②調査票入力プ ログラム配布数

(3)調査票入力プ ログ ラム作成についての感想及 び意見

4.使 用者 は、次 に掲げる事項を遵守 しなければな らない。

(D使 用許可願い に記入 した目的以外の 目的に使用 しない こと

{2)営利 を目的 と した利用 は しな いこと

㈹第三者 に複製等を提供 しない こと

(4)第三者 に不利益等を与え る等 、その他法律等 に反す るよ うな利用は しない こと

(5体 システムを改 ざん しない こと
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(別 紙)

調査票入力プログラム作成支援 システム

使用許可願い

氏名

所属
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所在地

用

電話番号

者
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用

目
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境OS名

国立教育研究所

吉 岡 亮 衛 殿

平成 年 月 日

氏名 印
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日本科 学教 育学 会 年 会論 文集20(1996)E333

パ ソコン用アンケー ト調査入力プログラム

開発支援システム
TheDevelo脚e馳tSupPortSystemofQuestiomaireEntryProgra皿forPersoハalCo叩 いter

告岡 亮衛

RyoeiYOshioka

国立教育研究所

Nationa1【nstiしuteforEducationa且Resea「ch

腰 約】 各種のアンケー ト調査において、調査回答がパ ソコン入力可能で、また、磁気化データで

の回収が可能であれば、調査者、被謁査者双方に希1ける点が多 く、省資源化への協力ともなる。今

回は、被調査者の便宜とデータの高度化のために、アンケー ト調査入力を行うプログラムを開発す

ることを支援するために開発中のシステムについて報告する。

【キーワー ド】 パソコン、アンケー ト調査、入カプログラム、開発支援 システム、ペーパーレス、

磁気化データ、プログラム、プログラム開発

1,は じめに 媒体による調査回答の回収を行 ってきているとこ

国立教育研究所教育情報 ・資料センターでは、 ろである。平成7年 度の調査では、回答381機 関

毎年全国の教育研究所 ・センター等を対象とした の内178機 関(4巳7%)が 、フロッピー等磁気化デ

各種教育情報(文 献情報、研修講座情報、自作 ソ ータにより回答 しており、その割合は年々上昇 し

フ トウェア情報等)に っいての調査研究を行って ている。

いる。これ らの調査研究は、従来は調査用紙を作 その一方で、データの入力に伴ういくつかの間

成し、添付の回答用紙に記入回答する方式をとっ 題点 も明らかとなってきた。そこで、パソコンの

ていた。 利 点を活 か し、かっ、問題点の解決を図るため、

近年のパ ソコン及びワープPと コンピュータリ 謁査回答を入力するためのプoグ ラムを配付 し、

テラシーのイ帳 に伴い、回答用紙がワープロ等で それを利用 して入力 したデータを回収する方式を

仕上げられるケースが多々み られる。その場合に 考えた。現在、そのような入力プログラムの開発

は、回答用紙に重ねて文字を打つ、あるいは、回 を支援するための汎用的なシステムを開発申であ

答用紙その ものをワープロで作成するなど労作と るのでここに報告する。

なっている。ただ し、文字を入力することに関 し

ては、字句の修正が容易に行える便利さがある。2.従 来の調査方法の問麺点

他方、回収 された調査回答は、データ処理のため これまでは、調査用紙と入力例入りのフロッピ

にコンピュータへの入力作業が行われる。そこに 一を配付し、回答用紙またはフロッピーでの回答

一度苦労 して ワープロ打ちされたものを再度入力 を受け付けきた。また、何機関かはパ ソコン通信

す るという二度手間が生じることになる。 でのファイル転送による回答があった。

そこで調査への回答がパソコンに向かってでき、 磁気化データに関しては、入力の書式とファイ

かつ、データをフロッピーまたはオ ンラインで回 ル形式のみを定め、項目タグ情報も含めたすべて

収できれば、調査者 と被調査者の双方において負 の回答情報をワープロまたはエディタで入力する

担の軽減が期待される。また、それにより調査の 方式をとうた。また、入力上の留意点を示 し、そ

ペーパー レス化、ローコス ト化を実現できること れを遵守 して入力するように求めた。

にもなる。 この方式の回答データには、次に挙げる問題点

これまで、国立教育研究所では磁気化データに があった。

よる調査の可能性を研究 し1⊃、1993年度以降磁気 ①MS-DOSテ キス ト形式ファイルではない。
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②指定されたファイル名(フ ァイル識別子)で は が開かれ、該当する用譜にカーソルを置いて実行

ない。 キーを押すことで入力フィール ドに入力される。

③項目タグ番号と内容のずれ また、テキス ト入力の項目では、カーソルを入力

④半角文字と全角文字の混在 項目に置 くことで入力可能な状態となる。

⑤文字の入力間違い(例 えば、一 一 一)こ のプログラムを利用することにより、被調査

⑥項 目区切りの改行マークの欠落 者は、調査用紙を参照す ることなく入力ガイダン

⑦不要な文章や改行マークの入力 スに従 うことで入力が行える。ファイル名、項 目

等々、以降のコンピュータ処理上 トラブルの原因 タグ番号 も意識する必要はなく、それらの入力間

となる点があり、データの確認やコンピュータに 違いが皆無となる。また、選択肢入力、入力条件

よるチェックが必要 不可欠であった。 による項目のジャンプ、既知データの自動入力等

により、誤入力は極力回避できるようになる。

3.ア ンケー ト調査入カブログラムの概要

このプログラムを利用 しデータ入力する一連の4.入 力プoグ ラム開発支援 システム

流れは、次のようになる。 本 システムは、先に説明 したアンケー ト調査入

①プログラムのイ ンス トール カプログラムの開発を支援するシステムである。

インス トールプログラムを実行しガイダンス っまり、様々な調査にっいて回答をパソコン上で

に従 って端末の条件等を設定 して、プログラム 入力可能とするための入力プログラム(上 述)を

をハー ドディスクにインス トールする。 生成す るためのシステムである。したがって、ア

② プログラムの起動、メニューの選択 ンケー ト調査の質問及び回答方法、回答のための

起動コマンドを入力す ることによりプログラ ガイダンス、入力画面上での質問及び回答欄の配

ムを起動する。次に、メニ ューから行う作業を 置を指定の記述方式 で記述することにより、入力

選択する。 プログラムを作成す ることがで きる。特別なプロ

③入力処理選択 グラム言語は必要とせず、簡単な記述ルールを参

調査の種類をメニューから選択する。新規 入 照 しながら、エディタで編集 して、そのファイル

カの場合は、入力画面に移行する。その他の場 をシステムに通すことで、目的 とする入カプログ

合、入力済の レコー ドが一覧されるので、 レコ ラムが生成 される。その際、選択肢選択の項目が
一 ドの追加、修正、肖1除の処理を選択する。 ある場合には、選択肢のファイルを用意 しておく

④データ入力 必要があるが、 これ もエディタで文字列を入力 し

入力画面には前レコー ドのデータが継承され ておくだけである。

るので、修正箇所のみ入力することで、新規 レ 本 システムの開発の当初の目的は、教育情報調

コー ドの入力が行える。 査の高度化のためである爪 項 目の入替え、選択

⑤入力の終了 肢の追加交換等、起 こりうる要求に応えられる汎

⑥データの回収 用的な入力プログラム開発支援 システムとした。

回収ツールを実行することにより、データを それゆえ、様々な分野の様々な調査にっいてパソ

ハー ドディスクからフロッピーに回収する。 コン上で入力を行 うためのプログラムが作れるこ

このプログラムは、調査に回答すろための入力 とになり、また、データ入力あためのッールとし

画面の他に、補助ツールとして、レコー ドの一覧 ての入力プログラムを作ることも可能である。

表示、レコー ドのソー ト、印刷、フロッピーへの

データの複写、フロッピーへのデータの回収機能 本研究は、科学研究費補助金N劇5902Bの 補助

を備えている。 を得て研究を進めている。

基本的な入力方法は、選択肢選択モ ド、用語

選択モー ドとテキス ト入力モー ドである。選択肢 【参考文献】

は、用意された選択肢ファイルから該当する選択 井上常茂 他 「磁気媒体 ・パ ソコン通信による

肢にマークをつけることで入力フィール ドに入力 全国的規模の教育情報収集の試み」情処研報

される。用語選択モー ドでは、用語選択ファイルVol,93.国o.工8,pp.39-44(1993)
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マニュアルの表記規則

マニュアルの表記規則

このマニ ュアルは、次の表記 規則に従って記述 されています.

フ ァイ ル 名 、 コマ ン ドの表 記

表記 説 明

B匪G大 文字で表記 されてい るのは固定文字列です,そ のまま使用 して

ください,、

8囮皿 小文字 文字 のイ タ リック体で表記 され てい るのは任 意文字 列で

す,.そ れぞれの説明に したがって使用 して くだ さい.、

1]1]で 囲 まれているものは省略可を意味 します。

...記 述を繰 り返すこ とを意味 します。

そ の 他 の 表 記

表記 説明

→ 他の章で説明をします。

調査票入カプロゲツム作成支提システム操11:マニ温アル
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第1章 システム概要 調査票入カプログラム作成支援システムとは

1.,1綱 査票入力プ亘亥ラ.ム作成支援ジ峯テム;とは

アンケー ト調 査 を行 う場 合 、先ず 作成 した ア ンケー ト用 紙 を配布 し、回答 して もらっ

た アンケ ー ト用 紙 を回 収 します。 次 にアン ケー トの回 答 内容 をパ ンチ 作業 に よ りコン ピ

ュー タにデ ー タ入 力 し、 その 後デー タを集計 す るのが 一般 的 な作業 の 流れ です。調 査 票

入 力 プ ログ ラム作成 支 援 シス テ ム は、今 までの紙 の アン ケー ト用紙 をや めて コン ピュー

タ に直接 ア ンケー トへ の 回答 を入力 して も ら うための プ ログラム の作 成 を支援す る シス

テ ムです、,作成 され た 調査 票入 力 プ ログラ ム を使 用す る ことに よ り、 環境 に優 しい 調 査

となる他 、デー タ入力 の 手間 を省 くこ とが で き、その 後 のデ ー タ処理 までの時 間 を短縮

す るこ とが可能 に な ります。

アンケート用紙の設計作成

_レ アンケー ト用紙の配布

アンケ_ト 用紙の印刷 、

アンケー一ト用紙への記入

アンケー ト結果のデジタル化 」〆

～
アンケー ト用紙の回収

ロンピュー・一タによるデータの旛計

図1-1ア ン ケー ト用紙 による調査の流れ

調査票入力画面の設計作成 ＼▲

調資票入力ディスク配布ノ

調査票入力プログラムのインス トー・ル

配布用の調査票入力プログラムフロッピー・を作成

調査票への入力

デ…ダの集計 くト 調査稟入カデ・一ダフロッピーの送付

調査票入力デ・一夕の回収

図1-2調 査 票入カ プログラムによ る調査 の流れ

2調 査票入カプログラム作成支援システム操作マニュアル



第1章 システム概要 調査票入カプログラム作成支援システムとは

図1-1と 図1-2を 比べるとわか るとお り、基本的な流れ は両方 とも同 じです、、

調査票入カプログラムを使用す る場合に、調査され る側でインス トール作業 が発生す

るため、調査 される側 の負 担は多 くな りますが、それ は今後の課題 として無 くしてい く

必要があ ります。しか しそれ以上に調査のペーパー レス化 とデータのデ ジタル化によ り、

調査する側にも、 され る側にも多 くのメ リッ トがあ ります.調 査側 にとっては、デー タ

入力が不要になる点が最 も大きな メリッ トであ り、これによ り調査費用の軽減 と結果 を

出す までの時 間の短縮 が可能 とな ります。調査 され る側に とって も、手書きの必要がな

く、訂正が容 易であること、また、繰 り返 し実施され る調査の場合には前回のデータを

再利用できるようにな ります.、

特徴

1.MS-DOSとWindows95の2っ のOSに 対応 している

本システムには、MS-DOS版 とWindows版 があ ります。OSがMS-

DOSとWindows95の2つ の環境でシステムを利 用することができます。

2.ア ンケー ト用紙のイ メージで調査票入力画面が作成できる

どちらもアンケー ト用紙のイメー ジ通 りに入力画面を作成 できます。文章入力/

数値入力はもちろん.単一選択や複数選択の定義 、回答結果に よる次質問への 自動遷

迦 定義 などの調査項 目の性質 に応 じた入力画面が作成で きます。MS-DOS版

では、画面イメージに対応す るコマ ン ドをテキス トファイルに記述 してい きます、

一方
、Windows版 では実際の画面イメー ジをパ ソコン上に描 くようにして作

成 してい きます。MS-DOS版 で調査票入力画面を作成 した場合、その調査票入

力プログラムはMS-DOS上 でのみ動作 します。他方、Windows版 で調査

票入力画面を作成 した場合はMS-Dos上 で動作す るもの とWind⊂ ⊃ws上 で

動作する ものの2種 類 の調査票入力プログラムを作成できます。

3.ガ イダンスメッセージが設定できる

調査票 の個々の質問内容を誤解無 く理解 して もら うために、調査票入 力画面上 の

各質問に対 してガイダンスメ ッセージを設定することができます。

4.用 語集が作成で きる

調査項 目によっては、予め用意 された用語の中か ら回答 しても らいたい場合が あ

ります.、,そのよ うなときには用語集 を作成 し、質問 と用語集 をリンクす ることによ

って用語集からの語句 の選択入力が可能になります。

5.オ ンラインヘルプが作成できる

オンラインヘルフ.が作成で きます、,これは操作説 明や調査票の 目的な どを説明す

るときに利用でき史す..
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第1章 システム概要 調査票入カプログラム作成支援システムとは

6.複 数 の調 査票 を メニ ュー か ら選 択 で き る

複数 の 調査 を一 度 に行 うこ とを 考慮 して、一度 に複 数 の調 査票 入 力画面 を提 供 で

きる よ うになっ てい ます。 調 査 票入 カブ ロ グラムで は それ ぞ れ の調査 票入 力画面 を

メニュー 画 面か ら選択 で き るよ うにな っ てい ます。 メニュー 画面 は 、調査 票 入力 画

面 を作成 す る際 に同時 に作 成 します。

4調 査票入力プログラム作成支援システム操作マニュアル



第1章 システム慨要 調査票入力画面の設計からデータ回収までの基本的な流れ

1. .2,調査票木力酊面φ殻計からデ∵を痴収鎌;驚φ墓木煎驚瀕磁

ここでは、調査票入力画面の設計か ら調査票入力デー タの回収までの流れ を説明 します.

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ まずは配布元での作業です ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

1.調 査 票 を設 計 す る

先ず 、最初にや らな ければな らないのは調査票の設計 です、、調 査票の設計 とい って

もペー パーでア ンケー トをとる場合 と全く同 じように、アンケー ト用紙 をイメー ジす

る必要 があ ります,し たが って この時点 では、アンケー ト用紙 を作成す る場 合 となん

ら変わ りあ りませ ん、.調査の趣 旨、調査 の対象、回答方怯 、調査項 目、入カデー タタ

イプ、お よび調査票 のレイア ウ ト等を しっか り決めてお きます。

2.設 計 した調 査 票 の入 力 画 面 を作成 す る

次は、調査票の入力画面の作成です。

≒凌;調 査票入力画面の作成の詳細については、MS-1)OSで 作成する場合は 「第

2章 調査票入力プ ログラム作成支援 システムの操作(MS-Dos版)」 を、Win

dows95で 作成する場合は 「第3章 調査票入力プログラム作成支援 システムの操

作(Windows版)」 と 「第4章 調査票入力画 面エデ ィタ」をお読みくだ さい。

3.配 布 用 の調 査 票 入 カ プ ロ グ ラム フ ロ ッピー を作成 す る

調査票の入力画面の作成が完了 した ら、次は配布先へ提供す る調査票入力プログラム

フロッピー(調 査票入 力プログラムが入ってい るフロッビーディスク)を 作成 します。

騨 … 調査票入力プ ログラムフロ ッピーの作成の詳細については、MS-DOSで 作

成する場合は 「第2章 調査票入 カプ ログラム作成支援システムの操作(MS-DOS

版)」 を、Windows95で 作成する場合は 「第3章 調査票入力プ ログラム作成

支援システムの操作(Windows版)」 をお読み ください、,

4.調 査 票 入 力 プ ログ ラ ムを 配布 す る

配布先へ調査票入力プログラムを配布する前に、一度 自分で調査票入力プ ログラムの

インス トールを行い動作の確認 を行いま しょう。Wind〔 〕ws版 の調査票入力画面作

成ではシ ミュレー シ ョンモー ドがついていますので調査票入力画面を作成 しなが ら動作

の確認 ができます。

調査票入力プログラム作成支援システム操作マニュアル5



第1章 システム概要 調査票入力画面の設計からデータ回収までの基本的松流れ

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ここか らは配布先での作業です ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

5.調 査 票 入 力 プ ロ グ ラム をイ ンス トー ル す る

調査票の入力を行 うためには、調査票の入力を行 うパ ソコンへ調査票入カブログラム

をインス トール します。

⇒ 調査票入カプログラムの詳細については、MS-DOSで 入力す る場合は 「第

5章 調査票入 力(MS-DOS版)」 を、Windows95で 入力する場 合は 「第

6章 調査票入力(Windows版)jを お読み ください.

6.調 査 票入 力 プ ロ グラ ム を使 って 回答 を入 力 す る

次に、実際に調査票入カプログラムを起動 して、回答を入力 しまず,

7.謂 査 票 入 力 デ ー タ を 回収 す る

調査票入力プ ログラムをイ ンス トール した ときに回収 ツール も同時にインス トール さ

れ ます.こ の回収 ツールを使 って調査票入 カデータをフロッピーデ ィスクに回収 し、調

査元へ返送 します。

鐡 調査 票入力プ ログラムの詳細にっいては、MS-DOSで 入 力する場合は 「第

5章 調査票入力(MS-DOS版)」 を、Windows95で 入力する場合は 「第

6章 調査票入力(Windows版)」 をお読み くだ さい。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 再び配布元での作業です ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

8.回 収 した調 査 票 入 力 デ ー タを 管理 す る

回収 した調査票入カデー タは、配布先別に きちん と管理 してお きま しょう。 このデー

タはテ キス ト形式のファイルなので 自由に加工できます。データベー ス化す ることによ

って集計等の処理が可能にな ります。 また、次回同 じ配布先に同 じ調査票を配布する際

に回収時の調査票入カデー タを添付す るこ とによって、配布先では前回のデー タを流用

し変更個所だけを修正 して返送することも可能にな ります,
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第2章 調査 票入力 プ ログラム作成 支援 システムの操 作

(MS-DOS版)
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第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの操作{MS-DOS版)シ ステム構成

調 査 票 入 カ プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム は 、 富 士 通 の パ ー ソナ ル コ ン ビ ュ ー タFM

Rシ リー ズ で 動 作 し ます 。MS-DOSは バ ー ジ ョ ン5.0以 上 を 使 用 して くだ さ い 。

ハ ー ドデ ィ ス ク容 量 は 約2MB、 拡 張 メ モ リは 約2MB(拡 張 メモ リはRAMド ラ イ ブ

と し て 使 用)を 必 要 と しま す、,

起 動 前 の 準 備

(1)環 境 変 数 の 設 定

調 査 票 入 カ ブ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム を 起 動 す る 前 に 、先 ずAUTOEXEC.

BATに 以 下 の 環 境 変 数 を 設 定 しま す,

SETRAMPATH=RAMド ラ イ ブ の パ ス

修可)SE1、RAMPATH=G=¥

(2)調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム の 実 行 環 境 の 設 定

次 に 調 査 票 入 カ プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム を 実 行 す る た め に 、 以 下 の 環 境 を設

定 しま す 。

調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム(N【ERCER.EXE)を 任 意 の デ

ィ レ ク トリに コ ピー しま す 。 同 じ場 所 に<KTCSYS>と い う名 前 の デ ィ レ ク ト

リを 作 成 しま す 。 そ こ に 調 査 票 入 カ プ ロ グ ラ ム 入 りの 配 付 用 フ ロ ッ ピー を 作 成 す る

際 に 必 要 な プ ロ グ ラ ム や ドキ ュ メ ン トを格 納 します 。

例)C:¥NERCER.EXE・ ・ … 一 調査票入力プrPグ ラム作成支援シスデム

C;¥KTCSYS¥

爪STALI..EXE・ ・・… 調査票人カプログラムのインス ト・一ル用プロダラメ、

READIST,DOC・ ・・… インス トール用プログラムのヘルプファイル

CEM.EXE・ ・・… 調査票入力用システムメニュー

CEA.EXE・ ・・… 調査票人カプログラム

CEA.HLP・ ・・… 調査票入力プログラムのヘルプファイル

CECL(汀,EXE・ ・・… 調査票人力データの回収ツ・一ル

CETOO【..EXE・ ・・… 調査票人.カプログラムの補助ツール

CNVT,EXE一 ・… 調査票入力データのcsvフ ァ.イルコンバータ

LHA.EXE・ ・・… 圧縮 ツ・一ル くフリーソフ ト)

Li帆,D㏄ ・・・… 圧縮 ツー一'レのヘルプファイル 〔フリーソフ ト)

※ 圧 縮 ツー ル は 吉 崎 栄 泰 氏 作 のLHAVer2.13を 使 用 して い ます 、
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第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの操作IMS-DOS版)シ ステム構成

(3)配 布先 を管 理 す る機 関情 報 ファイル の作 成

調 査票 入 カブ.ロ グラムの配 布 先 を管理 す るた め に機 関情報 フ ァイ ル を作成 します。

機 関情報 ファイ ル は、 テキ ス ト形式 の フ ァイ ル です。 テ キ ス トエデ ィタを使 用 して

作成 します。 フ ァイル 名 は 劃【=一 亘NF(怨 ㎜ 棚 は任意 の名 前)と します。 フ ァ

イル は、 任意 のデ ィ レク トリに配置 します。

◆◆ ◆◆ ◆◆ 機 関情 報 フ ァイルの レイ ア ウ ト ◆◆ ◆ ◆◆

管理 番号,配 布先 名称 く改 行 〉

※1つ の配 布先 を1行 で記 述 します。
o

管 理番号 は半角数 字で4桁 固 定です 。

配 布先名 称 は全 角で最 大25文 字 までです。

例)KIKANINF

OIO昼,北 海 道 立教 育研 究所

0102,札 幌 市 教育研 究所

OlO3,札 幌 市教 育研 究協 議会

Oio4,石 狩 教 育研修 セ ン ター

(4》 マ ス タ コン トロー ル フ ァイル,選 択 条件 フ ァイ ル,用 語辞 書 ファイル,ヘ ル プ フ

ァイル の作成

マ ス タ コン トロール フ ァイル とは 、調査 票 入 力画面 を ア ン ケー ト用紙 の イ メー ジ

に対応 させ た コマ ン ドによ り記 述 した フ ァイ ル です 。マ スタ コン トロー ル フ ァイ ル,

選 択 条件 フ ァイ ル,用 語 辞書 フ ァイル,ヘ ル プ フ ァイル はテ キ ス ト形 式 の ファイ ル

です ので テ キ ス トエデ ィタを使 用 して作成 します、,

r》 マ ス タコン トロー ル フ ァイル,選 択 条件 ファイ ル,用 語 辞 書 フ ァイル,ヘ ル

プ フ ァイ ル の記述 にっ いては 、 次び)項目 「調 査票 入力画 面作成 の 考 え方」 で詳 し く

説 明 します..,
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第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの操作(MS-DOS版)調 査票入力画面作成の考え方

2.2調 査票入力画面作成 め考え方

調 査票 入 力画面 は、大 き く分 け る とメニ ュー画 面 と、個 々の調 査票入 力画 面 で構 成 さ

れ ます 、ここで は メニ ュー 画 面 および調 査 票入 力画 面 の作成 にっ いて、 マ スタ コ ン トロ

ール フ ァイル の記 述形 式 と併せ て説明 します
。 この マ スタ コン トロール ファイル にア ン

ケー ト用紙 の イ メー ジに対 応 したコマ ン ドを記述 して い く こ とに よ り、 パ ソコ ンの 画 面

上 で の 調 査 票 入 力 が 可 能 に な ります 。 マ ス タ コ ン トロー ル ブ ァイ ル の フ ァイ ル 名 は

皿 コロ【皿MCL(㎜ ㍑ 【㍑ は任 意 の名 前)と します。 フ ァイ ルは 、任 意 の場 所 に作 成

で きます。

メニ ュー画 面

㌧ ＼ くご

調査票入 力画面 調査票入力画面 調査票入力画面

123

図2-1調 査票入力画面の展開

1)メ ニ ュー 画 面 の作 成

メニュー画面は1～99画 面まで作成することができますが、最低1画 面は必ず作成

しなければいけません。1番 目のメニュー画面をメイ ンメニュー画面 と呼ぴ、それ以外

のメニュー画面 をサブ メニュー画面 と呼びます。

メニュー画面は、メニュー画面の開始コマン ドー か らメニュー画面の終了コ

マ ン ド拠 _旦(η はメニュー番号)で 記述 され た範囲で表現 され ます。 この範囲

の ことをメニュースコープ と呼びます 、

メイ ンメニュー画 面の

メニ ュー番号は常に1

{マ スタ]ン トロー ル フ ァイ ル)

,'

,ノ'

/$M,1,S〈 改行 〉

メ イ ン メ ニ ュー

画 面 この 間 に メ ニ ュ ー を 表 示
メニ ュース コー

、
、 す る た め の 記 述 を す る.

㌦ 一プ
、

、

㌦
'
、$M,1,E〈 改 行 〉
、

図2-2メ イ ンメニ ュー画面の 表

10調 査票人力プ11ゲ ラム作成支援 システム操作マニュアル



第2章 調苞票入カプログラム作成支援システムの操作 〔MS-1}OS版 》 調査票入力画面作成の考え方

メイ ン メニ ュー画 面 とサ ブメニ ュー画 面 との連結

メニ ュー画 面 ど うしを連 結 させ るた めに は、 メニ ュー 画面 上 に次 に表示 させ る項 目を

定義 し、そ の項 目が選 択 され た ら別 の メニ ュー 画面 を表 示す るよ うに します,項 目を 定

義 す るコマ ン ドは$iを 使 用 します。 項 目定義 コマ ン ドは、項 目議 別子 と項 目を表 示す

る衙 面 上の位 置、 シ ョー トカ ッ トキー 文字 と表 示 す る項 目文字 列 で構 成 され ます。 項 目

識別 子 は 、ス コー プ 内で唯 一 の定義 であ る こ とを示 す た めの 文字 列です 。 した が って 同

じ項 目識 別 子 は ス コー プ.内で は使 用 で きませ ん,、シ ョー トカ ッ トキー 文字 は、 メニ ュー

画 面上 に表 示 され て い る項 目を指 定 のキー で操 作す るもの です。 も しシ ョー トカ ッ トキ

ー 文字 にNが 定義 され た な らば、Nを 押 す ことに よって指 定 され た項 目に対 して定 義

して あ るア クシ ョン が発生 します.,メ ニ ュー項 目は 、TABキ ー を押す こ とに よって 次 々

に選択 され ます が、 シ ョー トカ ッ トキー 文字 を設 定 す る こ とに よ り、TABキ ー で選 択

しな くて も指 定 され たの シ ョー トカ ッ トキー 文字 を キー ボー ドか ら入 力す る こ とで直 接

ア クシ ョンを起 こす こ とが可能 とな ります。

凍;ヨ定齢壇 諺}事

$1,。鱗 〃 〈改 行 〉 ・… 項 目翻 「」子(8文 宇 以 内〕

几」ロ』皿e〈 改行 〉 湖=表 示 列位 置(1～80)

yア:表 示 行 位置(1～23〕

η:シ ョー トカ ッ トキー 文字

刀細 θ:項目文 字列

次に 、定 義 した項 目に対 して メニ ュー遷 移 ア ク シ ョン コマ ン ドを定義 します、、項 目定

義 コマ ン ドの 直後 に@Mで 記 述 します。 ア クシ ョン系の コマ ン ドはそ の 項 目が選 択 され

る こ とに よ り実 行 します。

メ.手碧r簸 移ア クシ ョ ン3マ ン ド

@M,η 〈改行 〉
〃:メニ ュー番 号

調査票入力プログラム作成支援システム操作マニュアル11



第2章 調査票入力プログラム作成支援システムの燥作(MS-DOS版)調 査票入.力画面作成の考え方

,'ノ'

,/メ ィンメニュー画面の表記
,"

/'$M,1,S〈 改 行 〉

メイ ン メ ニ ュ ー

画 面$1,SUB1、10,5<改 行>

S,サ ブ メ ニ ュー へ く改 行 〉

工
@M,2

$M,1,E〈 改行 〉

サブ メ 昌ゴ÷ 画面 の表記

サ ブ メニ ユー$M
,2,S〈 改行 〉画面

、

＼$1,MAIN,10,5〈 改 行 〉
、
'
・
、M.メ イ ン メ ニ ュー へ 〈 改 行 〉、、
・
、@M,1

＼
、

、

＼
、5M,2,E〈 改 行 〉

＼

図2-3メ ニ ュー画面のマス ター コン トロー ルフ7イ ル

2)調 査 票入 力 画 面 の 作成

調査票入力画面 は1～99画 面まで作成する ことができます。 ただ し最低1画 面は

必ず作成 しなけれ ばいけません。調 査票 入力画面は、調査 票入力画面の開始 コマ ン ド

圭 ムー 旦一 旦か ら調査票入力面面の終了 コマ ン ド翌L」 』_旦(刀 は調査票番号)で

記述され た範囲で表現 され ます。 この範囲の ことを処理 スコープ と呼びます,

ノ

/調 査票入力画面の表記
ノ

/$A,1,S〈 改 行 〉

調 査票入 力画面

この閻 に調査 票 を表示
処 理 ス コー一'、 す るた めの記 述 をす る .,,

、 一ノ.
、

＼
、
、
'
、5A,1,E〈 改 行 〉
、

図2-4調 査 票入力画面のマス ター コン トロール ファイル

12調 査票入力プロヴラム作成支擾システム操作一7ニュアル



第2帝 調査票入力プログラム作成支援システムの操作 〔MS-DOS版}調 査票入力画面作成の考え方

調 査票 入 力画 面 のペ ー ジ

調 査票 入 力画面 ほ 、ペ ー ジ とい う単位 に分割 され ます.,1つ の調 査 票 に対 して1～9

9べ 一 ジまで作 成 で き ます...処 理 ス コー ア内 ではペ ー ジ設 定 を行な う必要 があ ります、

ペー ジは 、ペー ジ の開始 コマ ン ド　 か らペー ジの終 了 コマ ン ド山 _旦

(〃 はベ ー ジ番 号)で 記 述 され た範 囲 で表 現 され まナ 、 この範 囲の こ とをペ ー ジ ス コー

プ と呼 ぴ ます、、

調 査 票 入力画 面 捌 査票 入力 画 面のベ ー ジ衷記

P.1$A,1,S〈 改行 〉

$Rl,S〈 改行 〉

調査 票 入 力画面 この 間にべ 一 ジを表 示 。 ..
へ 冒一 ン「ス コ

p.2す る ための記 述 をす る.、
一 ・ツ'

$R1,E〈 改 行 〉

調査 票 入力画 面$E2,S<改 行>

P,3

$Pl2,E〈 改 行 〉

$A1,E〈 改行 〉

図2-5調 査票入力画面のマスターコン トロールファイル

調 査 票入力 画 面の ペー ジ間連 結

べ一 ジ間 の連 結は 自動 で 行われ ます,ペ ー ジ番 号の順 に連 結 され ます。

メニ ュー画 面 と調 査票入 力画 面 の連結

メニ ュー画 面 と調 査票 入 力画面 を連結 させ るため に は メニ ュー 画 面 ど うしの連 結同 様

に メニ ュー 画面 上 に項 目を定義 し、そ の項 目が 選択 され た ら調査 票 入力画 面 を表 示す る

よ うに します1そ の た めに は、定義 した項 目に 対 して調査 票 遷移 ア クシ ョン コマ ン ドを

定義 します..具 体的に は項 目定義 コマ ン ドの 直後 に@Aで 記述 します.,

謂 査票 遷移 ア クシ ョン コマ ン ド

@Aμ 〈改 行 〉
π:調査票 番 号

詞査票入力プロゲラム作成支援システム換作マニλアル13



第2章 調査票人カプログラム作成支援 システムの摸作(MS-DOS版)調 査票人.力画面作成の考え方

ノ

"メ ニュー画面の表詑
,'

/$M,1,S〈 改行 〉

メニュー画 面

$1,CHOSA1,10,5<改 行>

C.調 査 票へ 〈改 行>

/
@A,1

$M,1,E〈 改行 〉

騨査票入力面面の表記

$へLS〈 改行 〉
調査票入力画面

、

覧

～

＼
」

噺

竃

、$A,LE〈 改行 〉
、

図2-6メ ニュー画面と調査票入力画面の連結のマスターコン トロールファイル

調査 票の.入力 が終 了す る と、呼び 出 され た メニ ュー 画 面に戻 り圭す,

3)画 面 上 へ の 文 字 の 表 示

画 面 に文字 を表 示 させ る方 法は2っ あ ります,、

1っ の 方 法 と して 、画 面 に文字 を表 示す るには文 宇列 表 示 コマ ン ド$Tを 使用 します..

文宇列 表示 コマ ン ドは 、画 面 上の表 示位 置 と表示 す る文字 列 で構 成 され ます.こ の コマ

ン ドは メニ ュー ス コー プ内 あ るいはベ ー ジ ス コー プ 内で 有効 です.

文字列 表示 コマ ン ド
淵:表 示 列位 置(1～80)

$Tl』臨,刀7〈改行 〉__
γア:表 示行位 置(1～24)

血θ88角grθ〈改行 〉 _
配3枷 贋:表 小文字 列

i4調 査票入カブrユグラム作成支援システム襟作マニュアル



第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの撮作 〔MSP〔 〕S版)調 査票入力画面作成の考え方

も う1つ の画 面 に文 字 を表示す る方 法 と して 、 ガイ ダ ンスの表 示 が あ ります、 ガ イ ダ

ンスは1度 に複数 行 表示す る ことが可能 です、。ガイ ダン.スを画 面 に表示 させ るには 、ガ

イ ダンス表 示 コマ ン ド3Gを 使 用 します、、この コマ ン ドは メニ ュー スコー プ内 あ るい は

ベ ー ジス コー プ内で 有 効で す 1,

ガ イ.ダシス表 示 コマ ン ド

$G.』 鴎〃1.,η 】〈改行 〉

皿㎝鰐 〆 改 行 〉
、遅 、表示 列位 置{1-8。)

皿θβ8卿 く改 行 〉
,ノ,赫 行位 置(、 一、、)

螂 禦 〈改行 〉
"、 行数

'
配5銅 κθ:表示文 字列

4)メ ニ ュ ー 画 面 か らの 調 査 票 入 力 画 面 の 終 了

メニ ュー画 面か ら調査 票入 力画 面 を終了 させ るた めには 、終 了用 の項 目を定義 し圭す,、

その項 目に対 して調 査 票入 力画 面 終了 ア クシ ョン コマ ン ドを定義 します 、調 査 票入 力画

面終 了ア ク シ ョン コマ ン ドは@Eを 使 用 します.,

@E<改 行>

5>メ ニ ュ ー 画 面 の 作 成 例

次に 、実際 に 次の よ うな メニ ュー画 面のマ ス タ コン トロール フ ァイル を作成 す る場 合 、

リス トに示す よ うに記述 す る こ とで作成 で きます,

文字列麦

.灘.}
調 査 棄 入 力 衝 面 へ表 示 項 目

邑 金園融青羅死所 ・センター羅卿 ■査

～、 教膏実繭嗣究隅諏網童

3.睡 膏ノフト1鳳査

4纏 材 ・駈具瞬査

5.融 職員即修麟塵調査

5、.攣實・齢シ罫テム胴直 サ ブ メ ニ ュ}百 面 へ

£.ほ 膏晴縁調童鰹丁

4

エン トリ画 面 の終 了 ガ イ ダン ス表 示

鞍育情雑ノメテム舗査メ∫ユーに移 り虫†.

図2-7メ ニ ュ ー 画 面 の サ ン プ ル イ メ ー ジ

調 査 票 入.カブ ロ グ ラ ム 作成 支援 システ ム操 作 マ ニ ュ ア ル15



第2章 調査票入カブ=翼グラム作成支援システムの操作IMS-DOS版)調 査票人力画面作成の考え方

文字列表示

_甥 隠_/
調査票入.力画面へ瑚 撫
、}

τ,メ インメ昌らニー

メ イ ン メ ニ ュ ー 画 面 へ 遷 移

巳 敏膏 瞬瓢調を綾T

エ ン トIJ画 面 の 終 了

覧竺塙 撰鉱 臨臨}契 矯 庸

図2-8サ ブ メ ニ ュ ー 画 面 の サ ン プ ル

次 に マ ス タ ー コ ン ト ロ ー ル フ ァ イ ル の 具 体 的 な 記 述 例 を 示 し ま す,.

;サ ンプ ル 用 マ ス タ コン トロー ル7ア イ ル

;一 ・.メ イ ン メニ ⊥一 画 面

訓.1,S;メ ニ ュー ス こ7一プ1(メ イ ン メニ ュー}開 始

$T.35,2;調 査 票入 力 画 面 タ イ トル を 表 』'

教 育情 報 調 査

.`ら;"(セ ミ コ ロ ン)か ら$篤29
、4;メ ニ ュ」.・タイ トル を表 小

く メ イ ン メニ ユ 國冒 〉 〈 改 行 〉 ま で は コ メ ン トで す ,,

5ヨ.CIIO弘1,2当,了;調 査 票 人 力 画 面1遷 移 項 日定 義

1.全 国 教 育研 究 所 ・セ ン ター 研 究 成 果 調 査

鯖,L

$1.Cll〔園A2,2且,9=調 査 票 入 力画 面2遷 移 項 同定 義

2.教 育 実 践 研 究 情 轍調 査

o直,2

$1.〔:llOSA3.21,且1;調 査 摂 入 力画 面3遷 移 項 目 定 義

3.教 育 ソフ ト調 査

oA,ll

$1.Cll〔凪醐,21.[3;調 査 票入 ノ∫画 面4趨 移 項 目 定 義

4.教 材 ・教 具 調 査

●摯へ、4

$1.c2K聡A5,21,15;調 査 票人 力醐 面5逓 移 」{ltl定義

5.教 職 員研 修 講座 調 盃

猷,5

16澗 査 票 人.カプ ロ グラ ム 作 成 支 援 シ スチ ム 榛 作 マ ニ ュ ア ル



第2章 調 査 票 人 力 プUゲ ラ ム 作 成 支援 シ ステ ム の 操 作{MS一.PoS版,調 査 票 入 力 画 面 作 成 の 考 え 方

31.s鵬 しz巳,[7;サ ブ メ ニ 諸 ・一画 面遷 移攻 日定 義

6.教 育情 轍 シス テ ム 調 査

@閣.2

$1,酬 臥21,L9;調 査 票入 力画 面終r項 目定 義

E.教 育情 韓 調 査終r

o乞

5G,且,2喧;ガ イ ダ ン ス表 示

メニ ュ・一か ら処 理 を選 択 して くだ さ い、,

$岡.】,ε;メ ニ ・ムー ス ロ・一プ1(メ イ ン メ ニー二一一)終 了

;・ サ ブ メ ニ ュ・一画 面 一.一.一.一・

甜,2、s;メ ニ ご乙一 ス=禮一 プ2〔 教 育 傭 報 シス テ ム 調 査 メ ニ よ濫一一}開 始

$T,35.2;調 査 票 入 力 画 面 タ イ トル を 表 示

教 育 情 鞭 調 査

3T,23,4;メ ニ ュー タイ トル を表 示

く 教 育情 報 シ ステ ム 調 査 メニ ュ ・.一>

31,CllOSAI,別,7;調 査 票 入 力 画 面6遷 移 項 目 定義

1.教 育 情 鞭 シ ステ ム 現状 調 査

鮪,6

$1.Cl10SA2,21,9;調 査 票 人 力 画 面7遜 移 項 口定 義

2、 コ ン ピ ュー一タ シ スデ ム 設 置 状 況調 査

oA.7

51.Cl鵬A3,21,日;調 査 票 入 力 画 面a遷 移 項 口定 義

3.バ ・一ソナ ル ニ1ンピ ュー タ 設 置 状 祝 調 査

輔,8

51,甑 創,2且,且3;メ イ ン メニ ュ ・一画 面遍 移項 目定義

丁.メ イ ン メニ ・ニー

㎝,1

割,剛D,2己.15;調 査 票 入 力 画 面終 ∫項 口定 義

E.教 育 情 紐 調査 終 了

@E

36,1.飽,2ニ ガ イ ダ ン.ス表 示

教 育情 報 シ ス テム 調 査 メニ ュー で す 。

メ ニ 、・一 か ら 処理 を選 択 して くだ さい 。

$閣.2溺;メ ニ ゴ ース コ・一プ2〔 教 育情 報 シス テ ム 調 査 メニ ュー)終 了

;一.一 調 査 票 入 力 画 面1.一 一 ・・

箪A,[.S;処 理 ス コー プL(全 国 教 育研 究 所 ・セ ン ター 研 究成 果 調 査)闘 始

翻.1.E;処 理 ス こ■一 ブ1(全 国 教 育研 究 所 ・セ ン ター 研 究成 果 調 査}終 了

;調 査 票 人 力 画 面2・

$A.2,S;処 理 ス コー プ2`教 育 実 践研 究 情 報 調 査〕 闘 始

5A,2,E;処 理 ス:コ・一プ2(教 育 実践 研 究 情 難謂 査 〕 終 了

;… 一一 調 査 票 人 力 画 面3

5A,:艦,s;処 理 ス=了一 プ3〔 教 育 ソフ ト調 査)1用 始

3馬3、 旺:処 麗 スコ ・・プ3{教 育 ソ フ ト調 査》 終 了

調 裡票 入 力プ ロ グラム 作 成 支援 シ ステ ム 操 作 マ ニ.`ア ル17



第2章 調 査 票 入カ プ ロ グラ ム 作戌 支援 シ ステ ム の操 作IMSD(.)S版)調 査 票 人 力画 面 作 成rノ,考え 方

,調 査 票 人 力 画 面4.一 一一 一

翻,4.S;処 理 ス 駆一 プ4(教 材 ・教 具 調 査)開 始

$A,4,F;処 理 ス コー プ4〔 教 材 ・教 具 調 査)終.了

,調 査 票 入 力 画 面5一...一 一一

$A,5,S;処 理 ス ごコー プ5(教 職 員研 修 講 座 調 査)開 始

杁,5,E;処 理 ス コー プ5(教 職 員研 修 講 座 調 査)終 了

;...一 一一 調 査 票 入 力 諏 面6一 一一一一

零A'6「S;処 理 ス コー プ6{教 育 情 轍 シ ス テ ム 現状 調 査〕 開 始

晒 邸 拠 理 ス … 一ブ6傲 育 情 靱 シ ス テ ム 現状 謝i)終.「

;.・.一 一 ・調査 票 入 力 画 面7一 一一..一..

5A,7,Sl処 理 ス コー プ7〔 コン ビ 」一 タ シス テ ム設 置 状 況 調 直)開 始

3A,7,E;処 理 ス コー プ7(:7ン ピ ゴ ータ シス テ ム 設 置 状 況 調 査)終r

、 調 査票 人 力 画 面8

筑B,S;処 理 ス コー プB〔 パー ソナ ル コ ン 巳 ・一 タ設 置 状況 調 査}開 殆

翻,8,ヒ;処 理 ス コ・一プ8(バ ー ソナル コ ン ビ」一 タ設 置 状況 測査)終 丁

図2-9マ ス タ ー コ ン トロ ー ル フ ァ イ ル の 記 述 例

18調 酬1人 〃'ノL・ゲラム{、≡成.起援 シ ステ ム 操 作../二 ・・ア ル



第2章 調査票人カプログラム作成支援システムの繰作(MSDで)S版}調 査票入力画面作成の考えノ∫

6)入 力 デ ー タ 格 納 フ ァイ ル の 定 義

調 査 票 入力画 面で はデ ー タの 入 力が行 われ ます.,そ の入 カデー タを フ ァイルに 格納 す

る必要 が あ ります、,したが って 、調 査 票入 力画 面 に は、デー タ格 納 フ ァイル操 作 の定 義

を します,.調 査票 入 力画面 か ら出 力 され る ファイル を タグ ファ イル と呼 ひ ます。 タ グフ

ァイル に は シ ングル レコー ドタイ ブ とマル チ レコー ドタイプ の2種 類 の タイ プが あ りま

す.シ ン グル レコー ドタイブ.とマ ルチ レコー ドタ イブの違 い を アンケー ト用紙 の例 で説

明す る と、 シ ングル レコー ドタイプ はア ンケー ト用 紙が た だ1揃 い で あ る場合 、マ ル チ

レコー ドタイブ.は同一様 式 のア ンケー ト用紙 を複 数 枚回答 す る場 合 と考 え られ ます,、

調査 票入 力画 面___レ ァンヶ一.ト

図2-10シ ングル レコー ドタイプ

調査 票入 力画面 →

アンケー ト

図2-11マ ルチレコー ドタイプ

調 査票 入力画 面 に タ グファ イル を関連 付 けす るには ファイル 定義 コマ ン ド圭 旦 を使 用

し吏す 。 フ ァイ ル定義 コマ ン ドは調 査票 コー プ.内で有 効 です..

フ ァイル 定義 コ々 ン ド

$K蝕,LML挽 皿 【(々)L_】1〈 改 行 〉 〃 ノ`・:タグフ ァイ ル 名
一「一一一一(

〃 」㌧zzz>

マ ルチ レコー ド時 に レコー ド名 を回 僧:タ グ番 号

答 デ ー タか ら生 成 させ る 〔最 大3個 〃:文 字数

Mを 指 定 しな い;シ ン グル レコー ドタイブ

{。 を指。.。,。 。チ_ド タイプ

調 査票 人 ノ」ヅlrゲ ラ ム 作成 刻 妥システ ム操 作 マ ニ ュ ア ル19



第2章 調査票入カプ ログラム作成支援システムの操作(MS-DOS版)調 査票入力画面作成の考之方

タ グ フ ァ イ ル に っ い て

タ グ フ ァ イ ル は テ キ ス ト形 式 の フ ァイ ル で 、 す べ て 全 角 文 字 で 構 成 され て い ま す 、,各

質 問 項 目は 、 タ グ番 号 で 管 理 され て い ます 、,タ グ 番 号 は#nn洋 で 表 現 され 、 必 ず#0

1#か ら は じま り連 番 で な け れ ば い け ませ ん 、、1つ の 質 問 項 目 にっ い て 複 数 の 回 答 が あ

る場 合 は 、 タ グ 要 素 と して","{カ ン マ)で 区 切 ります 。

例 え ば 次 の よ うな調 査 票 へ の 回 答 を 考 え て み ます 。

パーソナルコンピュータ 設置状況調査

湘脚 機関番号5002

糊2#メ ー カー名 富士通2次 元要素1次 元要素

詳03#機 種 ・モデゆ名rMR-50・HV

期#セ ッ ト数 且1セ ッ ト

#05#RAM宕 量20481

3306#Fい一ドテ.イスク容量40

PO7#フ ヨ7ピーデイスクドラィフρ7一 サ{ス「5イ ンチ3.5イ ナ ィンチ

ドライブ数21

記憶密度2HD211D

仲0甜 オへ'レーティングシステム名MS-DOS

切9#プ リンタ1.ド 艸プ9汐2,熱 転写プ粋タ レず アリ汐4.そ の他

財佛 叔トコンピュータ端末 末として利用2.端 末として利用していない

襯閑 その他の周辺機器

削2#適 用業務1.憶 轍処理教育 〔生徒翼習)教 育諸調査データ処理

(複数回答可)3.学 校へのデータ処理サー ビス4.事 務処理 〔人事 ・会計1

激育情報の検索サービス ㊦ 教材研究 〔CAI/CMI)

職員研修8.入 試データ処理

奄)その他(パ ソコン通信)
()

図2-12調 査票例

この調 査票 へ の回 答結 果 を タ グフ ァイル イ メー ジ にす る と次の よ うに な ります。

タ グ 番 号 は 必 ず

切1#5002_質 問 の 回 答 が 無 い

茸1錦 費.5。.HV慧 鰹 から 場合はタグ番号・
#04#11け にな ります。
参05蔀2048

蹄OO#40

#07#5〔2〕2HD,

3.5〔1〕2HDタ グ 要 素 は2次 元 配 列 に な っ て い て1次

#08#MS-DOS

#og#レ_ザ プ リンタ 元 要 素 の 最 後 は 必 ず 改 行 さ れ ま す 。1次

訓o#端 末 として利用 元 要 素 が 複 数 あ る場 合 は"
,"(カ ン マ)

#11#

姐2お 教育諸禰査デ・一タ処理,を 改 行 の 前 に付 加 しま す. .

数育情報の検索サービスg

教材研究(CA{/CMI).2次 元 要 素 ど う しは そ の ま ま 結 合 さ れ ま

灘 鴨,ン 。。、 ・ 凱 〔〕 で囲む ことによって2次 腰 素

ど う しの 区 切 り が わ か る よ う に しま す 。

図2-13タ グ ファイル例
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第2章 調査票入力プログラム作成支援システムの操作(MS-DOS版)調 査票人力画面作成の考え方

前ペ ー一ジの例 は 、 シ ングル レコー ドタイ プの もの です。 マ ル チ レコー ドタイ プの 場合

は、 シン グル レコー ドタイ ブの デー タ形 式 で タグ フ ァイ ル 中に繰 り返 し格 納 され て い ま

す。マ ル チ レコー ドタイプ の タ グフ ァイルの 場合 は 、調査 票入 カプ ロ グラム は タ グイ ン

デ ックス ファイル を 自動 的 に作 成 し、 タ グフ ァイル 中の レコー ドを レコー ド名 で 管 理 し

ます。

タ グフ ァイル 名 は 、C皿 ㎜.酬 ㎜ は機 関番 号 、脳 π は任 意 で あ る力髄

票入 力画 面内 で唯 一 の名 前 に しなけれ ばな らない)で 表現 され ます。調 査 票 入カ プ ログ

ラムは機 関番 号 を 内部に持 って い るの で 、 タ グフ ァイル を生成す る際 に 自動的 に機 関番

号を付 加 します、、マ ルチ レコー ドタイプ の タ グフ ァイルの レコー ドを管 理 す るた め の タ

グイ ンデ ックスの ファイル名 は、Ix吻.脇 な ります,し た がっ て フ ァイ ル定 義 コマ

ン ドで タグ ファイル 名 を指 定す る場 合 は 刀贋 凹 だけ を指定 します。

レコー ド名 につ い て

マル チ レコー ドタイプ の タ グフ ァイルの場 合 に、 レコー ド名 の 生成方 法 は2通 りあ り

ます.1つ は作 成 日時 で生 成す る方法 です.こ の場 合 は ファイル 定義 コマ ン ドを次 の よ

うに記述 します。

$E五 亀M〈 改行 〉

この指定 で生 成 され た レコー ド名 は次 の よ うにな ります。

"タ イ トルN
o.yア 加皿d`fム ム加 皿85"γymπ1ゴ ゴ=年 月 日

ヵ ゐ加加55=時 分秒

も う1つ は、 入力 デー タか ら作 成 す る方法 です。 この場 合 は フ ァイル 定義 コマ ン ドを

次の よ うに記 述 します。

$E五 あ,M,細 履(功,...〈 改行 〉

これ はnn番 の タ グ番 号 の入 力デ ー タ をn文 字 分 だ け レコー ド名 と して使 用す る とい う

意味 です.文 字 数 を省略 す る とnn番 の タ グ番号 のデー タす べ てを レコー ド名 とします。

ただ し、 レコー ド名 は最 大30文 宇 とな って い ます。 長 す ぎる場 合 には30文 字 以降 は

削 られ ます。 ま た、 タグ番 号 は最 大3個 まで指 定 で きます、,タグ番 号 を複数 指 定 した 場

合は 、指 定 した タ グ番 号 のデ ー タを連 結 して レコー ド名 と します、、レコー ド名 は1つ の

タグフ ァイル 中 で唯 一で な けれ ば な りませ ん=,そ の ため レコー ド名 と して使 用 す る タ グ

番号 は、回 答 内容 を 考慮 して選 ぶ 必要 が あ ります。 もしも偶 然 に 同一 の レコー ド名 が 発

生 して しまっ た場 合 は、 レコー ド名 を生成 す る際に レコー ド名の 最 後 に レコー ド識 別番

号 を"*〃 η ガ(η η11は001か ら始 ま る3桁 番号)の 形 式 で付 加 します、,レ コ ー

ド識別番 号 を付 加す る こ とに よ って 同一の レコー ド名 が発生 して も タグ ファイ ル中 で 唯

一 の レコー ド名に な ります 1=,この機 能 は作成 時 間か ら レコー ド名 を生成 す る場 合 に も適

調.爾票人力プログラム作成支援システム操作マニュアル21



第2章 調査票入カブログラム作成支援システムの操作(MS-DOS版)調 査票入力画面作成の考え方

用 され ます 。

レコー ド名の 画 面表示

マ ルチ レコー ドタイ プ の タ グファイ ルに対 す る調 査票入 力画面 では 、 現在入 力 中の レ

コー ド名 を画 面 に表示 す る こ とがで きます。 これ は レコー ド名表 示 コマ ン ドSRを 使 用

しま す.こ の コマ ン ドはマ ルチ レコー ドタイ プの フ ァイル 定義 を した 処理 ス コー プの ペ

ー ジ ス コー プ 内で有 効です
。

■κ:表 示列位 置(1～80)$R
】隣」7〈 改行 〉

ノァ:表 示行位 置{1～24)

7)調 査 票 入 力 画 面 で の デ ー タ 入 力 様 式

調査 票 入力 画面 に入 力 され たデー タは 、タグ ファイル に書 き込 まれ ます。 した が って 、

調 査票 入 力画 面 でデー タを入 力 させ る ために は最低 限 フ ァイル 定義,項 目定義,入 力 ア

クシ ョン,デ ー タ格 納 ア クシ ョンの記述 を しな けれ ばな りませ ん。

項 目定 義は メニ ュー 画面 で も説 明 して います が 、デ ー タを入 力 させ るために は 、デ ー

タ入力 用 のオ プ シ ョンを記 述 す る必 要 が あ ります、 そ のオ プ シ ョン とは 、入力 項 目を タ

グ フ ァイル の どの タグ番 号 のデ ー タ に対応 させ るか の指 定 です。一 迦 をオ プ シ ョン

と して 項 目表示 位 置の 後 に記 述 します。 デ ー タ入 力の ため の項 目定 義 コマ ン ドは 、処 理

ス コー プ のペー ジス コー プ 内で有 効 です。

$L8鶴 工罵刀 韓朋 く改行 〉

η熈 θ<改 行>3ぴ=項 目識 別子(8文 字以 内)

罧:表 示 列 位置(1～80)

ノノ:表 示 行 位置(1～23)

ηη;タ グ番 号

〃㎜ θ:項目文 字列

次 に入 力項 目に対 す る入 力 ア クシ ョンを指 定 しまナ 、入 力 ア クシ ョンは、項 目要素,

入 力方 法,表 示位 置,表 示 サイ ズ で構 成 され ます㌦、 入力ア クシ ョンを指 定す るに は入 力

ア クシ ョンコマ ン ド@Cを 使用 します。 入 力 フ ィー ル ドの デー タは、 入 力項 目の 要素 と

して扱 わ れ ます,こ れ を項 目要素 と呼 び(f1,f2)の2次 元配列 で表 現 します。 項

目要素 は、 タ グフ ァイル 中 の タ グ要 素 と対応 します。 入力 ア ク シ ョンで指 定 で きる入 力

方法 は 、単一 選択 入 力,複 数 選択 入力,文 宇 列入 力,文 章 入力,数 値入 力,環 境 変数 参

照 入力,レ コー ド番 号参照,入 力 な しの8種 類 でrl「.

22調 査票入力'プログラム作成支援シスチム榛作マニュアル



窮2章 調査票入カプログラム作成支援システムの操作(MS-DOS版)調 査票入力画面作成の考え方

タ グファ イル に入カ デ ー タ を書 き込 むた めのデー タ格 納ア ク シ ョンは、入 力ア クシ ョ

ン コマ ン ドとペ アで記 述 しな けれ ばい け ませ ん、、デ ー タ格 納ア クシ ョン を指 定 す るに は

デ ー タ格納 ア クシ ョンコマ ン ド@Wを 使用 します。 ただ し、入 力 ア クシ ョン が入 力な し

の場合 は必 要 あ りませ ん。

@C【(〃L露D】,隅 皿;刀 ・1,剛 」肋 】〈改行 〉

(〃,鋤:項 目要 素 省略 時 は(1,1)

r=デ ー タ入 力方法

耀:表 示列 位 置(1～79)

〃・:表 示行 位置(1～23)

77:表 示幅(文 字数)

肋:表 示 高 さ(行 数)

=ニ ヤ 騨騨 ホ2<80

yy+hh*2く24

労締'罰 爾磯i購 響蒙欝 …ド

@W【(flL12DL卿L五 酬 く改行 〉

(以1笏:項 目要 素 省略 時は(1,1)

脚:格 納幅(文 字数)〈40

肋:格 納 高 さ(行 数)>0

省 略時 は1

(1)単 一選 択入 力(入 力 ア クシ ョンコマ ン ド)

単一 選択 入力 とは、複 数の 選 択肢 の 中か ら1つ だけ を選択 させ る入 力方 法 です。 選 択

入 力を させ る た めには 、選択 肢 を画 面 に表 示す る領 域 を設 定 します。 これ に は選 択肢 表

示 領域 定 義 コマ ン ド3Sを 使 用 します。 この コマ ン ドは処理 スコー プのべ 一 ジ ス コー プ

内で有 効 です.

選 択 肢表 示傾 類 定義:#「鵡 ～:ド

$s,」【風 〃 ろ」ロ【2　刀 巴2〈改行 〉'

(器1,〃1)

(磁 魍

調査票入力プログラム作成支援シスチム操11{マニュアル23



第2章 調査票入力プログラム作成支援システムの操作(MS-DoS版}調 査票人力画面作成の考え方

単一選択入力の入力方法の記述 はS/βff1θ を使用 します。5f∫1θ は、選択

肢が記述 され てい る選択肢 ブァイル名 です、、S/〔5∫'1θ とするとデー タを格納 す

る際にデー タを 〔 〕で括 ります。

(2)複 数選択入力(入 力アクシ ョンコマ ン ド)

複数選択入力とは、選択肢の中か ら複数の選択 させ る入力方法です.選 択入力を させ

るための選択肢を画面に表示す る領域を設定 します。(≒ 豪.単一選択入力参照)

複数選択入力の入力方法の記 述は,S/5fゴ1θ/nを 使用 します。選択肢が記述

されている選択肢 ファイル名です.S/〔5∫f1θ/西 とす るとデー タを格納す る際

にデー タを 〔 〕 で括 ります。複数選択入力の場合は選択肢数 と同等の入力フィール ド

が必要にな ります。 刀は複数選択入力をさせ る入力 ブィール ドの達続番号で、選択肢が

3個 あるな らば

@C(1),S'面41,xx,yy〈 改行 〉

@C(2),Sノ副62,xx,yy〈 改行 〉

@C(3>,Sノ認d3,xx,yy〈 改行 〉

とな ります。

(3)文 宇列入力(入 力アクシ ョンコマン ド)

文字列入力 とは、1行 の文字列を入力 させ る入力方法です。

文字列入力の入力方法の記述 は、1を 使用 します。一L_〔とするとデー タを格納する際

にデー タを 〔 〕で括 ります。

(4)文 章入力(入 力 アクシ ョンコマン ド)

文章入力 とは、複数行にわたる文字列を入力 させ る入力方法です。

文章入力の入力方法の記述は、Tを 使用 します。

(5)数 値入力(入 力アクシ ョンコマ ン ド)

数値入力とは、数字のみを入力 させ る入 力方法です,,

数値入力の入力方法の記述は、ヱ を使用 します。ヱ」 とす るとデー タを格納す る際 に

デー タを.〔 〕 で括 ります 、

(6)環 境変数参照入力(入 力アクシ ョンコマ ン ド)

環境変数参照入力 とは、環境ファイル中の環境変数 に定義付け された文字列を参照 し

て入力させ る入力方法です、,

環境変数参照入力の 入力方法の記述は、A/盈 β`rを 使用 します 、舌5εfは 環境

変数 です。A/{を3`rと す るとデータを格納す る際にデー タを[〕 で括 ります,1

この入力方法では、環境変数に定義付け され ている文宇列を代入す るだけで代入 した 文

字列を変更するこ とはできません。環境変数に定義付けされてい る文宇列を代 入後に修

正入力させたい場合はA/」k5`r/亘 あるいはA/〔 左5霊'/1を 使用 し.圭す.

24調 査票入力プログラム1乍残支援システム操作マニニアル



第2章 調査票入力プログラム作成支援システムの操1乍{MS-Dos版)調 査票入力画面作成の考え方

(7}レ コー ド番号 参照(入 力 ア クシ ョンコマ ン ド}

レコー ド番 号参照 で は 、マル チ レコー ドタイブ の調査 票 入 力の際 に現 在入 力 中の レ コ

ー ド番 号 を 自動設 定 して入力 させ ます 。

レコー ド番 号参 照の 入 力方法 の記 述 は 、Rを 使 用 します。 この入 力 方法 は レコー ド番

号 を代 入す るだ けで編 集 入力 は で きませ ん。

(8)入 力 な し(入 力 ア クシ ョンコマ ン ド)

項 目を タ グフ ァイル のデ ー タ と関連 付 け させ ない場合 に使 用 します 。 用途 と して は、

条件 遷移 で項 目遷 移の 遷移 先 が強制 的 に必 要 な時 な どに使 用 します。

入 力な しの入 力 方法 の記述 は 、Nを 使 用 します,

8)準 備 プ アイ ル

次の フ ァイル を準備 してお ぐ,

(1)選 択 肢 フアイル

単 一選 択 入力 あ るい は複数 選択 入 力 を させ るた めには 選択 肢 フ ァイ ル が必 要 です 。 選

択肢 フ ァイ ルは 、1行 に1選 択 肢 とい う形 式 で選 択肢 を記 述 したテ キ ス トフ ァイル です。

選択 肢 フ ァイル の ファイル 名 は 、一 郭3EL{思 ㍑ ㎜ は任意 の名 前)と します。

た とえば 、果物 の選 択肢 で あれ ば 、次の よ うに な ります。

オレンジ
.パナナ
パイナップル

イチゴ
レモン

図2-14選 択肢フ7イ ル例

(2)環 境 プ アイル

環 境 フ ァイル は調 査 票入カ ブ ログ ラムの配 付用 フ ロ ッ ピー デ ィス ク を作 成す る ときに

自動 的 に作 成 され ますL.環 境 ファイ ル の中 に 自動設 定 され る環 境 変数 の意 味 につ い ては

次 の とお りです.、

DATEニyyyym皿ddDAT[i;エ ン トリFD作 成 日

CTL=Cxxxxxxx.C「rl、CTL:実 行 用 コン トロール ファイ ル名

KNO覗mnKNO=機 関番 号

K闘=xxxxxxxxxxxxxxxKNM:機 関名 称

図2-15環 境フ7イ ル例

調在票入力プrJグラム作成支橿システム操作マニュアル25



第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの操作 〔MS-Dぐ)S版)調 査票入力画面作成の考え方

{3)用 語 辞 書 フ ァイル

入 力す る語句 を用 語辞 書 と して 予 め用 意 してお き、デー タ入 力 の際 に入 力す る語 句 を

その 用語 辞書か ら参照 して 入 力 させ る ことがで きます。 これ には用 語 辞書参 照 ア クシ ョ

ン コマ ン ド@Dを 使 用 します。

@DL(f7〔,盈 】)L{励 〈改行 〉(f1
,鋤:項 目要素 省 略時 は(1,D

4r∫10=用 語 辞 書 ファイル名

用語 辞 書 ファイル の フ ァイル 名 は 、π π 皿,VOC(x一 器 は任 意 の 名前)と し

ます。用語 辞書 ブァイル の内 容 は、管 理 ペー ジ とセ ク シ ョンペ ー ジで構成 され てい ます 。

管理 ペー ジには先 頭セ クシ ョンペ ー ジへ のア ドレスを記述 します.こ れ は必 ず次 の よ う

記 述 します。

管理ペ ー ジ開 始

サ響s▼響酬AE四¥w¥

¥7剛wα ㎜ サPり▼●●9懸 ▼wサ

W剛 響ll臨酬糀 スター トペー ジ定義

⑭@◎@@@@⑪は1度 参照 され るとペ

ー ジ ア ドレスが10進 数 で 置 き

管理ページ終了

換 え られ る

図2-16管 理ページの記述例

セ クシ ョンペ ー ジ には"YOUGO"と い う先 頭 セ ク シ ョンベ ー ジ を先 ず 作成 します 。

セ クシ ョンベ ー ジは 、遷 移 キー ワー ド,参 照 キー ワー ド,入 力用 メ ッセ ー ジ,ガ イ ダ ン

ス メ ッセ ー ジ,戻 リセ ク シ ョンペ ー ジ,次 のセ ク シ ョンペー ジ,説 明画 面 で構 成 され て

い ます.

2ク勿ン名は8文 字 以 内

wSWセ クションWTWナ ブタイ みル名WLW@㊨@@響W¥〈 改行〉
コ～字:色:0=通 常1=

W1IWク イ人ル客 響wV〈 改行〉

響JW朋 〃wW¥燈 移 キークー みYYCW父'官 産W畔¥也 クシヨン名¥YPW㎜¥WW〈 改行>

WKWρ 〃〃YWW参,解 キー・ワ」一トYVCW文 字色¥WW<改 行>

W昭騨λカメッセー一ジW響¥〈 改行>

WGWガ イダンズメソセージ淫WW〈 改行>

WBW戻'〃 壱クション名WPW㎜WW¥<改ff>

¥¥A¥¥次 の亡ノシヲン.名¥¥P¥暫一 好Ywv<改 行>

VVDVWW〈 改行 〉

魂明画徳

翼E¥¥セ クシ ョン名¥¥¥¥¥〈 改行>

26調 査票入力.プログラム作成支援システム撮作一7二」アル



第2章 調査票入力プログラム作成支援システムの操作(MS-DOS版)調 査票入力画面作成の考え方

wsw闘AEDWサw

w閥wv㎝ 園刑Pw　 ww管 理ページ

WEWII[汎 四w稗

wSWYα 蛎0¥¥TWあ かwVW

WHW五1一 音WUW先 頭セク均ン

;;器罫糖 撒 灘1慧二魏 雛翻 慌 ペー・
W閣Wキ ー一ワー ド群 を選 択 して く だ さいWW響

WGWN:次 ペ ー ジB;前 ペ ー ジES巳 キヤンセルW》W

w[曙 響¥w

五 十 音 〔用 語 辞 書 の説 明 用)

あ ～ さ行 の 内 容 を 表 示す るセ クシ ョン ペー ジ へ遭 移 し ます 。

1.あ 行2,か 行

W【 弾¥VO【鴎0厚WW

騨SWあ べ 一 ジWTWあ 行WWり

W剛¥五 十音WW讐

W駁WOO鐸WWあWCW1¥¥▼¥¥

Uサnl¥002WW¥いwC響¥1¥WW

W"¥003料W¥鯉 ▼CWW…V.'般 セケション

wrWOO4WW▼ えWC¥¥W¥¥響
ペ ー ジ

w"サoo5Ww¥おwcw且 写ww

W鯛Wキ ー ワー ドを選 択 して くだ さい¥WW

WGWNI次 ベ ー一ジ 陛 前 ペ ー ジES歳 キャン伽W¥W

¥¥BwyOUGO¥¥P¥¥0009@◎90冊

¥¥A¥¥か ペ ー ジ¥¥P¥¥0鱒 ㊤09顧〕¥¥¥胃

w[躍¥¥習

五1音(用 語 辞 書 の 説 明 胴)

選 択 した キー ワー ドを 入 カ デ ー タ と します.、

且.あ2.い3.う4.え5.お

w肝¥あ ぺ ・一ジw¥w

wSWか ペ ー ジWTWか 行WW¥

糊 「w五 十 吝w¥¥¥

WK樫001WW董 かV剛1「1V¥W¥ 一 般セク内ン
WK畔002響¥VWき 糊3W且¥¥Wり

w㍑ ▼oo3wvw<wcw毫vvw響 ぺ...ジ

WKWOO4WWヤ けWα ▼LW響W

¥¥KWOO5wVWこV¥α 琴IWW》

W騨 サキ ー ワー ドを 選 択 して く だ さ いWWヤ

WOW駈 次 ベ ー・.・ジE:前 ・1ξ・.一ジESC:竹 ンセ鐸WW

WBwあ べ・.一ジ¥¥Pw@9◎@㊤@㊤ ㊤¥¥¥¥¥

WDwVW

症 卜音1用 語 辞 書の 説 明 用)

選 択 した キ ー ワー ドを 人 カ デ ー タ と し 衷す.

1.カ・2.き:}.く4.け5.こ

WEWか ペ … ジVVVW

図2-17用 語 辞 書 フ ァ イ ル 例

調 査票 入 カ プ ロ〃 ラ ム 作成.支援 シ ステ ム 操 作マ ニ 昌 ア ル27



第2章 調査票人カプログラム作成支援システムの操作(MS-DQS版 〕 調査票入力画面作成の考え方

9)入 力 項 目に 対 す る ガイ ダ ン ス メ ッセ ー ジ の表 示

各入力フ ィール ドそれぞれに対 してガイダンスメッセー ジを設けることがで きます.

これはガイ ダンスアクシ ョンコマ ン ド@Gを 使用 します,

@GL(五1【 ≠2DL罵 〃・【,血】〈改行 〉

皿㎜ 餅 改行〉(∫ 繊
、項 腰 素 省略時1ま(1,D

皿卿 卿 く改行 〉
。.、 表示列位置(1一 、。)

鵡 鱒K改 行 〉
〃 、表示行位置{1-24)

'
刀=行 数

●

〃θ55解:表 示文宇列

10)回 答 内容 に よ る質 問 の 分 岐

回答内容 によって次の質問をか えるために、条件 を設定 しその条件にあった質問項 目

へ自動的にジャンプ させ ることがで きます、,これは、項 目条件 コマン ド?IF～?EN

Dを 使用 します。

?IF(cond)<改 行>c㎝41

[…(… の ・改行・]i鍔 諺{謙E悔 ≡多灘

[?州0(cond)<改 行>」(f'【.摺1〕 ・"文字 列"入 カ デ ー タ が 比 較 文

宇 列 に 等 しい

(f7「 ぽ2D!=圃 文字 列齢 入 力 デ ー タ が 比 較 文

・… シ・ン・・ン・・謎 ⑰ ω,
,⑳ 。文。,1,芙 撃 鴇 鑑 。

字 列 よ りノトさ専、

("{.解])ノ 文字 舜 入 カ デ ー タ が 比 較.文

【?ELSE〈 改 行 〉 字 列 よ り大 き い

(〃[ぽ21)〈 ・"文字 那 人 カ デ ー タ が 比 較 文

字 列 よ り等 しい か 小

遷 移 ア ク シ 調ン コマ ン ドの 記 述 ②)1さ い

(〃[.〃1)〉="文 字 列o入 カデ ・一タが 比 較 文
由n1」 い 請.レ.」..」.

?1湘 く改 行 〉(〃,迎 う=項 目 要 素

」【?IF{
α珊の 〈改 行 〉"が 真 の 場 合(Dを 実 行 す る..

偽 の 場 合.②を 実 行 す る

'`?0剛
o卿4)〈 改 行 〉"」 ぐ】レレ?州D(㎝ πの く改 行 〉"

を 使 用す る と"?lF(σoρ の く改 行 〉"")条 件 に加 え

て 複 数 の 項 目 要素 の 入 カデ ー.一ケの と 条件 を 複 合す る こ

とが で き る

※?0顧 α」'rの〈改 行 〉:薫 た は …

28澗 査 票 人 力 プ 「1ゲラ ム 作成 支 援 シ ステ ム襟 作マ ニ 遇 γ ル



第2章 調査票入カプログラム作成支援 システムの操作{MS-UOS版)調 査票入.力画面作成の考え方

11)調 査 票 入 力 画 面 の 作 成 例

次 に 、 調 査 票 入 力 画 面 の マ ス タ コ ン トロー ル フ ァ イ ル の 作 成 例 を 示 しま す 。 まず 下 の

よ うな調 査 票 を 例 に と っ て 調 査 票 入 力 画 面 を イ メ ー ジ して み ます.、

パーソナル コンピュー タ 設置状況凋査

緋OI#機 関 番号

瑚2#メ ーカー名

葡3郎 機種 ・モデル名

竃)鞘 セット数 セ ッ ト

憩甜RAM容 量KB

帥0麟 ハート'デ杁タ容量MB

爲07#ア,ノピーテτイスタト7ライア『 プロ7ヒ㌦.サイλ'{ン チfン チ.イ ンテ

ドライブ数

記憶密度

僻08#才 へ'レーティンタ'システム名

切9緯 プリンタ1,ド 分プリンタ2.熱 転写プリンタ3.レ ザプ,ンタ4.そ の他

潮傭 ホストコンピュータ端末L端 末として利用2,端 末として利用していない

朝臨 その他の周辺機器

#12#適 用業務 且.情穀処理教育(生 徒実習)2,教 育諸調査デー タ処理

〔複数回答可)3.学 校 へのデータ処理サー ビス4 ,事務処理(人 事 ・会計)

5.教 育情報の検索サービス6.教 材研究 〔CAl/CMD

7.教 職員研修

8.そ の他()

()

図2-18調 査 票例(紙 のイ メー ジ)

こ の 調 査 票 の 仕 様 を 次 の よ うに 決 め ます 。

フ ァ イ ル 名lC血-ABC.PCM

フ ァ イ ル タイ プ:マ ル チ レコ ー ドタ イ プ

調査票入カプログラム作成支援 システム換作マエユアル29



第2章 調 査票 入 力 プ ログ ラ ム 作成 支援 シ ステ ム の操 作IMS・ ・.DoS版}調 査 票 人 力画 面 作 成 の 考 え 方

次 に 、 質 問 項 目 を マ ス タ ー コ ン ト ロ ー ル フ ァ イ ル に 記 述 す る た め の 必 要 事 項 を コ ー デ

ィ ン グ し ま す 。

駄 項 目識 別 子 項 目名 称 タグ番 号 項 目要 素 入 力 形 式[〕 文字 数

liτE鵬 機 関番 号#0隅(1,D環 境 フ7孤参 照X4

環 境 変 数=KNO

21τE團2メ ー カ ー 名 闘2#(1.D文 字 列 入 力X15

31τE蘭3機 種 ・モデ ル名 閑3#G,D文 字 列 入 力 ×20

41TE隅 セ ッ ト数"0・1郭(1,1)数 値 入 力 ×3

5HE岡5RAM容 量 蘭5#(1,[】 数 値 入 力 ×6

61TE隔6ノ ードデ ィスク容 量 樽06#q,1〕 数 値 入 力 ×5

71T酬7フ ロフビ・デ 御 ドラでプ 閑 簿(1,D数 値 入 力 ×3

(1,2}数 値 入 力02

(1,3}文 宇 列 入 力x3

(2,1)数 値 入 力X3

(2,21数 値 入 力02

(2,3〕 文字 列 入 力 ×3

{3,1〕 数値 入 力 ×3

(3,2》 数値 入 力02

⑬,3}文 字 列 入 力xa

項 口条 件=2次 元 要 素 が1の 入.カが 無い 場 合

は 次 の 項 目へ 移 る

8lTE岡8オ ペ レーテ{ングシ寿 ム名 切8菖 〔U)文 字 列 入 力Xl5

91丁 団9プ リン タ 燗 脳(1.1)単 一選 択 入 力X7

選 択 肢 フ ァイ ル=プ リン タ,SEI.

101TE剛O鵡Dン ピュータ端末 糊0齢(1.1)単 一選 択 入 力X12

選 択 肢 フ ア イル=ホ 刈 端 末.SEL

11[TE剛1そ の他 の周 辺機 器 営1脚(1,1)文 宇列 入 力X20

{2,D文 字列 入 力X20

〔3,D文 字列 入 力x2{〕

(4,1)文 字 列 入 力 ×20

〔5,D文 字 列 入 力x20

(6,2)文 字 列 人 力X21)

(7,3)文 字 列 入 力x20

項 目条 件:入 力 が 無 い 場 合 は 次 の 項 目へ 移

る

121TE闘12適 用業 務 崩2#(1,D複 数 選 択 入 力X13

〔2,D複 数 選 択 入 力 ×13

(3,D複 数 選 択 入 力x13

G,D複 数 選 択 人 力X13

(5,1〕 複 数 選 択 入 力 ×13

(6.1〕 複 数選 択 入 力X13

{7,1}複 数選 択 入 力X13

{8,1)複 数選 択 入 力x12

選択 肢 フ ア イ ル=適 用 業務.SEI.

{呂.2>文 字:列 人 力02Q

l8,3》 文字 列 入 力02`}

項 口条件=(8,1》 の 入 力が 無 い 場 合 は{H,2),

(8.3〕 に移 ら な い

図2-19調 査 票 コー デ ィ ン グ 例

30調 査票 入 力 プ ロ グラ ム 作成 支 援 シ ステ ム操 作 マ ニ ニ ア ル



第2章 調 査 票 入 ヵ プ ロ グ ラ ム 作成 支 援 シ.ステ ムの 操 作(MS一 一DoS版)調 亘 票 入 力 画 面 作 成 の考 え 方

レ コ ー ド名 を 表 示 さ せ る

パ ー ソナ ル コ ン ピ ー一 タ 設 置状 況調 査 、P.1

1.機 関 番 号 ロ ロ ロ ロ

2・ メ騨 か 一名 ▼ 、
、 □[旧 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロロ ロ日 日、 壷◎㌔ 邑 入 力 中 項 目

3.機 種 ・モヂ身名 口 口 「][[[[口[[[口 日ロ ロDロ ロ ロ ロ

4.セ ヅ ト数 目 目]セ ッ ト

5.RAM容 量 口 □ ロ ロ ロ ロKB

6.㌍ ドデ{紹 容 量]L}口 口 □MB

7.フ 巳・ッビ→'4砂 ド ラィブ フ助 ヒ'一→イズ ドラ{プ数 記憶 密 度

1)[]口 〔コ インチ 「]ロ ロ[コ[コ

2⊃L][]ロ インチ ロ[コ[]□ 「]

3)ロ ロ ロ ィンチ ロ ロ ロ ロ]

8.才 ペ レ・・ティング ンステム名 口 ロロ ロ]口 ロ ロL]日 ロロ ロ ロ ロ

パ ソコ ンの メ ー カー 名 を 入 力 して くだ さい。

入 力 の 度 に ガ イ ダ ン ス メ ッ セ ー ジ を 表 示 す る 選 択 肢 表 示 領 域

図2-20調 査 票 入 力 画 面 イ メー ジ1

パー ソナ ル コ ン ピ 」一 タ 設 置 状 況 調 査P .2

1ii.;i、i.:....,li.i…;i.…i...:…..;'1…….'lili;"..'.......'闘.門'..碁..'.".."i''''''".i.'''''".''"...'.'..1........'.....「..'....-.-.-1...........-..i.層..1層."..............".....'..m..'9......囲

g.謎:りi>豊 タ ロ〔コL」L】L」〕L」

1〔⊃.ホλトコンヒ'二L』`タ端 末 目]L」L]コ ロ ロ[]□ □[】7]

11.そ の 他 の 周 辺機 器1)「1[〕71n[[[[[コ 「コEロ ロ ロ ロ 日 ロ ロ ロ

2)L】Lj」 〕L」L】L]L】[][]口[コ[コ 「】「]「1[「][□

3)ロ ロ〔]日[コ[]口 ⊂][]ε」[」L一}LIL」L]L]t][][ユ[b

4)[[「n[[[[[71ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ]]

5)]口 【」口 ロ ロ[コロ ロロ[[[「1ロ ロ ロ ロ ロ ロ

6)ロ ロ〔]L」L_3[」L」口L」口L」L⊃L】[][]「 】[「]「[

7)「 コ「㌃.コ「]「⊃[]日 〔][〕{][]L〕[]]]目 目L」LjL二】

】2.適 凧 業務Ljこ 」し」]]L「i」L.II.二[コし'][.]「〕 「:[[[ロ ロ ロ 巳[]ロ ロ ロL

[ココ ロLコロ[」]口]目]U]【.⊃L:.旧[[「[[口 日 ロ ロ ロ

ロ 日 ロ ロ 臼 □こ]口[⊇Lj[]〔]□LjL」 「][][[[[[「 〕ロ ロ ロ

[[[[〕 口 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロL]Lj]し]=]口[コ[口[[[

そ の 他1)「]口 ロ ロ ロロ ロ 巳 □ 口]〕]]目]目 ロrl[

2】[[[[D口 「1□ロ ロ ロ ロ ロ[】こ」L]]]目 □

現 在 ご使 用 の プ リ ン タの 種 類 を 選 択 して くだ さ い...

図2-21調 査 票 入 力 画 面 イ メ ー ジ2
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第2章 調 査 票 入 カ プ ロ グ ラム 作 成 支 援 シ ステ ム の操 作(MS-D〔,S版}調 査 票 入 力画 面 作 成の 考 え 方

メ ニ ュ ー 画 面 の 作 成 で 使 用 し た マ ス タ コ ン ト ロ ー ル フ ァ イ ル"SAMP1、E.MCL"

の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況 調 査{調 査 票 入 力 画 面8}に 次 の 記 述 を 埋 め 込 み ま

す,,

(S画 閾PLε.鵠馴L)

,誕 査 票 入 力 画 面8

$A,B,S;処 理 ス コー プ8(パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ 設 置 状 況 調 査)開 始

3F,A㏄.「 ℃劉.臥 燭2,鐸03;タ グ フ ァイ ル の 定 義(マ ル テ レ コー ドタイ プ)

・…P 『1

ε1,.1.S;べ ← ジ ス コ← プ1闘 始

寧τ,1,1;調 査 票名 表 示

パ ー ソナ ル コン ビ ュ・一タ 設 置状 況調 査P・1

訊.1,2;レ コい一ド名 表 示

錦,1,23,80」23.;選 択 肢 表 示 領 域 指 定

;〈 質 問L>

3【,1↑關1,1,4,鴬0亘;質 問1表 示

1.機 関 番 号.

ぱ:.A/剛0,25,4;入 力 形式 書環 境 変数(剛 ① 参 照

㎝.4;絡 納 サ イ ズ=4文 字

二く質 闇2>

31.IT訓2.1,6湖02;質 問2表 示

2.メ ー カー 名

㏄,1.2臥6;人 力 形 式 乙文 字 列 入 力

餌,L5;絡 納 サ イ ズ こ15文 字

㏄,1.24;ガ イ ダ ン ス メ ツセ ー ジ

パ ソ ロン の メー カ ー を 入 力 して く だ さ い。

;<質 問3>

31,艮丁団3,1,8,蜘3;質 問3表 示

3.機 種 ・モテ,ψ名

㏄,1,25,8;入 力 形 式=文 字 列 入 力

鯛,20:格 納 サ イ ズ;20文 字

㏄,1,24;ガ イ ダ ン スメ ッセ ー ジ

パ ソニ]ンの 機 桶 ・モ デ ル 名 を 入 力 して くだ さ い。

;<質 問4>

3【,IT剛4,1,10,湘4;質 問4表 示

4.セ ッ ト数

5r,33,幽 て,;単 位 表 示

セ ツ ト

㏄,V.25,10=入 力 形 式;数 値 人 力

鮒 、:1;格 納 サ イ ズ コ3文 字

㏄,1,24;ガ イ ダ ンス メ ッセ ー ジ

上 記 の パ ソコ ン が何 セ ッ トあ るか を入 力 して く だ さい1、

32調 査票 入 力'プロ ゲラ ム 作成 支擾 シ ステ ム 操 作 マ ニニ ア ル



第2章 調査 票 入 力 プ ログ ラ ム 作成 支 援 シス テ ム の櫟 作(MS-DOS版)調 査票 入力 画 面 作 成 の 考 え方

=<質 問5>

$量,1τEM5,1,12,瀞 〔〕5;質 問5表 示

5.RAM容 壁

5T,39,12;単 位 表 示

KB

●C,V,25,12;入 力 形 式;数 値 入 力

帆6;格 納 サ イ ズ=6文 字

●G,1,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

上 記 の パ ソ コ ンが 婚 載 してい るRAMの 客 量 を入 力 して くだ さ い。

;<質 問6>

$【,IT凹価,且,14,縦 旧;質 悶6表 示

6.ハ ード テゆイスタ容 量

3T,37,M;車 位 表 示

MB

㏄,V,25,14;入 力 形 式;数 値 入 力

覗5;格 納 サ イ ズ=5文 字

OG,1,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

上 記 の パ ソ コ ンが 権 蔵 して い るハ ー ドデ ィ ス クの 容 量 を 入力 して く だ さ い。

;<質 問7>

紅,賀 齢●7,1,且6,葡7;質 問7表 示

7.フ ロ,ビーテ.イスタト.ライフ,

訂,33,16;項 目 要 素名 表 示

プロ,ピーサィズ ト書ライフ●数 紀憶 密 度

;項 目要 禦`1、1)

3T,25,且7;番 号 表 示

1)

$↑,40,17;蝋 位 表 示

インテ

㏄,{1,D,V,33,L7;入 力 形 式;数 値 入 力

創,{1,D,3;格 納 サ イ ズ:3文 字

囎ロ,{1.1),し24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

上 記 の パ ソ コ ン で使 用 して い る7町 ピ ーヂ ィスクドライプ の サ イ ズ を入 力 して く だ さい 。

?IF{(且,DFAI5の;こ の 項 目要 素 の 入 力 が な い 場 合 質 問8に 移 る

oI,ITE隅B

?E国D

;項 目 要素(1,2)

㏄,{し2),VL53,17;入 力 形 式=括 弧 付 き 数 値 入 力

餌,{1.2〕,2;格 納 サ イ ズ=2文 字

齢.{1.2),し24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

左 記 の 列 ズ のプロ7ピ幽デ 蘇 クドテイプ の数 を入 力 して くだ さ い。

;項 目 要素(1.3)

鰐,{1.:… し67,17;人 力 形 式 雪文 字 列 入 力

餌,【 臥3〕,3;格 納 サ イ ズ=3文 字

郡,{1.の,【.24=ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

左 記 の サイズ の)匹,7ピーデ 杁 ケドテイプ の 記憶 密 度 を 入 力 して くだ さ い。

調 在 票 入 力 プ ロ グラ ム 作成 支援 システ ム操 作マ ニ ュァ ル33



第2章 調 査 票 入 カ プ ロ グ ラ ム 作成 支 援 シ ステ ム の 操 作(MS-D(,S版)調 査 票 入 力 画 面 作成 の考 え 方

;項 目要 套`2.1)

訂,25,18;番 号 表示

2)

訂,40,181単 位 表示

インラ

罵,(2,1}.V,33.18二 入 力 形式 含数 値 入 力

0冨,(2,1},3;格 納 サイ ズ=3文 字

駅},(2,1},1・24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

上 記 のパ ソ コ ンで使 用 して い る7ロ7ゼ ーデ ィスクドライプ のサ イ ズを 入 力 して くだ さい 。

?IF((2.量)ドA憾 ε)二 こ の 項 μ要 素 の 入 力 が な い 場合 質 問8に 移 る

㊤1,【T[珊

?1朔o

;項 目要 素 〔2。2)

●C,(2,2〕,VL53,18;入 力 形式=括 弧 付 き数 値 入 力

嗣r,(2,21,2;栖 納 サ イ ズ=2文 字

蟹},(2,2,,置,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

左 記 の梶 ズ の フrフピーデ ィスクドヲィプ の 数 を入 力 して くだ さ い。

;項 目要 素{2,3)

㏄,(2,3).1,67,1ε;入 力 形式 自文 字 列 入 力

闘,(2,3),3;格 納 サイ ズ=3文 字

創},(2,3),1,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

左 記 のサイズ のプロ7ヒ㌦デ ィ紗 ド ライブ の 記 憶 密 度 を 入 力 して くだ さい 。

;項 目要 素(3.i)

雷篤25,重9;番 号 表示

3)

部,`0,L9;単 位 表示

インチ

㊤C,(3,且),V,33,19;入 力 形 式=薮 値 人 力

㎝.(3.1}、3;格 納 サイ ズ=3文 宇

㏄,(3,1),1・24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

ト記 の パ ソロ ン で使 用 して い る7ロガ ーデ ィλクドライプ の サ イ ズ を入 力 して く だ さい。

?lF〔(3,D剛 £E);こ の 項 目要 素 の 入 力 が な い 場 合 質 問8に 移 る

㊤1,II田8

?END

;項 目要 素(3.2)

㏄,(3,2},V[,53,19:入 力 形式;括 弧 付 き数値 入 力

㎝,(3,2〕,2;椿 納 サ イ ズ=2文 字

㊤G,(3,Z),1,Z4;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ・一ジ

左 記 の餌 ズ のフロ,ピ・デ{ス 外'ライブ の 数 を人 力 して く だ さ い。

;項 日要素(3.3)

9C,〔3,3),1,67,19;入 力 形式=文 宇 列 入 力

師.(3.:り.:監;格 納 サ イ ズ=3文 宇

OG.{3,3).1津4;ガ イ ダ ン ス メ ソセ ー ジ

左 記 のサイズ の加7ピ ・デ{ス 外'ライブ の 記憶 騰 度 を 人力 して くだ さい。
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第2章 調 査 票 入 力プ ロ グ ラム 作 成 支 援 シス テ ム の 操 作IMS-DOS版}調 査 票 入 力画 面作 成 の 考 え 方

;〈 質 問8>

釦,1㎜,1,21,椥8;質 問8表 示

8.オ へ.レーティンタじシステム名

㏄,1,25,21;入 力 形式=文 字列 人 力

即,L5;格 納 サイ ズ;15文 字

創},1,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセー ジ

パ ソ コン の オベ レー テ ィ ン グ シ ステ ム 名 を 入力 して くだ さい 。

3P,L,E;ペ ー ジス コ ・一プ1終 了

;…F払2

$P,2,S;ペ ー ジ ス コー プ2開 始

貿,1,1:調 査 票 名 表 示

パ ー ソナ ル コ ン ビュ い タ 設 貴 状 況 調 査F・2

3R.1,2;レ ロ リード名 表 示

3S,1,23,80,23;選 択 肢 表 示領 域 指 定

;<質 問9>

馴,[T㎜,1,4,絆09;質 問9表 示

9.プ リ ン タ

●C,S!プ リン タ.SEL,25.4;入 力 形式 乙単 一 選 択 入 力

",7;格 納 サ イ ズ;7文 マ:

飢;.1,24;ガ イ ダ ン スメ ッセ ー ジ

現 在 ご使 用 の プ リン タの 種 類 を選 択 して く だ さい 。

;<質 問10>

31,IT剛10,1.6.荊0;質 問10表 示

10.ホ 朴 コンピ ゴタ端 末

α〕,Sノ獄 卜端 末.S駐L、25,6;入 力 形 式=単 一 選 択 入 力

㎝,12;格 納 サ イ ズ:置2文 字

㏄,1,24;ガ イ ダ ンス メ ッセ ー ジ

ホ ス ト端 末 と して 使 用 してい るか ど うか を選 択 して くだ さい 。

;<質 問11>

31.lTE咀1,1,8,襯 亘;質 問11表 示

11.そ の 他 の 周 辺 機 器

3T,25,8;番 号 表;「≒

1)

㏄,{1),1,29,8;入 力 形 式=文 字 列 入力

馴,(1〕.20;格 納 サ イズ=20文 字

0(i.U),1,24;ガ イ ダ ン ス メ ツセ ー・ジ

そ の 他 の 周 辺機 器 が あ れ ば 人 力 して くだ さ い。

?11,((1}FAI51り;こ の 項 口要素 の 入 力が な い 場 合 質 問12に 移 る

◎1,IT団 【2

?1州 〕

調 査票 入 カ プ ロ グラ ム 作成 支援 システ ム傑 作 マ ニ ュ ア ル35



第2頓 調 査 票 入.カプ ロ グ ラ ム 作成 支 援 シ ステ ム の 操 作(翠S-D【,S版)調 査票 入 力 画 面 作 成 の 考 え 方

3冨,25,9;番 号表 示

2)

㏄,(2),r,29,9;入 力 形 式;文 字 列 入力

創r,(2),20;格 納 サ イ ズ=20文 字

●G,(2),1,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ・.一ジ

そ の 他 の 周 辺 機 器 が あれ ぱ入 力 して 〈 だ さい 。

?IF{`2)触 博E>;こ の 項 目要 素 の入 力 が な い 場 合質 澗12に 移 る

0Igl冨 捌12

?E閥D

5T,25,10.;番 号 表 示

3}

㏄.〔3),L29.10二 入 力形 式;文 字 列 入力

㎝,(3),20;格 納 サ イ ズ=20文 字

㏄,(3),i,24.;ガ イ ダン ス メ ッセ ー一ジ

そ の他 の 周 辺機 器 が あれ ば入 力 して くだ さい 。

?IF((3)m聡E);こ の 項 目要 素 の入 力が な い場 合 質 問12に 移 る

●1,lT[塑12

?団D

3T,25.11;番 号 表示

4)

OC,臼},【,29,11;入 力 形 式;文 字 列 入 力

㎝,(4),20;格 納 サ イ ズ:20又 字

㏄,(4>,し24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

そ の他 の 周 辺搬 器 が あ れ ば 入 力 して くだ さい.

?lr((4)FALSE〕;こ の 項 目要 素 の 入 力が な い場 合 質 聞12に 移 る

の1,π 國12

?巴閥D

$Tp25ρ12≡ 番 号 麦 示

5)

㏄,⑤,1,2g,12;入 力 形 式=文 宇 列 入 力

●覧(5》,20;格 納 サ イ ズ=20文 半

㏄,(5)、1.24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

そ の他 の周 辺機 器 が あれ ば 入 力 して くだ さ い。

?IF((5)ドA協E〕;こ の 項 目要 素 の 入 力が な い爆 合 質 問12に 移 る

㊤且,1↑1淵塵2

?uΦ

$了,25,13;番 号表 示

6)

蝋1,{6〕,1,29.13;入 力 形 式=文 字 列 入 力

酬,〔6},20;格 納 サ イ ズ=2〔 〕文字

鮒,㈹,1,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

そ の 他 の 鯛 辺機 器 が あれ ば 入 力 して くだ さ い。
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第2章 調 査 票 入 カ ブ 「・グラ ム 作成 支援 シ ス テ ム の操 作 〔MS...DOS版)調 査 票入 力画 面 作成 の 考 え 方

?IF((6)FA圏 巴);二 の 項 日 要素 の 入 力 が な い 場 合 質 問12に 移 る

Q1.且丁E踊12

?END

3τ,25,14;番 号表 示

7)

㏄,(7),1,29,14;人 力 形 式=文 字 列 入 力

0冒,(7),20;格 納 サ イ ズ=20文 字

OG,(7),し24;ガ イ ダン スメ ツセ ー ジ

そ の 他 の 周 辺 機 器 が あれ ば入 力 して く だ さい.

;〈 質 悶12>

31,五T鴎U,1,16.期2;質 問 且2表 示

12.適 用 業 務

㏄,⊂D,Sノ 適 用 業 務.SEL/且,2且,且6;入 力 形式=複 数 選択 人 力

0冒'(D'量3;絡 納 サ イ ズ 冨13文 字

鮒.(D,1,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセー ジ

適 用 業務 を 選 択 して くだ さいg

㏄,(2),S/適 用 業 務.SEL/2,5且,16;入 力 形 式=複 数 選 択 入 力

㎝,(2),13潴 納 サ イ ズ:13文 字

㏄,(2),1,24;ガ イ ダ ン ス メ ヅセ ー ジ

適 用 業誘 を 選択 して くだ さい。

OC,(3>,S/適 用 業務 、S皿ノ3,2且,1了;入 力 形 式:複 数 選 択 入 力

醐,(3},夏3:格 納 サ イ ズ;13文 字

粥,⑬}.1,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

適 用 業務 を 選択 して くだ さい。

㏄ べ4},S/適 用 業務.S凹 ノ4,5且,17;入 力 形 式:複 数 選 択 入 力

輔,〔4〕.13;格 納 サ イ ズ;13文 字

㏄,(4〕,し24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

適 用 業務 を選 択 して く だ さい 。

㏄,㈲.S〆 遡用 業務.S臼 ノ5,21,1B;入 力 形 式=複 数 選 択 入 力

碧冒,(5),131栖 納 サ イ ズ=13文 字

㏄,〔51,且,24;ガ イ ダン ス メ ッセ ー ジ

適 用 業務 を 選 択 して くだ さい 。

㏄,〔6),S〆 蛮 用 業務 、S欄ノ6,51.18;入 力 形 式=複 数 選 択 入 力

㎝,(5),13;格 納 サ イ ズ=13文 字

燭,〔5),[.z引;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

適 用 業 務 を 選 択 して く だ さい 。

㏄,{7),S/適 用 業 務.S肌/了,21,19=入 力 形 式=複 数 選 択 入 力

欄,{7),1:1;轄 納 サ イ ズ=13文 半

OG,{7},1,241ガ イ ダ ン スメ ッセ ・一ジ

適 用 業 務 を 選 択 して くだ さい.

調 査票 入 カ ブrrヴ ラ ム 作成 支援 シ ステ ム操 作マ ニ ュ アル37



第2章 調 査票 入カ プ ロ グ ラム 作 成 支 援 シス テ ム の 操 作 【MS-DOS版)調 査 票 入 力画 面作 成 の 考 え 方

●C,{8,1》,S/適 用 業務.SEI/8,51,19;人 力 形 式=複 数 選 択 入 力(そ の 他)

餌,{8.1),B;格 納 サ イ ズ=13文 字

●G,{8,D,1,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

適 用 業 務 を 選 択 して くだ さい。

?(且F(8,1}FA【 舗);こ の 項 日 要棄 の 入 力 が ない 場 合 終 了す る

●1,ITI淵E閥D

?E閥D

3T,25,20;番 号表 示

そ の 他1)

㏄,(8,2},且,37.20;人 力形 式:文 字 列 入 力 〔そ の他1)

鮒.(8.2L20;絡 納 サ イ ズ;13文 字

頓},(8,21,1,24;ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

そ の他 の適 用 業務 を入 力 して く だ さ い。

3r.25.2且;番 号 表 示

2}

㏄,(8,3),1,37,21;入 力 形 式=文 字:列入 力{そ の 他2)

鯛.(8.3〕.20;格 納 サ イ ズ:13文 字

GG,(8,3),1,24;ガ イ ダ ンス メ ッセ ー ジ

そ の他 の 適 用 業 務 を入 力 して くだ さい ④

$L且 丁國閣 巴閥o

㏄,閥;入 力 形 式:な し

3P,2,E;ベ ー ジ ス ニー プ2終 了

零Aβ,E:処 理 ス コ・一プ81パ ー ソナ ル コ ン ピ 昇一 タ設 置試 況 調 査)終 了

図2-22調 査 票 入 力 画 面 マ ス タ ー コ ン ト ロー ル フ ァ イ ル 例

(プ りン タ.SEL)(適 用 纂 寝.Sε し}

ドッ トプ リン タ 情 報 処 理 教 育(生 徒 実 習)

熱 転 写 プ リン タ 教 青 諸 調 査 デ ー タ処 理

レー ザ プ リン タ 学 校 へ のデ ー タ処 理 サ ・・ビス

そ の 他 事 務 処 理(人 事 ・会計}

教 青 情 綴 の 検 索 サ ー ビス

教 材 研 究(CAI/CMD

敦 職 員 研 修

(紙 卜端 末.SEL}そ の 他

端 末 と して 利 用

端 末 と して 利 用 して いな い

図2-23選 択 肢 フ ァ イ ル
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第2章 調査票入力プログラム作成支援システムの操作 【MSD〔 〕S版)調 査票入力画面作成の考え方

12)ヘ ル プ 画 面 の 作成

調査票入力プログラムに配布 した調査票画面に対応 したオンラインヘ ルプを表示す る

ことができます,、オンライ ンヘルプには調査票入力画面では表現できなかった調査の趣

旨や回答方法 の詳細 などを記述 してお くと便利です。 このオンラインヘルプの表示を可

能にするにはCEA.HLP(フ ァイル名固定)と い うヘル プファイル をテキス トエデ

ィタで作成 します、,作成場所は調査票入カプ ログラム作成 支援システム{NIERCE

R.EXE)が あるデ ィレク トリの下に作成 した〈KTCSYS>と い うデ ィレク トリ

の中に作成 します。(.噸 「2.1シ ステム構成」を参照 してください。)

ヘルプファイルの記述の仕 方は用語辞書ファイル と基本的 には同 じです。用語辞書ファ

イル と同 じよ うに管理ペー ジとセクションペー ジで構成 され てい ます.(謙iT用 語辞

書 フ ァ イ ル 」(p.26)を 参 照 して くだ さい 。)

ヘ ル ブ フ ァ イ ル は 調 査 票 入 カ プ ロ グ ラ ム 内 で シ ス テ ム と して 使 用 して い るセ ク シ ョン

名 が 予 約 され て い ま す 。 そ の た め管 理 ペ ー ジ に は 次 の イ ン デ ッ ク ス が 予 め 用 意 され て い

ます 。

(c臥.旺P)

¥¥S》¥HE八D厚¥㍉f写響

¥YN¥¥CE團¥¥P¥¥@@@@⑭ ⑭@@¥¥¥¥¥

¥¥N¥¥TOOLYVP¥¥@@@@@@@@¥¥YVY

¥¥N¥VCLC『¥¥P¥¥@@◎ ⑭@◎@@¥¥¥¥¥

¥¥N¥¥TEXT¥¥P¥¥@@②@⑩@@@¥¥¥¥¥

¥¥N¥¥ATINPTYVP¥¥@@@@@@@@YYYV¥

¥¥N¥¥INPTVYPV¥@@@@@@@@¥YVY¥

¥¥N響¥NUMY¥PYV@@@@@@@@¥v¥vヲ

VVN¥¥SEL¥¥PYY@@◎@@@@@¥¥YY¥

¥¥NYVTOLOPE¥¥P¥¥@@@@@@@@¥¥Ψ¥¥

Y¥N¥YETROPE¥¥P¥¥@@⑭@@@@@YY¥¥¥

YVE¥判 【EAD¥VYVV

図2-24ヘ ル ブファイル記述例
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第2章 調査票入力プログラム作成支援システムの操作(MS-DOS版)調 査票入力画面作成の考え方

く予約 セ クシ ョン名 の説 明>

CEM・ ・ ・… 調 査票入 力用 シ ステ ムメニ ュー で使 用

TOOL・ ・… 調 査票入 力補助 ツー ル で使用

CLCT・ ・… 調 査票入 カデー タ回収 ツール で使 用

TEXT・ ・… 調 査票入 カプ ログラ ム内の文 章入 力 で使 用

ATINP・ … 調 査票 入 カブ ログラ ム内のデ ー タ 入力用 キー操 作 で使 用

1NPT・ ・… 調 査票入 力プ ログラ ム内のデ ー タ入 力用 キー操 作 で使 用

NUM・ ・ ・… 調 査票.入力プ ログラ ム内のデ ー タ入 力用 キー操 作 で使用

SEL・ ・ ・… 調 査票入 カプ ログラ ム内のデ ー タ入 力用 キー操 作 で使 用

ETROPE… 調 査票 入 力 プ ログラ ム内のマ ル チ レコー ドタイプ の管理 画面 用 キー

操 作 で使 用

TOLOPE… 補 助 ツー ル用 キー操 作で使用

作成 した調 査 票入 力画 面 に対 応 した オ ンライ ンヘル ブ を作 成す るに は、マ ス タコ ン ト

ロール フ ァイル の処 理 ス コー プ内 で定 義 した タ グフ ァイル 名 の拡 張 子 と同 じセ クシ ョン

をCEA.HLPに 追加 します。

SAMPLE.MCLを 例 に とる と、処理 ス コー プ8で は"ABC.PCM"を タグ

フ ァイル と して定義 してい ます,,で す か らセ クシ ョン名 は"PCM齢 にな ります。 これ

を管 理ペ ー ジ とセ クシ ョンペ ー ジに追 加 します。"PCM"の セ ク シ ョンペ ー ジ には パ

ー ソナル コン ビュー タ設置 状 況調 査 につ いての説 明 を記述 します。

40調 査票入力プログラム作成支援システム操作マニュアル



第2毫 調査票入カプログラム作成.支援システムの操作{MS-DOS版)調 査票入力画面作成言語一.一覧

客;ll・ン呂∫.調査票込力画面作成言語■覧

軍.メ..灘、.ト:の紀 述

コマン ド名称 コマンド形式 意味 記述位置

コメン ト1文 字列く改行〉;く セミコロン)以 降は〈改行〉まで無視される 指定な し

ネ.謬鶏謬鯛御系鍵照譲鮮φ記述
コマ ン ド名 称 コマ ン ド形 式 意 味 記 述 位 置

仁ユースコ.一プ の$鯛,8.S〈 改 行 〉 メ ニ ュ ー ス コー プ πの 開 始 ※ ρll～99ト ップ レベ ル

開始

メニュースコープ の 猟 〃.E〈 改 行 〉 メ ニ ュー ス コー プ πの 終 了 ※ η:1～99ト ップ レベ ル

終 了

処理 スコープ の 鮎,〃.S〈 改 行 〉 処理 ス コー プ 凋の 開 始 ※ ρ1且～99ト ップ レベ ル

開 始

処 理 λコープ の3A,ρ,巴 〈 改 行 〉 処理 ス コー プaの 終r※ πほ ～99ト ップ レベ ル

終.ア

へ㌧ ジ スコ・・フoの3P ,砧S〈 改行 〉 ペ ー ジス コー プ ηの 開始 ※ 刀;1～99処 理 スコーフ'

開 始

へ'一シ'スユーブ の$P,尾E〈 改行 〉 ベ ー ジス コー プ ρの 終 了 豪 〃:1～99処 理 ス]一プ

終 丁

無.''"瀟 越:難 雛 縫 頃 霜魅

コマ ン ド名 称 コマ ン ド形 式 意 味 記 述位 置

文 字 列 表 示3篤 鎚,♪γ<改 行>8θ35a礎 を画 面 の{濯 π桁.yy行)の 位 置 に 表 示 メ勘 味 コープ'

虚げ肥 ㎎ σ〈改 行 〉 す る ※ 」■=1～80ペ ージ 和 一プ

〃:1～24

」「偲3㎎8=表 示 文 宇 列

ガ イダ ンス表 示$G,-」,」 膨 【.η]〈 改 行 〉 舵 側昭oを 画 面 の(π κ桁 、yy行1の 位 鯉 に 〃行 仁ゴ 和 一プ

自㎝ 盈8θ〈改 行 〉 で 表 示 す る .※ η=1～80パ ージ ス】一プ
の 〃=1～24

・ 倉囎5㎎2【 表 示 文字 列

9π を省 略 時:1行

レコード名 表 示 諏,罵"〈 改 行 〉 調査 票 が マ ル チ レロー ドタ イ プ の場 合 の レコー ド名 処 理 スコープ

を 画 面 の(x】 【桁 、yア 行)の 位 置 に表 示す る

※--【1～80

ノア=1～24

ヌ饗泌耀鷺難翻鷺覇撚鰻の紀述
コマ ン ド名 称 コマ ン ド形 式 意 味 記 述位 置

フ ァイ ル 定 義 騨,百 加1淵 【.勧 ρ 【 〔ρ)】,…j}〈 改行 〉 調 査 票 の 入 力 デ ー タ を 格 納 す 処理 スコープ

る タ グ フ ァイ ル 名 を 定 義 す る

※[、 勧 〃[ω 】,… 」は最 大2個 ※ 百 拒 τ」ナ顕 器zで 構 成 され る

」"㌔zzz;任 意

タ グ フ ァイ ル 名 は

Cπ疋川」り,㌦zz2と な る

川 〃:機 閲 番 号 〔自動 付 加)

※Mを 指 定 す る とマ ル チ レ コ
ー ドタイ プ に な り、 レ ロ・・

ド名 を 回 答 デー タ か ら 生 成

させ る た め に タ グ フ ァ イ ル

中 の タ グ 番 号 を 樽 η πで 指

定 で き る

#ηnの デ ー タを 表 示 す る

文字 数 の 指 定 をnで 指 定す

る(省 略 時 は 、 全 文 宇 数)

調 査 票 入 カ プ ロ ヴラ ム 作成 支揺 システ ム操 作 マ ニ`ア ル41



第2章 調 査票 入 カ プ ログ ラ ム 作成 支援 シ ステ ムの 操 作(MS..DOS版)調 査 票 入 力 画 面 作 成 言語 一 覧

コマ ン ド名 称 コマ ン ド形 式 意 味 記 述 位 置

項 員定 義 訂,訂f【.鵬 〃][,勧 π】〈改 行 〉 項 目識 別子 部rと して メニ ュー ス コー プnメ 車一スコープ

【 【島]朋 麗]〈 改 行 〉 あ る い は処 理 ス コー プnに 登 録 す る ページ 勲 『プ

※5餅 は 、8文 字 以 内 の任 意 の 文宇 列 で メ

ニ ュー ス コー プn内 あ るい は 処 理 ス コー

プn内 で 唯.一で な け れ ば な ら な い

※--,〃 は η凹 θ 〔項 目文 字 列)が あ る場 合

の み 有 効 で 、 π π桁 、yy行 に ρ凹 θを

表 示 す る

置」r:1～80

〃:1～24

※ 廟 〃は タ グ 番号 を意 味 す る

この 指 定 が あ る とタ グフ ァ イ ル へ のデ ー

タ入 力項 目 と判 断 し,入 力 ア ク シ 月ン ゴ

マ ン ドを 記 述 す る こ とが で き る

拗 〃は 必 ず 番 号の 小 さい順 で か つ 連続 に

記 述 しな け れ ば な らな い

η Ω`よ1～99

(ぺ ← ジ ス コー プ の み)

※ 項 目文字 列 の 血.メ ニ ュー一ス コー プ 内の

項 目時 に 、項 目選 択 で入 力可 能 な 文 宇 を

示 す 。 但 し、 』.は メニ ュー ス コー プ 内

で唯 一で な けれ ば な ら ない

{メ ニ3一 ス コー プ の み)

※ 次 の$制 御 文 字 が毘 れ る まで 項 目識 別 子

βぴ に 対 して ア クシ ョン コ マ ン ドあ る い

は 項 目条 件 コ マ ン ドを 記述 す る こ とが で

き る

〔項 目条 件 ロマ ン ド定 義 は ペ ー ジ ス コー

プ のみ)

※ 項 目数 は ス コ← プ 内 で 最 大99個

項 目識 別 子 醒'は 、遷 移 ア クシ ョン コマ

ン ドが 存 在 しな い限 り 上か ら順 に 実行 さ

れ る

…...i`…..=;…;i㌧」.「「←;「..;三…i;'"n褥...=τ``.『`繭.『.胃蟷 臨 巨';'一弓'.'忌「嘱 『'了..=`

..,;;..;..=;.......,亭.・….'....・ 欝=【...興..幽......;...・

コマ ン ド名 称 コマ ン ド形 式 意味 記述 位 置

選 択 肢 表 示 領 城3S,π τノ,」膨',-4ノ ァ2〈 改 行 〉 調 査 票 人 力 画 面 に お い て 、 選 択 入 力 用 の 選択 肢 へ㌔ ジ スコープ

定 義 を 表 示 す る た め の 表 示領 域 を 定 義 す る

(■ 払 」匠γη

(」 署2=ア72)

遷穣 窓亥;ジ…旨i:薯系療、蘇灘…震の鶴述
コマ ン ド名 称 ロマ ン ド形 式 意 味 記述 位 置

メ ニ 話 一.・遷 移 覗 〃〈改 行 〉 メニ ュー ス コ・一プnへ 遷 移 す る メニニL叫コ・・フ.

ぺ ・.・ジ 加 一ゾ

調 査 票 遷 移 轍,〃 〈改行 〉 処理 ス ご]・.一プnへ 遷 移 す る メニュ"スコ"ブ
へ'・・シ'λコープ

ペ ・一ジ 遷移OP ,〃〈改行 〉 ぺ・一ジ ス コ ー プ πへ遷 移す る へ ・・ン λコーノ

項 目遷 移 引,5郎 〈改 行 〉 項 目識 別 子5艀 へ 遵 移 す る メニ・一乃一プ
ヘ ーシ ね・'フ

調 査 票 入.力画 面 脅ド〈改 行 〉 調 査票 入 力 画 面 を 終 了 す る 仁 ユ・・λコ・.プ
.終 了 へ"シ ス]一ノ

項 目要 素 遷 移 肌(∬1,躍D〈 改 行 〉 項 目要 素 〃 溜 へ遷 移 す る へ'一ジ ス]一7.
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第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの操作 〔MS-DoS版)調 査票入力画面作成言語一覧

六:カウ≒i窮鍛 …響δ騨 慧鰍}ぎの祀述
コマン ド名称 コマン ド形式 記述位置

データ入力 罵L(育 〔,溜 】)〕.曜 〔,--,〃 〔,鰍 励Ij〈 改行〉 ページスコ・プ

意味

項 目5帥 の人力方法と入カデ」一タの表示位置および表示領城を指定する

X",〃;項 目要素でそれぞれ1～99(項 目要素は2次 元配列になっていて省略時は(1,1}を 現 す)

曜=項 目要素の入力方法

S/5鐸 沁5ffJo{選 択条件ファイル)の 選択肢から単.一選択入力をさせる

S/【刃朋 θ3〃 面{選 択粂件ファイル)の 選択肢から単一選択入力をさせる

選択 されたデータに 〔〕を付ける

S/5躍 σ加 ε∬距{選 択条件7ア イル〕の選択肢か ら複数選択入力をさせる

〃は複数選択入力のシーケンス番号(1～)

5/【5方」♂〃 訂7海{選 択条件ファイル)の 選択肢か ら複敦選択入力をさせる

ρは複数選択入力のシーケンス番号q～)

選択 されたデータに[〕 を付ける

1文 字列入力をさせる

1[文 字列入力をさせる

入力されたデータに[〕 を付ける

V数 値入力をさせる

V【 数値入力をさせる

入力されたデータに 〔〕を付ける

A/恕 ε'環 境ファイルから 廠寵r(環 境変数)に 対応する文字列を取り出して入カデータとする

入力は禁止される

A八 船'r環 境 ファイルから 船¢7(環 境変数)に 対応する文字列を取り出して入力データとする

入力は禁止される

環境ファイルから取り出したデータに 〔〕を付ける

Aノ無酬r環 境ファイルか ら船ぴ(環 境変数)に 対応†る文字列を取り出して八カデ・・タとし、

そのデータに対 して編集入力ができる

Aノ「船酬1環 境ファイルか ら船か1環 境変数)に 対応する文字列を取り出 して入力データとし、

そのデータに対 して編集入力ができる

入力されたデータに 〔〕を付ける

冨 文章として入力させる(複 数行の入力)

閥 入力させない

Hレ コー ドの現在のシーケンス番号をデータとして自動設定する

入力は禁止される

凪 〃=κ κ桁、γy行 に入力されたデータを表示する

π疋=L～79

7ン:1～2:聖

鵬 肋=文 章入力時に指定するパラメー タで、Wwは 表示幅 〔文字数}を 、乃ゐは表示高さ(行 数)を 指定する

省略時はデ・.一タ格納アクションコマン ドの 肌 晶 と同等の値になる

τπ寺rr*2〈80

/7+占 〃<24

データ櫓納:営.ケ蓉:野ンコ…煮譲〕騨 詑述
コマ ン ド.名称 コマ ン ド形 式 意 味 記 述 位 置

デ ・一タ格 納"[(fア 〔,〃])],開ll肋1〈 改行 〉 入 力 され たデ ー タを タ グフ ァイ ル に 書 へ'一ジ ス,一ゲ

き 込む.文字 数 を 指 定 す る

※ 履=格 納幅(文 字 数)

肋=格 納 高 さ(行 数)

(文 章 入 力 時 に 指 定 す る)

履 く4G

励)o(省 略時 は1〕

鉱 〃=入 カアク酒 ンの 項 口要 素 に対 応

す る

用語辞書参照 アクシ ョ.ンコマン ドの記述
コマ ン ド名 称 コマ ン ド形 式 意 味 記 述 位 置

用語 辞 薩 参照 ■1}i("ノ[,胡])1.ゴ'〃o〈 改 行 〉 デ ー タ 入 力蒔 に{だ ∬θ1用 謳辞 書 フ7・ イ ル)ペ ージ ス]一ブ

の 参煕 を 有 効 に す る

※f1,f2:入 ノ万 クシ」ンの 項R要 素 に 対 応 す る

調 査 票 入 ノ」プrrグ ラム 作 成 支 援 シ ステ ム 躁 作 マ ニ ・孟ア ル43



第2章 調 査 票 入 カ プ ログ ラム 作 成 支援 シ ス テ ムの 操 作 【MSl)1.〕s版)稠 査 票 人 力 画 面 作 成 言語 一覧

ガイダ譲爽…繋…燃譲諏蓼…掌マシドφ謎
コマ ン ド名 称 コマ ン ド形 式 .琶味 記 述位 置

ガ.イダ ン ス 船 〔 倒[.∫2】)」.κ 馬」rγL刀 〕〈改 行 〉 ㎞5㎎ θを 画 面 の(π π桁 、yア 行)ぺ ・・ジ スコ・ワ.

岬33解 く 改行 〉 の位 置 に η行 で表 示 す る

・ ※ 屠」r;1～80

'yy=[～24

・ ■卵5a礎=表 示 文字 列

〃.f2:入 力了妙 ヨンの項 目要 素 に

対 応 す る

〃を省 略 時=1行

項目条鶴#…マン}ドφ祀途
コ マ ン ド名 称 コマ ン ド形 式 意味 記 述位 置

項 目条 絆?IF(ρo〃 ♂)〈 改行 〉 人力 条件 に よ る 遷移 を行 う ペ ージ λコー1

[劉 皿 〔σ㎝ げ1く 改 行 〉}

[?A閥D{α 脚イ}〈 改 行>1※"?lF(ρ 伽 ♂)〈 改 行 〉"か ら 鱈?酬0〈 改 行 〉"の

間で 入力 項 目に よ る 条件 遷 移 を行 う

遷 移 アクンヨンコマノド の 記 述?IF{
㎝4)〈 改 行 〉

【?ELSE〈 改 行 〉 遷 移 ア ク シ ョン コマ ン ドの 記 述

遷 移 アク河 ンコマンド の記 述]

で σ㎜ ゴ の 内 容が 真 の 場 合の 遷 移 ア ク シ ョン コマ ン ド

?団D〈 改 行 〉 を実 行 す る

?E協E〈 改 行 〉

遷移 ア ク シ ョン ロマ ン ドの 記述

で σ㎝6の 内 容 が 偽 の 場 合 の 遷 移 ア ク シ ョ ン コマ ン ド

を実 行 す る

6?㎝(
6ω ㎡)<改 行>Pや 梶?A賄(GO帰41〈 改 行 〉"

を使 用 す る と 触IF(釦 π4》 く 改 行 〉.の 条 件 に加 え

て 複 数 の 項 目要 素 の入 力 デ … タの と条 件 を複 合 す る こ

とが で き る

※?0則 ㈲ ゴ)〈 改 行 〉=ま た は …

?AND(09ρ4)〈 改 行 〉:か つ …

※ σ伽 げの 形 式

(〃 【.〃1}mUE人 カデ ー タが あ る

("[,f2」)FALSE人 カデ ー タが ない

(ノ7【,〃1)ヂ 文 字 列'入 カ デ ー.一タ が 比 較 文

守=列`こ等 しい

(〃1.増1〕!="文 字 列"入 力 デ ー タ が 比 較 文

字 列 と等 し く ない

(〃[,〃 】)〈"文 半 列▽ 入 カ デ ー タ が 比 較 文

宇 列 よ り小 さ い

(∬[.塑1)〉"文 字 列"入 力 デ ー タ が 比 較 文

字 列 よ り 大 きい

(F'[,f21)〈 ゴ文 字 列"人 カ デ ー ク が 比 較 文

字:列.Lり 等 し い か 小

さい

(〃 【,f21)〉 ・"文字 列隠 人 力デ ー タが 比 較 文

穿:列1より等 しい カ・大

き い

※P文 字 列"=最 大311.文 字{全 角)

〃,∫2=入 カアクンヨンの項 日 要素 に 対応 す る
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第2章 調直票人カプログラム作成支援システムの操作IMSIM,S版)シ ステムの操作方法

2.4調 査票入カプログラみ作成支援シスデムの操作方法

ここでは、調査票入カブログラムを作成 し、さらに配布するためのフロッピーデ ィス

ク(FD)を 作成す るまでの操作方法にっいて説明 します.、

1)調 査 票 入力 プ ロ グ ラ ム作 成 支 援 シ ステ ムの 起 動

準備

テキス トエデ ィタを使用 し、調査票入カプ ログラム作成支援システム起動用バ ッ

チファイル 皿 ㎜ 忍BAT(π κκ胴 君 は任意 の名称 です、.)を作成 します.,

具体的には、調査票入カプ ログラム作成支援 システム起動用バ ッチフ ァイルの内

容は、調 査票入カプログラム作成支援 システム(NlERCER.EXE)が 存在

す る ドライブ とデ ィレク トリに変更 してから調査票 入力プログラム作成 支援システ

ムを実行 するよ うに作成 してください。

例)調 査票入カ ブログラム作成作成支援 システムの格納 されているカ レン トド

ライブがDド ライブでカレン トディ レク トリがKTCの 場合、

D=※ 一cを付けるとカラ_モ_ド で表示

CD¥KTC します

NIERCER【 一C1

図2-25調 査票入カプログラム作成支橿システム起動用バッチファイル

1.作 成 した調査票入力 プログラム作成支援 システム起動用バ ッチ ファイル を起動

します。

2.調 査票入カプログラム作成支援 システム初期画面が表示 され ます。

注)調 査票入力プログラム作成支援 システムでは幾つかのファイル(マ スタコン トロー

ル ファイル,機 関情報 ファイル,選 択条件 ファイル,用 語辞書 ファイル,ヘ ルブファイ

ル)を 予めテキス トエデ ィタで作成 してか ら実行 します,,フ ァイル管理 しやすい ように

それぞれのディ レク トリを設 けることをお勧 めします。

例)

C:¥

LKTc(実 行ファイル等σ)本システムを格納す るデ ィレク トリ)

L
MCL(マ スター コン トロール フ ァイ ル を格 納 す るデ ィ レク トリ)

lNF(機 関情報 フ ァイル を格納 す るデ ィ レク トリ)

SEL〈 選 択 条件 及び 用語辞 書 ファイル を格 納す るデ ィ レク トリ)

KTCSYS(⇒ 「2.1シ ステム構 成」 を参照 して くだ さい。)

※選 択 条件 フ ァイル と用語辞 書 ファイル は 同 じデ ィレク トリで 管理 して くだ さい 、

調査栗入カプロゲラム作成支援シス子ム操作マニュアル45



第2章 調査票人力プログラム作成支援システムの操作(MS-DOS版)シ ステムの操作方法

メニ ュー バ ー

教育融 ジ。ナ儲.・ 一・.........齢 麟 詳

メニ ュー 窓

処理メニユー

;三.「.…「…タ:グツ.ゴイルチェジ.ク

2.調 査票入カプログラムフロッピーディス 作成

タ グ ファイルチ ェ ック画 面へ

調査 票 入 力 プ ロ グ ラム 作 成

処理を選択してください。

ガイ ダ ンス メ ッセー ジ

図2-26国 査票入力プログラム作成支援システム初期画面

初期 画 面 には 、1.タ グフ ァイ ルチ ェ ック と2.調 査票 入力 プ ログ ラム ブ ロ ッ ピ

ーデ ィ ス ク作 成 が表 示 され ます。 カー ソル移 動 キー で選択 し、実 行 キー を押 す とそ

れぞれ の プ ロ グラム が実行 され ます 。

タグ フ ァイル チ ェ ックは 、調査 票 回 答デ ー タの 内容 に対 して 、 タ グフ ァイル形 式

に合 つ て い るか ど うか の 文法 チ ェ ックを行 う機 能 です.,(た だ し、今 回 の シ.ステ ム

では 目的 外です の で これ以 上の説 明は省 略 します..,)

次 に、 カー ソル移 動 キー で2.調 査 票 入力 プ ログ ラム フ ロ ッ ピーデ ィス ク作成 を

選 択 し、 実行 キー を押 す と調 査 票入 力 プ ロ グラム作成 画 面 が表示 され ます,=.

46調 在票入カプロゲラム作成支援システム横作マニ品アル



第2醸 調査票入カブμグラム作成支援システムの操作(MS・ 一DOS版}シ ステムの傑作方法

2)調 査票入力プログラム作成画面
メニ ューバー

調査票入カプログラムフロッピーディスク作成

.7スターコントロールファイ'レC:VKTCY』K〕L¥蘭STERI .鵬L

機関情報ファイルC:VKrC¥1国F¥M猷N1.州F

選択条件ファイル転送元C=粗TC器EW
実行用コントロールファイルに付加する文字KTC
フロッピーディスク作成先A=¥

調 査票 入 カ プ ロ グラム

図2-27調 査粟入力プログラム作成画面

3)調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 環 境 の 設 定

こ こで は 、調 査 票 入力 プ ロ グラム 作成 す るに あた り、必要 とされ る環 境{マ ス ター コ

ン トロール フ ァイル 、機 関情 報 フ ァイル 、選 択 条件 ファイル 転 送元 、 実行用 コン トロー

ル フ ァイ ル に付 加 す る文宇 、調査票 入 力 プ ログ ラム作成 先}の 設定 を行 い ます,

設 定 方 法

調 査票 入 力 プ ログ ラム作成 画 面 か らFlキ ー を押す と、調 査票 入力 プ ログラム 作

成環 境設 定モー ドに切 り替わ りま飢

カー ソル 移動 キー で設定す る項 目を選 択 して リター ンキー を押 す と選択 され た 項

目の変更 がで き ます

澗査票入カプログラム作成支援システム操作マ;ユ アル47



第2章 調 査 票 入 力プ ロ グ ラム 作 成 支 援 シ ステ ム の 燥{1≡(MS-D⊂ 夢S版)シ ス テ ム の 操 作 方 法

Fl設 定 、、 、、..............................…:..:.現 在 設 定 中 の 情 報

調 査票 入 力 プ ロ グ ラム フ ロ ッピー デ ィ ス ク 作成

甥;薫ゲ誹:ゴ シ ト.1コLル ブ デイ ル.….1…….:・..C=琴KT,..1.

槻 関情 報 フ アイ ル,,、VIN畔MK酬 し 胴F

選 択 条 件7ア イル 転 送 元C澤kT〔¥SEI.り

実 行用 コ ン トロー ル7ア イル に 付 加 す る文 字 町C

フ ロ ッ ピー デ ィス ク作 成 先Aぼ

変 更す る項 目を選 択 して く だ さ い,

図2-28胴 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 環 境 設 定

48澗 査 票 入 力 ヅ ロ ゲラム 作成 支援 シ ステ ム操 俸マ ニ ・ニア ル



第2章 調査票入カブL1グ ラム作成支援システムの操作 〔Ms-Dos版)シ ステムの榛作方法

マ ス タ ー コ ン トロー ル フ ァ イ ル の 設 定

調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 環 境 設 定 画 面 か らカ ー ソル 移 動 キ ー で マ ス タ ー コ ン ト

ロー ル フ ァイ ル の 項 目 を選 択 しま す 。 この 時 、選 択 さ れ て い る 項 目 は反 転 表 示 され

ます 。 リ タ ー ン キ ー を 押 す と 、 表 示 され て い るデ ィ レ ク ト リ内 に 存 在 す る対 象 フ ァ

イ ル(拡 張 子 がMCLの フ ァ イ ル)を 検 索 して 一 覧 表 示 しま す 。 一 覧 表 示 され た 内

容 か ら使 用 す る マ ス タ コ ン トロ ー ル フ ァ イ ル を 選 択 し リタ ー ン キ ー を押 す とパ ス 入

力 モ ー ドに 切 り替 わ りパ ス の 変 更 が 行 え ま す 。 内 容 に 問 題 が 無 い 場 合 、 リ タ ー ン キ

ー を 再 度 押 す と入 力 が 完 了 しま す
。

調査票入カプログラムフロッピー・ディスク作成

薄i事璽1農訂:ン:…卜胤撫〃コ.裟.賦減ili:1.ll…i.ll.....…1.…1;...慕;….C=¥鼠T(=ヤMCLギ勝TE艮L幡L

機関情報ファイルC=V町 α1阿F鴨1臥N1,INF

選択条件ファイル転送元C:¥KTCΨSEL¥

実行用コン トロールファイルに付加する文字KTC

フ ロッピ・.一ディスク作成先 歳》

噂喧1貿墨臥当¢し 闘srER2.ハK)L騒STE腋3.蘭CL昭S↑ER4.隅 じL酷STE隈5.㏄L

鵬 τ隙7,噂CLL臨 「正R8.削CL闘STEng.齢CL騒STER10.MCL

フ ア イ ル ー 覧

一7スタコン トロールファイルを指定し'ζください
。

図2-29マ ス タコン トロール ファイルの設定爾面

調亜票入力プロゲラム作成支援 ンλテム操作マニュアル49



第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの操作IMS-DOS版)シ ステムの操作方法

機 関情 報 フ ァイル の設定

調査 票入 力 プ ログ ラム作 成環 境設 定 画面 か らカー ソル 移 動 キー で機 関情 報 フ ァイ

ル の項 目を選択 します。 この時 、選 択 され てい る項 目は反 転 表示 され ます,、 リター

ンキー を押す と、 表示 され てい るデ ィ レク トリ内に存 在す る対象 ファ イル(拡 張子

が[NFの ファ イル)を 検 索 して 一覧表 示 します。 一覧表 示 され た 内容 か ら使 用 す

る機 関上情 報 フ ァイル を選 択 しリター ンキー を押す とパ ス入 カモ ー ドに切 り替 わ り

バ スの変 更 が行 えます 。 内容 に 問題 が無い場 合、 リター ンキー を再 度押 す と入 力が

完 了 します 。

調査票入カプログラムフロッピーディスク作成

マスターコントロールファイルC=¥灯C¥陳)L¥鴫TER1淵Cし

選択条件ファイル転送元C;猟TC¥5εL¥
実行用コントロールファイルに付加する文字KTC
フロツビーデイスク作成先Alサ

轍 蔭讃KIK俺N2.INFKI甑N3・INFKrKA区4」NFKI阻N5・INF
K【K飛N7.INF匡IK、N8.1闇FKIKハN9.【NFKIK八 凹且O.INF

フ ア イ ル ー 覧

機関情報ファイルを指定してください。

図2-30機 関 情報フ7イ ルの殼定画面

50調 査票入カプログラム作成支援システム擬作マニ・よアル



第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの躁作 〔MS-DOS版)シ ステムの操作方法

選 択 条 件 フ ァイ ル 転 送 元 の 殻 定

調 査 票 入 カ プ ロ グ ラ ム 作 成 環 境 設 定 画 面 か らカ ー ソル 移 動 キー で選 択 条 件 フ ァ イ

ル 転 送 元 の 項 目 を選 択 しま す 。 こ の 時 、 選 択 され て い る 項 目 は反 転 表 示 され ます 。

リタ ー ン キー を押 す と 、表 示 され て い るデ ィ レ ク ト リ内 に 存 在 す る対 象 フ ァ イ ル(拡

張 子 がSELの フ ァイ ル)を 検 索 して 一 覧 表 示 しま す 。 一 覧 表 示 され た 内 容 の 選 択

条 件 フ ァ イ ル を どれ で も よい の で選 択 し リター ン キ ー を 押 す とパ ス 入 力 モ ー ドに 切

り替 わ りバ ス の 変 更 が 行 え ま す 。 内 容:に 問題 が 無 い 場 合 、 リタ ー ン キ ー を 再 度 押 す

と入 力 が 完 了 し ます 。 こ こで は 選 択 条 件 フ ァ イ ル そ の もの を 設 定 す る の で は な く 、

選 択 条 件 フ ァ イ ル と 用 語 辞 書 の 格 納 され て い る デ ィ レ ク ト リを設 定 し ます 。

調査栗人カプログラムフロッピー一ディスク作成

マスターコン トロールファイルC=UKTα 罵=澤酬STER1.罵L

機関情稲ファイ'レC潔KTCΨINFVKIKAM.INF

選懸 蕪譲蒙毒磯 籏===========・=========…=・=====・・===…========・・Cl》KTC¥sεし¥

実行用コントロールファイルに付加する文字K麗

フロッピ・一デ.イスク作成先A浬

戴 霧轍;SEL2,SELSEL3.SELSEL4.SELSEL5.SEL

SEし7.SEしSEI,8`SEしSEし9.SE【.SELIO.SE【.

フ ァ イ ル ー 覧

…選択条件フ
ァイル転送元を指定してください,i

{

1

ヨ

図2-31調 査 票入力プ ログラム作成環境設定一覧選択画面
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第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの操作(MS.一DりS版)シ ステムの操作方法

実行 用 コン トロール フ ァイル に付 加 す る文宇 の設 定

調 査 票入 カ プ ログ ラム作 成環 境設 定 画 面か らカー ソル 移 動 キー で実行 用 コ ン トロ

ール フ ァイル に付 加 す る 文字 の項 目を選 択 します
。 リター ンキー を押す と入力 モー

ドに切 り替 わ り実行 用 コン トロール ファイル に付加 す る文字 の設 定 が で きます。 こ

の時 の入 力 可能 文字 数 は3文 字 です 。 内容 に 問題 が 無い 場合 、 リター ンキー を再度

押す と入力 が完 了 します。

実行 用 コン トロー ル フ ァイ ル とは 、マ ス タコン トロー ル ファイ ル を解 析 した 結果 、

作成 され るフ ァイル です。

例}

画 面 で設 定 した 内 容=ABC

実行 用 この トロー ル フ ァイル名=CxxxxABC.CTL

一 は機・番一 一[

ここ_、 れ。劣

調 査票 入 力 プ ロ グラ ム フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク 作成 上 書

マ ス ダ》一コ ン トロー一ル フ ァイ ルC窪Kr(罪'脱L欄srERL罵L

機 関情 報 フ ァ イ ルC蝋TC判N門KIMNL量Nr

選 択条 件 フ ァイ ル 転 送 元C:VKτCサSEW

フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク作 成 先1写

カ ー ソ ル 位 置

設 定 を確 定 す る 場 合、 再 度 実 行 キ ・・を押 して くだ さ い..

図2-32実 行 用 コ ン ト ロ ー ル フ ァ イ ル に 付 加 す る 文 字 の 設 定 画 面
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第2章 調査票人力プログラム作成支援システムの操作(MS-1)OS版)シ ステムの襟作方法

調査 票入 力 プ ロ グラム作 成先 の設 定

調 査 票入力 プ ロ グラム作 成環 境設 定画 面か らカー ソル 移動 キー でフ ロッ ピー デ ィ

スク作成 先 の項 目を選 択 します 、 リター ンキー を押 す と入 力 モー ドに切 り替わ りフ

ロ ッ ビィデ ィ ス ク ドラィ ブの設 定 を行 うこ とが で き ます.内 容 に問題 が 無い 場 合、

リター ンキー を再度 押す と入 力が 完 了 します、,

注)調 査 票 入 力プ ログラ ム作 成先 を設定 す る場 合、必 ず フ ロ ッ ピィデ ィス ク ドライ

ブ(3.5イ ンチま た は5イ ンチ のデ ィス ク ドライ プ)を 設定 して くだ さい。 他 の

デ ィス ク ドライ ブを 入力 します とエ ラー メ ッセー ジが表示 され ます。

調査票入カブログラムフロッピーディスク作成 ヒ書

マスターコントロール7ア イルCIVKrCU麗Lサ6TER1 .闘CL
機関情鞭ファイルC潔K↑C紅Nド¥KIK酬LINF

選択条件ファイル転送元`=YK↑(冴SE1澤
実行用コントロールファイルに付加する文宇 灯C
ラ白.ジ.奪÷努ぞ…塔;タ…鷹購:…....…......;...;;….:;…::;41¥

カ ー ソル位 置

設定を確定する場合、再度実行キーを押してください。

図2-33調 査票入力プログラム作成先の設定画面

調 査票入 力 プ ログラ ム作成環 境設 定の終 了

ESCキ ー を押 す とに よ って調査 票 入カブ.ログ ラム 作成環 境 の設 定 モー ドを終 了

します..
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第2章 調査票人カプログラム作成支援システムの操作(MS..Dr}S版)シ ステムの操作方法

4)マ ス タ コ ン トロー ル フ ァ イ ル の 解 析

マ ス タコ ン トロール フ ァイル は調 査票 入力 プ ログラム作成 画面 でF5キ ー を押す こ と

に よって先 ず マ スタ コ ン トロー ル フ ァイ ルの 解析 が行 われ ます。 解 析終 了 後 、調 査 票 入

カプ ロ グラム に実行 用 コン トロー ル フ ァイル と して格 納 され ます。

.F5実行.;.......
調査票入力プログラム7ロ ッピーデ ノ

全指宕
マスターコントロールファイル 部分指定 麗i・V弼TERL闇CI.

機関情銀ファイル 指定機閨以降1NrYKIMN.INr

選択条件7ア.イノレ転送元...S巴Lヤ
実行用コントロールファイルに付加する文字
7ロ ツピーディスク作成先

実行 種類 選択 プル ダ ウンメニ ュー
OlO1北 海道立教育研究所
Ojo2札 幌市教育研究所
0103札 幌市教育研究協議会

0104石 狩教青研修センタ・一

'機 関情報
フ ァイ ルに登 録 され てい る機 関の一 覧

ガイ ダン ス メ ッセ ー ジ

実行の種類を選択してください。

図2-34調 査票入カブログラム作成実行画面

(1}全 指定 で調 査 票入力 プ ログ ラム作成 を実行

調 査票 入力 プ ログ ラム作成 実行 画 面か らF5実 行 を選 択 します.,(こ の場 合 、F5

キー を押 します。)実 行 種 類 選択 プル ダ ウン メニ ュー が表 示 され 、カ ー ソル 移 動 キ

ー で 全指 定 を選 択 します ,リ ター ンキー を押す と、機 関情 報 フ ァイル に登 録 され て

い る機 関 の一 覧の 全機 関 にア ス タ リスク(*〉 が表 示 され 、マ スタ コン トロー ル フ

ァイ ルの 解析 が 行 われ ます..解 析が 完 了す ると調査 票入 力プ.ログラムの 作 成 を行 い

ます 、,(⇒ 調 査 票 入 力 プ ロ グラ ム作成 につ い ては 、 次の 項 目 「5)調 査 票 入 カ ブ

ログ ラム の 作成手 順」 をお読 み くだ さい、,)
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第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの操作 〔MSP(,S版)シ ステムの操作方法

(2)部 分指定で調査票入カプログラム作成 を実行

調査票入力プ ログラム作成実行画面か らF5実 行を選択 します.に の場合、F5

キー を押 します。)実 行種類選択 プル ダ ウンメニュー が表示 され、カー ソル移動 キ

ーで部分指定 を選択 します,,リ ター ンキーを押す と、機関情縁ファイルに登録 され

てい る機関の一覧 の選択を行いますの でカー ソル移動キーで対象 とな る機関を選択

し、 リターンキー を押 して ください。選択 された機 関にアスタ リス ク(*)が 表示

さます,,選 択が完 了した ら再度F5キ ーを押下 します とマスタコン トロール ファイ

ルの解析が行われ ます。解析が完了す ると調査票入力プログラムの作成を行います。

(⇒ 調査票入力プログラム作成については、次 の項 自 「5)調 査票入カブ ログラ

ムの作成手順」をお読み ください,,)

(3)指 定機 関以降で調査票入力プ ログラム作成 を実行する。

調査票入力プログラム作成実行画面からF5実 行を選択 します、(こ の場合、F5

キー を押 します。)実 行種類選択プル ダ ウンメニューが表示 され、カー ソル移動 キ

ーで搭定機関以降 を選択 します。 リター ンキーを押す と、機関情報 ファイルに登録

され ている機 関の一覧の選択を行い ますのでカー ソル移動キーで対象 となる機関 を

選択 し、 リター ンキーを押 して くだ さい。選択 された機 関の以降にア スタ リスク

(*)が 表示 され、マスタコン トロールファイルの解析が行われます。解析が完了

する と調査票入 力プロ グラムの作成 を行 います。(謙 調査票入 カプログラム作成

については、次の項 目 「5)調 査票入力プログラムの作成手順 」をお読み くだ さい。)

(4)調 査 票入力プ ログラム作成の中断

調査票入カプログラム作成実行中にESCキ ー を押す と調査票入 力プログラム作

成処理 を中止 します、,この時、中止の有無を聞いてきますので中止す る場合はYキ

ーを
、中止 しない場合はNキ ーを押 してください。
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第2章 調査票人カプログラム作成支援シ.ステムの操作(MS-Dos版)シ ステムの躁作方法

マ スタ コ ン トロー ル フ ァイ ル解 析 エ ラー

マ スタ コ ン トロー ル フ ァイル の 解析 中の エ ラー が発生 した場合 、 ガ イ ダ ンス メ ッ

セー ジに エ ラー情 報 が 表示 され ます 、 エ ラー 内容 を確 認 し、マ ス タ コン トロー ル フ

ァイ ルを修 正 して くだ さい。{→.マ ス タコ ン トロー ル フ ァイル の修正 にっ い ては、

「2.2調 査 票 入 力画 面 作成 の 考 え方 」 をお 読み くだ さい。)ま た 、マ ス タコ ン

トロール フ ァイル 解析 エ ラー につ い ては以 下 の一覧 に記載 します,

文法 エ ラー!xκxxx

選択 条件 ファイ ルが あ りませ ん!xκxxx

用語 ブァイル が あ りませ ん!xxxκx

ス コー プの指 定 に異 常が あ ります!xxxxx

条件 の指 定 に異 常が あ ります!xxxxx

メニ ュー スコー プが1つ もあ りませ ん!xxxxx

メニュースコープ に指定 され て い ない処理 ス コー プ が存在 します!κXXxκ

処理 スコー プが1つ もあ りませ ん!xxxxx

タ グファイル の 指定 が あ りませ ん!xxxxx

項 目の指 定 があ りませ ん!xxxxx

入 カ クラ スの指 定 があ りませ ん!xxxxx

格納 長 の指 定が あ りませ ん!潔xxxx

遷移 先 の メニ ュー スコー プ が あ りま せ ん!xxxxx

遷移 先 の処理 ス コー プ が あ りません!xxxxx

遷移 先 のペー ジ スコー プが あ りませ んlxxxxx

遷移 先 の項 目が あ りませ ん!xxxxx

ス コー プ が重複 してい ます!xxκxx

項 目が重複 して い ます!κxxxx

タグフ ァイルの 指 定が 重複 してい ます!xxxxx

入 力 クラ スの指 定 が重複 して い ます1xxxxx

格 納長 の指 定が 重 複 してい ます!xxxxx

タグフ ァイル が シン グル レコー ドです!xxxxx

タグ番 号重 複 してい ます!xxxxx

タグ番 号 が連続 してい ませ ん1κ κxxx

記 述 で きない スコー プです1xκxxx

レコー ドタイ トルの指 定 が重 複 して い ますlxxxxx

選 択肢 表 示領域 の指定 が重 複 して い ます!κxxxx

.スコー プ 内の項 目が多 過 ぎます!xκxxx

用 語 フ ァイル の指 定が 重複 してい ます!xxxxx

遷 移先 の 要素 が あ りませ ん!xxκxx

注}xxxxxの 箇所 には エ ラー 情 報(ス コー プ情 報 、項 目識別 子 、行 番号)が 表示 さ

れ ます,,
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第2章 調査票入カプログラム作成支援システムの撮作 〔MS.一.1.}oS版)シ ステムの撫作方法

5)調 査票入力プログラムの作成手順

調 査票 入カ プ ロ グラム フ ロ ッ ピー デ.イス ク作成

マ ス ター コ ン トロー一ル フ ァイ ルC;¥KTC¥鷹L¥MSτ[R1 .MCI.

機 関情 報7ア イ ルC=写KτC∀IN稗KIK舗.1NF

選 択 条 件7ア イ ル 転 送 元(:=顕TcVSEし ∀

実 行用 コン トロー一ル フ ァイ ル に 付 加 す る文 字KTC

フ ロ ツ ピー デ イス ク作成 先A:V

.oIo1.::北 海 道 立敏 育研 究 所

剛02札 幌 市教 育研 究 所

澱 講 警羅響撃 現在詐 成中・・輔 欄

:

:

'ガ イ ダンス メ
ッセ ー ジ

フロッピィディスクをAド ライブにセットして阿かキーを押してください。

図2-35謂 査票入力プログラム作成実行画面

作 成 用 の フロ ッピィデ ィス クをデ ィス ク ドライ ブ に挿 入 す る

調査 票入 力 プ ログラ ム作成 先 に表 示 され てい るデ ィスク ドライブ に空 の フ ロ ッ ピ

ィデ ィス クを挿 入 して くだ さい。 挿入 後 、何 かキ ー を押 します とフ ロ ッビ ィデ ィス

クに必 要 な情報 を設 定 してい き ます。 この時 、作成 対 象 の機関 情 報 は反 転 表示 され

ます.設 定 完 了後 、次 に設 定す る機 関情報 が 存在す る場 合 、次 の フ ロ ッ ビィデ ィス

クを要求 す る メ ッセ ー ジが表示 され ます。 次 に調査 票入 カ ブ ログラム を作成 す る機

関が存在 しない場 合 、調 査票 入 力プ ログラム の作成 の実行 を終 了 します、

既 に作成 済の 調査 票入 カ プ ログラム を挿入 した場 合

既 に作 成 済の調 査票 入 カブ ログラム を挿 入 した場合 、作 成 済の メ ッセー ジが ガイ

ダン スメ ッセ ー ジに表 示 され ますの で 、別の フロ ッ ビィデ ィ スク と交換 して くだ さ

い)

フ ォー マ ッ ト形 式 の異 な るフ ロッピ ィデ ィス クを挿 入 した掲合

フォーマ ッ ト形 式 の異 な るフ ロッ ピィデ ィス クを挿入 した場合 、 フォーマ ッ トを

行 うか 聞い て きます の で フ ォー一 マ ッ トす る場 合はYキ ー 、 フォーマ ッ トしない で別

の フ ロッ ヒィを挿 入す る場 合 はNキ ー を押 して くだ さい、,フ ォーマ ッ ト完 了後 、調
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第2章 調査票人力プログラム作成支援システムの繰作(MS-DOS版)シ ステムの操作方法

査 票入 力プ ログ ラムの作 成 を行 います,

作成 後 の注意

調 査票 入力 プ ログ ラムが 作成 で きた ら必 ず ラベル を貼 り、調 査 内容、 配布先 、作

成 日等 を記入 して くだ さい,

6)終 了 方 法

F10終 了 を選 択 します.(こ の場 合 、F10キ ー を押 します.)調 査 票入 力 プ ロ グラ ム

作成支 援 シ ステム初 期 画面 が終 了 し、MS-DOSコ マ ン ドの画 面 に戻 ります,
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第3章 調 査票入力 プ ログラム作成 支援 システ ムの操 作

(Windows版)

β次

3.1シ ステム構 成6(】

3.2起 動 方法 と終 了方法65

3.3プ ロジェ ク ト管 理67

3、4機 関情報設 定68

3.5調 査 票 入 力画 面の 作成72

3.6配 付 プ ログラム フ ロ ッ ピー 作成73
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第3章 調 査 票 入 力 プ ロ グラ ム 作 成 支援 シ ス テ ム の 操 作 〔Wjnll亀 ⊃ws版}シ.ス テ ム構 成

3..㌧i.1シネ:デ婦 成

調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム(Wind`・ws版=以 下調 査 票 入 力:プ ロ グ

ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム と呼 ぶ)は 、Microsofし 社 のOS、Windows95上 で 動 作 し ます 。

1)起 動 前 の 準 備

(1}調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム の 実 行 環 境 の 設 定

調 査 票 入.カ プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム を 実 行 す る た め に 、 以 下 の 環 境 を 設 定 し

ます.,

以 下 の プ ロ グ ラ ム を任 意 の 位 置(デ ィ レク ト リ)に 配 置 し ま す 。(但 し 、 同 一 の

フ オ ル ダ)

1)Te5Ef.e瓦o調 査票入力プログラム作成支援システム

2)TεsGe.eKe調 査票入力画面エディタ

3)TosWdMg【.exe・ … リソースコン トロー・ラ

4)TesCo皿dll・ ・… 調査票入カブログラム作成支援システム用共通DLL

5)↑esE翼Mk【.dn・ 一 ・実行用コン トロール7ア イル作成DLL

6)To5s¢tMkr.dU… リソース作成DLL

7)TosPpMgr.dU・ … リソースプロパテイ管理DLL

8)TesR㏄32EXE・ … ワソースコン トロールDI、 【一

9)'resFLC32.dU・ ・一 ファイ'レ制御Dし し

10}Entry百d.Mp・ ・… 調査票入力プログラム作成支援 システム用ヘルプファイル

11)T蝿Ge,h量p調 査票入力画面エデ ィタ用ヘルプ7ア イル

12)Org巳lolp、ini・ 一 ・・MS-DOS版 基本ヘルプ用初期化ファイル

13)TesEf.ini調 査票入力プログラム作成支援 システム塩初期化ファイル

14)Te$Go,ini調 査票入力画面:Lデ.fタ 用初瑚化ファイル

15)Lha."昆e圧 縮ツー・ル(ブリ・・ソフト〕

※ 圧 縮 ツ ー ル は 吉 崎 栄泰 氏 作 のLHAVer2.13を 使 用 して い ま す 、.

上 記 の プ ロ グ ラ ム の あ る フ ォ ル ダ の 下 に次 の フ オ ル ダ を 作 成 し、 必 要 な プ ロ グ ラ

ム を格 納 しま す 。

1.〈InfData>

1)川 湖 朋 胤in`… 機間情齪フワィル

※κκxκκκx爵.=任意の.名前

2.<WinAp>

1)Setup.じxeWiIId吐,w腎 版 調査票入カブi.rグラムのインxト ・一ルll]

プ ログラム

2)Sct叩MpWil・d・ ・門 版調査票入力.加 グラムのインxト … 研 】

:プログラヱ、1'ン、'レニノ.7ヲマイノレ

6① 調査票入力プログラム作成支援システム操作マニ呂アル



第3章 調 査票 入 力プ ログ ラ ム作 成 支 援 シス テ ム の 襟 作(Window3版)シ ステ ム 構 成

3}Nier.exe・ ・・・…Windows版 調 査 票入 カ プ ロ グ ラ ム

4)Te竃Sub.o瓦oWindows版 調 査 票 人 力 補助 ツー一ル

5}TosSub.hlpWind【,w5版 調 査 票入 力補 助 ツー ル の ヘ ル プ フ ァイ ル

6}Nierbaok.ex・ …Windows版 調 査 票 入 力デ ー タ 回収 ツ ー一ル

7}TesRcc16.dl1・ ・。リ ソー ス コ ン トロー ル 【〕=、1.

8)TesFLC16.dl1一 ・フ ァ イ ル制 御Dl.L

3.<DosAp>

直)【03tal1.e罵e・ …MS-DOS版 調 査票 入 力 プ ロ グ ラ ムの イ ン ス トー'レ用

プ ロ グ ラム

2)RMdist.doc・ …MS-Dos版 調 査票入力プログラムのインス トール用

プログラムのヘルブファイル

3)Ce皿c㍑ ・… 。…MS-Dos版 調査票入力用システムメニュー

4)Cea.exe・ 一 ・一 ・・MS-DOS版 調査票入力プログラム

5)Coa.hlp… 。・…MS-DOS版 調査票入カプログラムのヘルプファイル

6)Ceckt.e覧o・ … 。MS-DOS版 調査票入カデータ回収ツール

7)CNVT.exeMS-DOS版 調査票入カデータのCSVフ ァイルコンバータ

8)Lha.e麗e圧 縮ツール{フ リーソフ ト)

9)L卜a.doc圧 縮 ツールのヘルプファイル(7リ ー ソフ ト)

※ 圧 縮 ツ ー ル は 吉 崎 栄 泰 氏 作 のLHAVer2.13を 使 用 して い ま す 。

4.<T巳gData>

こ こ に 以 前 の 調 査 票 デ ー タ を 格 納 し て お く と 、 調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム フ

ロ ッ ビー 作 成 時 に 以 前 の 調 査 票 デ ー タ を 配 付 プ ロ グ ラ ム フ ロ ッ ピー 内 に 格

納 し ます 。

5.<Te血P>

配 付 プ ロ グ ラ ム フ ロ ッ ビー を 作 成 す る 時 に 使 用 す る ワー ク 領 域 で す 。

(2)調 査 票 入 力 プ ロ グ ラム 作 成 支 援 シ ステ ム 用 初 期 化 フ ァイ ル の 内 容 変 更

次 に 、調 査 票 入 力 プ ロ グ ラム 作 成 支 援 シ ス テ ム を 実 行 させ る た め に 作 成 した 環 境

に合 わ せ て 、 調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ステ ム 用 初 期 化 フ ァ イ ル(TesE

f.iIli)の 内 容 を 変 更 しま す.、.

機 関情報7ア イル等のテキス ト形式のファ
{Tesεf.ini)

1図αr巴1イ ルを編集する際に起動するテキス トエデ

四〇丁眩1乳1}=叱::、貨獅40騨s▼nOh'Pfld・c嵐幽 イタをr指定 します ;.

図3-1シ ス テムの 切期化 ファイル(つ づ く)

調査票人カプログラム作成支橿 システム操作一7ニュアル61



第3章 調 査 票 入 力 プ ロ グ ラム 作成 支 援 シス テ ム の 躁 作(Windows版)シ ステ ム 構 成

「瓢 醐

;一一一一1日タ グフ ァイ ル格 納 パ ス

TAOPA冊1=■:¥器 川 赫 川T㎎0眈a響

;一一一一調 査 稟入 力 プ ログ ラム

E閥㎜=■:¥器 ■川 π窟 聡 匹直P解閥ier.eエe

;一一一一イ ンス トール 用 プ ログ ラム

SEU1∫F=」r¥竃 ■z∬π■■JV胃i晶ハPヤset網P.ε置e

;… 一イ ン ス トール 用 プ ログ ラム の ヘル プ フ ァ イル

SεTUPHεLP二 π:¥滞ππ」竃π∬τり騨i田Ap¥set腿,.hコp

;一一一一調 査 票入 力デ ー タ 回 収 ツー ル

RE℃DV巨階=∬=廿㍑z淵 π πΨ恥oAPり 関ierl㎞k.e罵e

;一一一一調 査票 入 力補 助 ツー ル

AS51ST佃CE=」=¥薪 」湖■」π¥南nA醒Te3Sub.e胃eWindow5版 調 査 菓 入 力 プ ロ

グラ ム フ ロ ッ ピー を 作 成 す る 際 に
;一… 調 査票 入 力補 助 ツー ル のヘ ル プ フ ァイル

ASSHELP.■=¥」 ■朋 ■■z疋署冨i帆p¥TesS閣b』1ρ 使 用 す る プ ロ グ ラ ム や ドキ 話 メ ン

トを指 定 しま'ケ。
1一一一一リ ソー ス ロ ン トロ ・一ルDLL

R㏄=∬=▼ 朋 器κ嬬 π 槻inAp響TesR㏄ 量6.D11※ 溜澤 朋 瀦■オ淵 は 、 ドライ ブ と フ

;一一一一フ ァイ ル 制御DLLオ ル ダ で す 。

Fしじ=ざ:サ川 」π刀」r」π¥暫i隔良p響Te3F【」〔翔6.DE1

IDos1

;・一一1日タ グ フ ァイ ル 絡 納 パ ス

丁船PA"1=蛋=琴 桝 新 ㎝ ■ 粁a幽 電a響

;一一一一調 査票 人 力用 シ ステ ム メ ニ ュ ・▼

SYSTU炉 π=¥」朋 贋π κ 望lhsAP¥C団.E瓦E

;一一 一調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム

ε柵 飛Y=■=写π 剃 π 川r翌lb8ApサCE丸.E盟 巴

;..イ ン ス トー ル 用 プ ロ グ ラ ム

SETUP=」:Vπ 濯躍∬■■ππ ヤDosAPΨin5t己ll_exe

、_イ ン跡_岬 プ 。 グ 弘 のヘ ル カ 。 イルMS-DOS棚 査 瓢 カ プ ロ グ

SErO「旧日LIヒ πゴ訂 π湖 瀦 ル ▼恥sAp¥7聞disしdocラ ム フ ロ ッ ビー を 作 成 す る 瞭 に 使

;一 調 査 票 入 力 デ ー タCSVフ ァ イル コン バ ー.・タ 用 す る プ ロ グ ラ ム や ドキ 』 メ ン ト

脚HiNE=瀞 灘 ■川 ■鯉Mpuc帆 齪 を齪 します
.

;一 調 査 票 入 力 デ ー タ回 収 ツー ル ※ ∬窪 κ川 凝 川 κ は 、 ドライ ブ と7

陵㏄OV田Y=」=V竃 淵 ■τ∬π■ 冨lb朗 匪Coc置cL.■ 聡

才ノレダで 一童一巧

;一一一一調 査 票 入 力 補 助 ツー ル

AssiSTA閥CE・=π=¥κ π 朋 」朋 サ『㎞iApヤ〔:et㎝1.exe

I一一一一圧縮 ツー ル

U舐=∬=¥xπ 川 ㍑ πヤ【b昌A】∫サlha.8xo

U晒 ロ㏄=船¥朋 席 ■π鮒 顕㎞Ap判ha.d㏄ 調 査 票 入 カ プ ロ グ ラ ム フ ロ:ソ ピー

lTE圏PIを 作 成 す る 際 に 使 用 す る ワー ク領

:く驚 鰍 羅 。パス 域・齪 ・銑
丁欄PP解H=∬ 浬■耕 川 胤 ■UT洲 門 ※ ∬:¥制 湖 謂 ㍑ は 、 ドラ イ ブ と フ

オノレダ で一;一.い
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第3章 潤 査 票 入 力 プ ロ グラ ム 作成 支援 シ ス テ ムの 操 作(Window5版)シ ス テム 構 成

;エ ン トリ画 面 エ デ ィ タ の情 鞭

[TESGE】

;パ ス 調 査 票 入 力 画 面 エ デ ィ タ の パ ス を

PATH二 」=¥」π ππ π¥tes8e.e置o

指 定 します.

温 暮 轟 入力。面。デ、,粗 一 一 ・・、ドライブ・・

オルダです。
;〈機関情鞭フアイル〉

[S巴L】

SEL=濯:¥縦JJ■ κ万π竪infd5ta¥ππ」∬ππJJ.inf

、〈1隙 グファイルを,ビ_す るカ。 。、しない1、 する 特に齪 の必要はありませ編

1τA㏄閥Kl

TA㏄HK=π

;<実 行用コン トロールファイル名>

lEKEj

E翼E二πκ

図3-1シ ス テムの初 期化 ファイル

(3)調 査 票 入 力 画 面 エ デ ィ タ用 初 期 化 フ ァ イ ル の 内 容 変 更

次 に 、 調 査 票 入 力 画 面 エ デ ィ タ用 初 期 化 フ ァ イ ル(TesGe.ini)の 内 容

を 、調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム を 実 行 させ る た め に 作 成 した 環 境 に 合

わ せ て 変 更 し ま す 。

〔TcsGc.ini)

「T・・1・旧9・」 リソ_ス コン ト。..ラ のパスを指定 し鮒 ・
.

;リ ソースコン トローラ情報

PAτII=π田湖朋耀甜¥Tes胃dl㎏r・e聡 ※ κ;¥π」朋」澗ーは、 ドライブとフォルダです。

PA碍L=Te3胃d闘gr.e罵爵

↑ITしE=}ソースコントローテ

EOITE殴=C=サ冒iolJo層s¥NotΩpad・e匹e

実行用コン トロ・一ルファイル作成時のエ ラー

情綴出力用に使用するテキス トエディタを指

定します。

図3-2調 査 票入力画 面エデ ィタ用初期化 ファイル

2)調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム の シ ョー トカ ッ トの 作 成

調 査 票 入 カ ブ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム の 起 動 前 の 準 備 が で き ま した ら、 調 査 票 入 力

プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ス テ ム の シ ョー トカ ッ トの 作 成 を 行 い ま す 。

調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム 作 成 支 援 シ ステ ム の シ ョー トカ ッ トの 作 成 は 次 の 手 順 で 行 い ま

す.、

1.Windows95の 「ス タ ー ト」 ボ タ ン を 右 ク リ ッ ク しま す.次 に 「エ ク ス

ブ.ロ ー ラ 」 を左 ク リ ッ ク して エ ク ス プ ロー ラ を起 動 し ます 。

調査栗入力プロゲラム作成支援システム操作マニュアル63



第3章 調査票入カブログラム作成支援シスチムの操作(Wjn己ows版)シ ステム構成

2.エ ク ス プ ロー ラ か ら調 査 票 入 カ ブ ロ グ ラム 作 成 支 援 シ.ス テ ム{TesEr.e

xe}を 選 択 し て エ ク ス プ ロー ラ の メ ニ ュ ー バ ー の 「編 集 」 を 左 ク リ ッ ク し、

ブ'ル ダ ウ ン メ ニ ュー の 中 の 「コ ピー 」 を 左 ク リッ ク します 。

3.エ ク ス プ ロ ー ラ か ら以 下 の フ ォ ル ダ を 開 き ま す,

Cl¥Windows¥ス タ ー トメ ニ ュー¥プ ロ グ ラ ム

4.エ ク ス プ ロー ラ の メニ ュー バ ー の 「編 集 」 を 左 ク リ ック し、 プ ル ダ ウ ン メ ニ ュ

ー の 中 の 「ショート加 トの 貼 り付 け 」 を 左 ク リ ッ ク し ます
。

64調 査票人ノ)プロゲラム作成支援 システム操作マニ.`ア ル



第3章 調査票入力プロダラム作成支援システムの操作(WindDws版)起 動方法と終T方 法

1)起 動 方 法

Windows版 調査 票 入 カプ ログラム作 成支援 シ ステ ムを起 動す るにはWindo

WS95の 「ス ター ト」ボ タン を左 ク リック し、 「ス ター ト」メニ ュー を表示 します。 「ス

ター ト」 メ ニ ュー 中の 「プ ログラム 」 をポイ ン トしす る と 「プ ロ グラム」 の 一覧 が表 示

され るの で 、その 中に あ る 「TesEf.eXeへ の シ ョー トカ ッ ト」 を左 ク リック し

ます。

図3-3凹nd。 照 版調査票入力プロゲラム作成支援システム初期画面

2》 終 了方 法

Wind`⊃ws版 調査票入力:プログラム作成支援 システムを終τす るには調査票入カ

ブ.ログラム作成支援システムのメニ ューバーから 「フ了イル」を左 ク リックしてプルダ ウン

メニューの中の 「終了」を左 クリックします.,調 査票入力プ ログラム作成支援 システム

を終 了する際に調査票入力画面エデ ィタが起動中の場合は終 了 しませ んので調査票入力

画面エデ ィタを終了させ てか ら調査票入力プログラム作成支援 システ ムを終了す るよ う

に して くだ さい.,



図3-4脳hd㎝5版 調査票入力プログラム作成支援システムの終了



第:3章 調査票入カプログラム作成支棲システムの操作(Windows版)プ ロジェクト管理

Windows版 調 査 票入 カブ ロ グ ラム作 成 支援 シ ステ ムで はプ ロジ ェ ク トとい う考

えを もってい ます 。 プ ロジ ェ ク トとは1回 の調 査票 入カ プ ログラム の作 成で フ ロ ッ ピー

デ ィスクに格納 され る調 査 票群 を意 味 します。.プ ロ ジェ ク トと して調 査 票群 を管理 す る

こ とに よ ってア ンケー トの 目的 別 に調査 票入 カプ ロ グラム を作 成す るこ とが で き ます 。

例 え ば、 「旅 行 に関 す る ア ンケー ト」 とか 「医療 に関す るア ンケー ト」 とい うよ うに大

きな枠 のなか で それ に関係 す る個 々の調 査票 を作成 してい くこ とがで き ます。

プ ロジ ェク ト名1旅 行

旅行 に関す るア ンケー ト

欄 鋸 一 一 凹
食べ ものについて

旅行プロジェク ト用

文化 について 調査票入力プ ログラム

プ ロジェク ト名:医 療

医療 に関するア ンケー ト

ー 一 一 一E]
医療 機 関 につ い て. 医療 プ

ロシェ ク ト用

調査 票 入 カプ ロ グラム病 気
にっ い て

図3-5プ0ジ ェク ト
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機関情報 ファイル とは配布先を管理するファイルです。

1)機 関 情 鞭 フ ァイル の 作成

機関情報 ファイルの作成を行 うためには先ずテキス トエディタを起動 します。調査票

入カプログラム作成画面のメニューバーから 「㎞1」 を左ク リックしてプル ダウンメニ

ューの中の けアイル編集」を左 クリックします。すると調査票入力プログラム作成支援 シ

ステム用初期化 ファイル(TesE正.ini)で 指定 したテキス トエデ ィタが起動 さ

れます。 ここではテキス トエディタとして メモ帳(notepad.exe)を 例 に説

明 します。

(起勤 されたメモ轍)

図3-6テ キ ス トエデ ィタの 起動



機 関情報 ファイルの内容は管理番号 と配布先名称で構成 されますので例の様 にメモ帳

に入力 します。

図3-7機 関情報ファイルの例

※1っ の配布先を1行 で入力 します。管理番号は半角数字で4桁 固定です。

配布先名称は全角で最大25文 字 までです。

配布先の入力が終了 しま したらメモ帳のメニ ューバーの 「ファイ向 を左 クリック してプ

ルダ ウンメニューの中の 「名前を付けて保存」を左 クリック します。そ うする と保存先

の フォルダとファイル名を指定するウィン ドウが表示 され るのでInfDataと い う

フォルダを開いてその中に ファイル名を指定 して 「保存」ボタンを左 ク リック します。

機関情報 ファイルのファイル名 は ー一 。INF(』:囮 ロ皿 は任意の名前)と します。

図3-8機 関情報ファイルの保存



機 関情 報 ファイル の保 存が 終 丁 しま した ら メモ帳 を終了 します.終 了 方法は 、 メモ 帳

の メニ ューバ ー の 「ファイル」を左 ク リック して 、プル ダ ウン メニ ュー の 中の 「メモ帳 の終 了 」

を左 ク リッ クします、

図3-9メ モ 帳の終 了

2)機 関 情報 フ ァイル を調 査 票 入 力 プ ログ ラム 作 成 支 援 シ ステ ム に読 み 込 ませ る

作成 した機 関情報 ファイルを調査票入カプ ログラム作成支援システムに読み込ませ る

ことによって配布先に対する調査票入カプログラムを作成す ることができます。

調査票入カプログラム作成画面のメニューバーから 「ファイル」を左 クリック してプル ダ

ウンメニューの中の 「機関情報」を左 クリックします。す ると読み込み先の フォルダ と

ファイル名を指定す る機関情報選択 ウィン ドウが表示 され るのでInfDataと い う

フォルダを開いてその中にファイル名 を指定 して 「OK」 ボタンを左 ク リック します。

図3-10櫨 関情報ファイルの読み込み



機関情報ファイルが読み込 まれる と、読み込んだ機関情報の内容が表示 されます。

図3-11機 関情報ファイルの内響表示



第3章 調査票入カプログラム作成支援システムの簾作 くWindDW3版)調 査票入力画面の作成

次は、調査票入力画面の作成にな ります。調査票入力画面の作成は 、誕査票入力面面

エデ ィタで作成 します。

具体的な調査票入力画面の作成方法にっいては 「第4章 調査票入力画面エデ ィタ」

をお読み ください。.

作業の流れ は、以下の ようにな ります。

1)調 査 票 入 力 画 面 エデ ィ タの 起 動

慧難 調査票入力画面エデ ィタの起動方法にっいては、「4.2起 動方法 と終了方法」

をお読みください。

2)調 査票入力画 面の作成

調査票の入力画面を作成します。

1鯉匿 作成方法にっいては、 「4.3リ ソー スの作成」をお読み ください。

3}調 査 票 入 力 画 面 の シ ミュ レー ト

作成 した調査票入力画 面をシ ミュ レー トとしてみ ます。エラーがあ る場合には、修正

が必要にな ります。

灘 シ ミュ レー シ ョンの仕 方 につ い て は 、 「4.6シ ミュ レー シ ョン」 を、修 正作

業については、「4.4部 品の編集」及び 「4.5リ ソースの削除」をお読み くだ

さい。

4)調 査 票 入 力 画 面 の 保 存

完成 した調査票入力画面を保存 します。

.講1保 存については、 「4,7プ ロジヱク トの保存」をお読み ください。

5)実 行 用 コ ン トロー ル フ ァイ ル の作 成

配付用の調査票プログラムを作成 します。

轡i保 存 については、「4.10実 行用 コン トロール ファイルの作成」をお読み く

だ さい。

6)調 査 票 入 力 画 面 エ デ ィ タの 終 了

:韓.調 査票入力画面エデ ィタの終 了方法については、「4.2起 動方法 と終了方法」

を お 読 み くだ さい 。
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3.6.調 査票入カプログラム作成

ここでは調査票入力画面エデ ィタで作成 で作成 したプpジ ェク トを調査稟入カプ ログ

ラムに書 き込む作業を説明 します、,

1)プ ロ ジ ェク トの選 択

先ずプロジェク トの選択を行います。調査 票入力プ ログラム作成支援 システムの メニ

ューバーか ら 「アァイル」を左 ク リック してプルダウンメニューの 中の 「プロジェクト」を左 ク

リックします。す るとプロジェク ト選択 ウィン ドウが表示され るので調査票入力プ ログ

ラムに書 き込むプ ロジェク トを選択 して 「OK」 ボタンを左ク リックします。

(プ ロ ジ;ク ト還 択 ウ ィ ン ドウ)

図3-12プ ロジ ェク トの選択



2)実 行 用 コ ン トロー ル フ ァイ ル に付 加 す る文 字の 設 定

実行用 コン トロール ファイルとは、調査票入力画面エデ ィタで作成 した調査票入力画

面を配布先で実行 させ るためのファイルです.、ファイル名は 「Cxxxxンyア.CT

L」 となっています。xxxxは 配布先 を管理す る機関番号です.=こ こでい う実行用 コ

ン トロール ファイルに付加す る文字:とは ンγyを 指 します。

実行餌 自:潔.卜.旨㌣ノセ…フ7轍記レi名:

CXXXxyノ ア.CTL

「 二 実 行用
コ ン トロール フ ァイル に付 加す る文字

機 関番 号

設 定方 法 は 、調 査 票入 カ プ ログラム作 成支 援 シ ステ ムの メニ ュー バー か ら 「ファイル」 を

左 ク リック して プル ダ ウンメニ ュー の 中の 「実行 用 コントロール」を左 ク リック します、,す る

と実行 用 コン トロー ル フ ァイル に付加 す る文字 の入 カ ウィン ドウが表示 され ます。3文

字以 内の 文字 列 を入力 して 「OK」 ボ タ ンを左 ク リック します。

(璽行 用コント0一 ルファイルに付加する文孚の入力ウィン ドウ)

実行用 コン トロール7ア イルに付加

する文字を入力する

図3一 で3実 行用コン ト0一 ルファイルに付加する文字の設定



3)配 布 先 の選 択

表示 されてい る配布先の中から調査票入 力プ ログラムを作成する配布先を選択 します。

反転表示 されてい る配布先が調査票 入カプ ログラムを作成す る対象 とな ります、,調査票

入カブログラム作成支援 システム起動直後および機 関情報 ファイル選択直後はすべての

機関が配布先の対象 となっています。

マウスで左 クリックすることで

「選択」「解除」を行います、

Ctrlキ ・・を押しながら左クリッ

クする と指定の配布先が複数選

択できます。

Sh直fしキー を押 しながら左クリ

ックすると指定の配布先が連続

で選択できます。

図3-14配 布先の選択

4)調 査 票 入 カ プ ロ グ ラ ム の 作 成 実 行

フ..ロジ ェ ク トと配 布先 が決 まった ら、調 査 票入 力 プ ロ グラ ム作 成 支援 シ ステム の メ ニ

ュー バ ー か ら 「実 行」 を左 ク リ ック して、 プ ル ダ ウン メニ ュー の 中の 「WindOwsAP」

か 「DosAP」 を左 ク リッ ク します 、,Windows版 調 査 票 入 カ プ ログ ラム作 成 で は

Windows95版 とMS-DOS版 の調査 票 入 力 プ ログ ラム を作 成 す る こ とがで きます.,な お

前回 の調 査 票 入 力デ ー タを調 査 票 入 力プ ロ グラム に 添付 したい 場合 は 、 「旧タグファイルをコ

ピー」 をマ ウスの左 ク リックで予 めチ ェ ソク します 。

前回の調査票人カデータを調査

票入カプログラムに添付す る場

合にチ ェックするっ

図3-15調 査票入カブロゲラム作成の実行



rWi皿dowsAP」 かrDosAPjか どちらか の調査票入 力プ ログラム作成 の実行 を行 う

と調査票入カプ ログラムを作成す る ドライブを設 定す るウィン ドウが表示 され ます。 そ

こでフロッピーデ ィスク ドライブを指定 して 「OK」 ボタンを左 クリックします。す る

と確認の メッセー ジボ ックスが表示 され ますので、「OK」 で調査票入力プログラムの

作成 を続行 します。 「キャンセル」で調査票入カプログラムの作成を中止 します。

必ず フロ ッ ビー デ ィス ク ドライブ

を指定 して くだ さい,

図3-16調 査票入力プログラムの作成 ドライブの設定

1機 関分 の調 査票 入 力 プ ログ ラム の作成 が 終了 します と次 の機 関の調 査 票入 カブ.ロ グ

ラム を作成す るた め に フ ロ ッ ピー デ ィス クの 交換 を要求 す る メ ッセ ー ジが表 示 され ます

の で フ ロ ッビー デ ィス ク を交 換 し、 「OK」 で調 査 票入 力 プ ロ グラム の作 成 を続 行 しま

す 「キャンセル」 で調査 票 入 カプ ロ グラ ムの作成 を中止 します.,

図3-17フ ロ ッピー ディスク交換要求
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第4章 調査票入力1阿面エディタ プロジェクトの考え方

調 査票 入 力画 面エデ ィタで はプ ロジ ェク トとい う枠の なか で調 査票 入力 画面 を管 理 し

て い ます。プ ロジ ェク トの 中 には次 の よ うな リソー ス(調 査票 入 力画 面 を構 成す る資源)

が あ ります,

1.メ ニ ュー リソー ス ・ ・… メニ ュー画面

2.調 査 票入 力画 面 リソー ス ・・ 調 査票 入力 画 面

3.選 択 条件 リソー ス ・・ … 調 査票 入 力画 面 の選 択入 力 に使 用 す る選 択肢 情報

4.用 語 辞書 リソー ス ・ ・… 調 査票 入 力画 面 の参 照 入力 に使用 す る用語集 情報

5.ヘ ル プ リソー ス ・・・ … メニ ュー画 面お よび調査 票入 力画 面の説 明情 報

調 査票 入 力画 面 を作成 す る とい うこ とは リソー ス を作成 し、各 リソー スを関 連付 けす

る ことに よって行 われ ます。

メニ ュー リソー ス
調査 票入 力 画面 リソー ス

調査 票 入力 画面

用語辞 書 リ ソー ス

ヘル プ リソー ス

選択 条件 リソー ス

図4-1プ ロジェク トを構成するりソー
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4:.2」 起動芳法考終字方法

ここでは調査票入力画面エデ ィタの起動方法と終了方法 を説明 します。

1)調 査 票 入 力 画 面エ デ ィ タの 起 動 方 法

調査票入力画面エデ ィタを起動す るには、調査票入力プログラム作成支援 システムの

メニューバーか ら 「Tboljを 左 ク リック して、プルダウンメニューの中の 「調査票入.力

画面エデ ィタ」を左 ク リック します。

図4一一2調 査票入力画面エディタの起動



2)調 査票 入 力 画 面 エ デ ィ タの 終 了方 法

調査票入力画面エディタを終了す るには、調査票入力画面エデ ィタ画 面のメニューバ

ーの中か ら けアイ用 を左 ク リックして
、プル ダウンメニ ューの中の 「終了」 を左 クリッ

クすると調査票入力画面エデ ィタを終了 します。

終了の際にプロジェク トが保存され ていない場合 は、保存確認 ウィン ドウが表示 され

ます。 「はい」ボタンを左 ク リックす ると保存 を行 ってか ら終了 します。 「いいえ」ボタ

ンを左 クリックす ると保存 をせ ずに終 了します。 「キャ擁ル」 ボタンを左 クリックす ると調

査票入力画面エデ ィタの終了を取 り消 します。

プロジェク トが保存 されていない場合

(保存確認ウィン ドウ}

図4-3調 査票入力酉面エディタの終了



ここでは、 各 リソー スの作 成の仕 方 にっ いて説 明 します。

1)メ ニ ュ ー リ ソー ス の 作 成

メニ ュー リソー スは調 査票 入 力画 面 を呼 び 出す た めの メニ ュー画 面の情 報 です。

新規 の メニ ュー リ ソー ス を作成す るに は、調 査 票入 力画 面 エデ ィタ画面 中に表 示 され

て い る リソー ス の種類 か ら 「メニ ュー 」 を選択 します。 次 に 「追加 」 ボ タ ンを左 ク リ ッ

ク しミす 、す ると メニ ュー リソー スの 追加 ウィ ン ドウが表 示 され るの で 「新規 」 をチ ヱ

ック して 「OK」 ボ タンを左 ク リック します.、

新規の メニ ュー リソー スが

作 成 され 、 メニ ュー リソー

ス 編 集 画 面 が 表 示 され ま

す、.

リ ソー ス コ ン トロー ラ

に 新規 の メ ニ ュー リ ソ

ー ス と メニ ュー 画 面 用

の ヘル フ.リ ソー スが 追

加 され ます.,

図4-4新 規 メニュー リソースの作成



メ ニ ュ ー 画 面 の 編 集

メニ ュー リソー スは 次の部 品で構 成 され ます 、

1.フ ォーム … メニニー 画面 の フ レー ムです,こ こ にラベル や ボ タン を貼 り付

け ます。

2.ラ ベ ル ・ … メニュー 画面 の フ レー ムに文字 列 を表示 す るの に使用 します。

3.ボ タン ・ … メニュー 画面 か ら他 の メニ ュー 画面 や調 査 票入力 画面 に遷移 さ

せ るため に使 用 します,

図4-5メ ニュー リソースを構成する部晶

編集 画面 上 で右 ク リックす る とメニ ュー リソー スの プ ロパテ ィが表 示 され ます。 プ ロ

パ テ ィ とは リソー ス を構 成 す る部 品の 固有 の 情報 です、,フ ォー ムを左 ク リック で選 択 し

た後 で右 ク リジクす る とフォー ムの プ ロパ テ ィを 、 ラベル を左 ク リッ クで選 択 した後 で

右 ク リックす る と選 択 され た ラベ ル の プ ロパ テ ィを 、ボ タ ンを左 ク リックで選 択 した後

で右 ク リッ クす る と選 択 され たボ タンの プ ロパ テ ィが表 示 され ます,

こ 二を左 ク リック した後 で 右 ク リックす るi
ド

とフ ォー ム の プ ロパ テ ィを表 示 します..i

図4-6フ ォー ムの プロパ〒 イ表 示



リ ソ ー ス の プ ロ パ テ ィ

メニュー リソー スの フォー ムの プ ロパテ ィにつ い て説明 します。

図4-7フ ォーム の プロパ テ ィ



メニ ュー リソー スの ラベ ルの プロパ テ ィにつ いて説 明 します』

図4-8ラ ベ ルの プ ロパ テ ィ



メニ ュー リソー ス の ボ タンのプ ロパテ ィにっ い て説明 します.,

図4-9ボ タ ンのプ ロパテ ィ



2)調 査 票 入 力 画面 リ ソー ス の 作成

調査票入力画面 リソースは調査票入力画面の情報です.、,

新規の調査票入力画面 リソースを作成するには、調査票入力画面エデ ィタ画面中に表

示されている リソースの種類 から 「調査票入力画面」を選択 します。次に 「追加」ボタ

ンを左 クリックします。そ うします と調査票入力画面 リソー スの追加 ウィン ドウが表示

され ます ので 「新規」をチェ ックして 「OK」 ボタンを左 ク リックします。

図4-10新 規の調査票入力画面リツースの作成



調 査票 入 力 画 面 の編 集

調査票入力画面 リソースは次の部品で構成 されます。

1.フ ォーム ・・… 調査票入力画面のフレームです。 ここにラベル,ボ タン,

入カポ ックスを貼 り付けます。

1フ ォームは1ペ ージ分なので1つ の調査票入力画 面 リソ

ス内で複数のフォー ムを作成す ることができます。

2.ラ ベル ・・・… 調査票入力画面の フレームに文字列を表示するのに使 用 し

ます,,

また、ラベルは調査票入力画面では質問のタグ番号を設 定

するために必要 とな ります,

3.ボ タン ・・・… 調査票入力画面からメニュー画面や他の調査票入力画面に

遷移 させ るために使 用 します。

4.入 カボ ックス … 調査票入力画面からデータを入力させ るために使用 します.

図4-11講 査票入力画面リソースを構成する部品

リ ソ ー ス の プ ロ パ テ ィ

編 集画 面 上 で右 ク リックす る と調査 票 入 力画面 リソー スの プ ロパ テ ィが 表示 され ます.,

プ ロパ テ ィとは リソー スを構成 す る部 品の 固有の情 報です.,フ ォー ム を左 ク リッ クで選

択 した 後 で右 ク リックす る と フォー ムの プ ロパテ ィを 、ラベ ル を左 ク リックで選 択 した

後 で右 ク リックす ると選 択 され た ラベ ル の プ ロパテ ィを、 入 力ボ ック ス を左 ク リックで

選 択 した後 で右 ク リックす る と選 択 され た 入 力ボ ックスの プ ロパテ ィ を、 ボ タン を左 ク

リックで選択 した後 で右 ク リックす る と選択 され た ボ ク ンの プ ロパテ ィが表示 され ます.、,



図4-12フ ォー ムの プロパティ表示

図4-13ボ ックスの プロパテ ィ表示



調 査 票入 力画 面 リソー スの フォー ムのプ ロパテ ィにつ いて説 明 レます。

図4-14フ ォ ームの プロパ予 イ



調査票入力画面 リソースのラベルのプロパテ ィにっいて説明 します。

図4-15ラ ベルの プロパ テ ィ



調査票入力画面 リソースの入 カポ ックスのプロパテ ィについて説明 します。

図4-16入 力 ボ ックスのプロパ ティ



入力後の遷移条件プ ロパテ ィについて説 明 します。 このプ ロパテ ィは入 力ボ ックスの

遷移 条件を左ク リックすると表示 され ます、,

図4-17遷 移 条件 プロバテ イ



調査票入力画面 リソースのボタンのプ ロパティにっいて説明 します。

図4-18ボ タ ンの プロパテ ィ



リソー ス のペ ー ジ管 理

調査票入力画面 リソー スのペー ジについて説 明します、、調査票入 力画面 リソー スの フ

レームにあるメニューバーの中か ら 「オプシ ョン」を左 ク リックして、プル ダウンメニ

ューの中の 「ぺ→"管 理 」を左 クリック します。そ うします とペー ジ管理 ウィン ドウが.

表示 され ます。 そこでペー ジの追加/闘 く/削 除/整 理 などができます。{こ こでの整

理 とはペー ジが連続になっていない場合に連番にする機能です。)

図4-19ペ ー ジ管理 ウィン ドウ



調査 票入 力画面 リソー スは1っ の フ レー ム の 中に複数 のペ ー ジが作成 され るた め複 数

のペー ジ を一度 に開 い てい る場合 に編集 したいペー ジ フォー ム をマ ウスで ク リック して

ア クテ ィブ にす るの は 少 しや っかい です。 そ こで編 集 したい ペー ジフォー ムをア クテ ィ

ブにす るに は次 の方 法 で行 い ます。 調 査票 入 力画 面 リソー スの フ レー ム にある メニ ュー

バー の中 か ら 「ウィンドウ」 を左 ク リック して 、プル ダ ウン メニ ューの 中に表 示 され て い る

ペ ー ジ フ ォー ム の一 覧 が表示 され るので ア クテ ィブ に したい ペ ー ジフ ォー ムを左 ク リッ

ク します。 指 定 のペー ジ フォ ー ムがア クテ ィブにな りま す。

図4-20ペ ー ジ フォー ムのアクテ ィブ化



3)選 択 条件 リソー ス の作 成

選択条件 リソースは、調査票入力画面 中の単一選択入力お よび複数選択入力時の選択

肢の情報 です。

新規の選択条件 リソー スを作成するには、調査票入力画面エデ ィタ画面中に表示 され

ている リソースの種類か らf選 択条件」を選択 します。次に 「追加」ボタンを左 ク リッ

ク します。す ると選択条件 リソースの追加 ウィン ドウが表示 され ますので 「新規」をチ

ェックして 「OK」 ボタンを左ク リックします。

図4-21新 規の選択彙件 リソースの作成



選 択 条件 リ ソー ス の 編集

選択条件 リソースは次の部品で構成 され ます。

1.フ ォーム … ここに選択肢 を1行1選 択肢ずっ記述 します。

図4-22遷 択条件リソースを構成する部晶

リ ソー ス の プ ロパ テ ィ

編集画面上で右 クリックす ると選択条件 リソースのプ ロパティが表示 されます。 プロ

パテ ィとは リソー スを構成す る部品の固有の情報です。 フォームを左 クリックで選択 し

た後で右ク リックす るとフォームのプロパテ ィが表示 されます。

図4-23フ ォ ームのプ ロパテ ィの表示



選 択条 件 リソー スの フォー ムのプ ロパ テ ィにつ い て説 明 します 。

図4-24フ ォー ムのプロパテ ィ



選 択 条 件 リソー ス の管 理

選択条件 リソースは1つ のフレームの中に作成 され るため、複数 の選択条件 リソー ス

を一度に開いてい る場合に、編集 したい選択条件 リソースをマ ウスでク リック してア ク

テ ィブにするのは少 しやっかい となります。そこで編集 したい選択条件 リソースをア ク

テ ィブにするには次の方法で行います。選択条件 リソースのフ レームの メニューバー の

中か ら 「ウィンドウ」を左 クリック して、プル ダウンメニューの 中に表 示されている選択 条

件 リソー スの一覧か らアクテ ィブにしたい選択条件 リソー スを左 クリックします。それ

により指定の選択条件 リソースがア クテ ィブにな ります。 また表示 の並びを変 えるこ と

によって見やす くす ることもできます。

図4-25選 択 条 件 リソースのアクテ ィブ化



図4-26表 示の並べ替え(重 ねて表示)



図4-27表 示の並ぺ曾え(並 べて表示)



4)用 語 辞 書 リ ソー スの 作 成

用語辞書 リソースは調査票入力画面中の入力時に参照できる用語辞書の情報です。

新規の用語辞書 リソースを作成するには、調査票入力画面エディタ画面 中に表示 され

ている リソースの種類か ら 「用語」を選択 します。 次に 「追加 」ボタンを左 クリックし

ます。すると用語辞書 リソースの追加 ウィン ドウが表示 されますので 「新規 」をチ ェッ

ク して 「OK」 ボタンを左ク リック します。

図4-28新 規の用語辞書 リソースの作成



用 語 辞 書 リ ソー ス の編 集

用語辞書 リソースは次の部品で構成 されます。

1.フ ォーム ・… 説明文を記述 します。

2.参 照 ラベル … 参照用の文字列を表示するのに使 用 します。 また、他 の用語

辞書 リソースに遷移 させる場合 にも使用 します。

図4-29用 語辞書リソースを構成する部品

リソー ス の プ ロパ テ ィ

編集画面上 で右ク リックす ると用語辞書 リソースのプロパテ ィが表示 されます。プ ロ

パテ ィとは リソースを構成す る部品の固有 の情報です。 フォー ムを左 ク リソクで選択 し

た後で右 ク リックす るとフォー ムのプロパテ ィが、参照ラベル を左 クリックで選択 した

後で右 ク リックすると参照ラベルのプ ロパテ ィが表示 され ます。

図4-30プ ロパテ ィの表示



用 語辞書 リソー ス の フォー ム のプ ロパテ ィにつ いて説 明 します..

図4-31フ ォームの プロパテ ィ



用語辞書 リソースの参照ラベルのプ ロパティについて説明 します。

図4-32参 照 ラベルの プ ロパ テ ィ



リソー ス のペ ー ジ 管理

用語辞書 リソースのページにっいて説明 します。用語辞書 リソー スのフ レームにあ る

メニューバーの中か らfオ プシ ョン」を左 クリックして、プル ダウンメニューの中の 「ベ

ージ管理」を左 ク リックします
。す るとペー ジ管理 ウィン ドウが表示 され ます。 そこで

ページの迫加/開 く/削 除/整 理な どができます。 に こでの整理 とはページが連続に

なっていない場合に連番にする機能です。)

図4-33用 語辞書 リソースのページ管理



用 語辞 書 リソー スは1つ の フ レー ム の中 に複数 のペ ー ジが作成 され ます。 その た め複

数 のペー ジを一度 に開 い てい る場合 に 、編 集 したい ペー ジフ ォー ムをマ ウスで ク リッ ク

してア ク テ ィブ にす るのが 少 し困難 とな ります。 そ こで 編集 したい ペー ジフォー ム をア

クテ ィブ にす るに は次 の方 法 で行い ます。 用語 辞書 リソー ス の フ レー ムに あ るメニ ュー

バー の 中 か ら 「ウィンドウ」を左 ク リック して 、プル ダ ウンメニ ュー の 中に表 示 され てい る

ペー ジフ ォー ムの 一覧 か らア クテ ィブに した いペー ジ フォー ム を左 ク リック します。 指

定 のペー ジ フォー ムが ア クテ ィブに な ります。

図4-34ペ ー ジのアクテ ィブ化



5)ヘ ル プ リソー ス の 作 成

ヘルプ リソースは メニュー画面お よび調査票入力画面の説明情報です
。それぞれ作成

したメニュー画面お よび調査票入力画面に対 しての説明を記述 します。

新規のヘル プ リソースを作成す るには、調査票入力画面エデ ィタ画面中に表示されて

いる リソースの種類か ら 「ヘルプ」 を選択 します、次に 「追加」ボタンを左 ク リック し

ます、す るとヘ ルプ リソースの追加 ウィン ドウが表示 され ますので 「新規」をチェック

して 「OK」 ボタンを左ク リック します 、

図4-35新 規のヘル プリソースの作成



ヘ ル プ リソー ス の編 集

ヘルプ リソー スは次の部品で構成 されます。

4.フ ォーム ・… 説明文 を記述 します。

5.参 照 ラベル … 他のヘルプ リソースに遷移 させ る場合に使用 します。

図4-36ヘ ルプリソースを構成する郁品

リ ソー ス のプ ロパ テ ィ

編集画面上で右 ク リックす るとヘ ルプ リソー スのプ ロパティが表示 され ます。プ ロパ

ティとは リソー スを構成す る部品の固有の情報です。フォー ムを左 クリックで選択 した

後で右 ク リックする とフォームのプ ロパテ ィが、参照ラベル を左 クリックで選択 した後

で右ク リックす ると参照 ラベルのプ ロパテ ィが表示 されます。

図4-37プ ロパ〒 イの表示



ヘ ル プ リソー スの フォー ムの プ ロパテ ィにつ い て説明 します。

図4-38フ ォーム のプ ロパ テ ィ



ヘ ルプ リソー スの参 照 ラベ ル のプ ロパテ ィについ て説 明 します 。

図4-39参 照ラベルのプロパティ



ヘ ル プ リ ソー ス のペ ー ジ管 理

ヘル プ リソースのペー ジにっいて説 明します
。ヘルプ リソースのフ レームにあるメニ

ューバーの中か ら 「オプシ ョン」を左 ク リックして、プルダ ウンメニューの中の 「ベージ

管理」を左 クリックします。そ うします とページ管理ウィン ドウが表示 されます。 そこ

でペー ジの追加/開 く/削 除/整 理な どができます。(こ こでの整理 とはページが連続

になっていない場合 に連番にす る機能です。)

図4-40ヘ ル プ リソー スのペー ジ管理



ヘ ル プ リソー スは1っ の フ レー ムの 中に複 数 のペ ー ジが作 成 され ます。 そ の た め複数

のペ ー ジを 一度 に開い て い る場合 に、編 集 した いペ ー ジ フォー ム をマ ウス で ク リック し

て ア クテ ィブにす るの が困 難 な こ とが あ ります。 そ の場合 編 集 した いペ ー ジフ ォー ム を

ア クテ ィブ にす るに は次 の方法 で行 い ます。 ヘ ル プ リソース の フ レー ム にあ る メニ ュ

ー バー の 中か ら 「ウィンドウ」 を左 ク リック して
、 プル ダ ウン メニ ニー の 中に表示 され てい

るペー ジ フ ォー ム の一 覧か らア クテ ィブ に したい ペー ジフォ ー ムを左 ク リック します 、,

指 定のペ ー ジフォー ム がア クテ ィブ に な ります。



第4章 調査票入力画面エディタ 部品の編集

フォー ム に貼 り付 けた部 品の 編集 につ いて 説明 します。 フォー ム に貼 り付 ける部 品 は

リソー スに よっ て こ とな ります。 各 リソー スの 部 品は 次の とお りです。

1)メ ニ ュー リソー ス

・ラベル ・ボ タン

2)調 査 票入 力画 面 リソー ス

・ラベル ・入 力ボ ックス ・ボ タン

3)選 択 条件 リソー ス な し

4)用 語 辞書 リソー ス

・参 照 ラベル

5)ヘ ル プ リソー ス

・参 照 ラベル

編 集 機 能

部 品の編 集機 能 は 次の とお りです。

1)ア ン ドゥ … 前 回削 除 した部 品 を元に戻す

対象 リソー ス の フォー ム をア クテ ィブに して 「Ctr塵 キー+ZJキ ー を押 す

2)リ ドゥ ・… ア ン ドゥで復 帰 した 部品 を削除 す る

対象 リソー スの フォー ムをア クテ ィブに して 「Ctrlキ ー 十A」 キー を押 す

3)切 り取 り … 部 品を 削除す る{張 り付け 可)

切 り取 る部 品 を選 択 して 「Ctr1キ ー 十X」 キー を押 す

4)コ ピー ・ … 部 品 を張 り付 け可能 にす る

コ ピーす る部 品 を選択 して 「Ctr1キ ー+C」 キー を押す

5)張 り付け … 「切 り取 り」あ るい は 「コ ピー」 した部 品 をフ ォー ムに貼 り付 け る

※ 同種 の リソー ス間 のみ 可能

貼 り付 け るフォー ム をア クテ ィブ に して 「Ctrl+V」 キー を押 す

6)削 除 ・ ・… 部 品を フォーム 上か らは がす

削除 す る部 品 を選 択 して 「Shift+De1」 キー を押 す
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各 リソースの削除は、調査票入力画面エデ ィタ画面から行います。

削除 したい リソー スを調査票入力画面エデ ィタ画面中に表示 されてい る リソー スの中か

ら選択 します。次に 「削除」ボタンを左 ク リックします。次に リソー スの削除確認 ウィ

ン ドウが表示 され ます。「はい」ボタンを左 クリックす ると削除 されます。

図4-42リ ソー スの削除



作成 した リソースはその場で画面遷移や入力のテス トを行 うことがで きます。

調査票入力画面エデ ィタ画 面中の 「実行」ボタンを左 クリックす ると作成 した リソー

スのシ ミュレー シ ョンを行い ます。 シミュレーシ ョンは実行 中のメイ ンメニュー画面を

終了させ ることで終了 します。調査票入力画面エデ ィタ画面 中の 「実行終了」ボタンを

左ク リックする とシ ミュ レー シ ョンを強制終了 します。

図4-43リ ソースのシミュレーション

以 下の機 能 は 、 シ ミュ レー シ ョンでは 実際 の調 査票入 力プ ログ ラム と異 な ります 。



ここでは作成 した リソー スの保存 にっいて説明 します。.

1)新 規 作 成 した リ ソー ス の保 存

調査票入力画面エデ ィタ画面のメニューバーの中か ら.けア鞭 」を左 ク リックして、プ

ル ダウンメニューの中か ら 「プロジェク トの上書 き保存」を左 ク リックする。次にプロ

ジェク ト設定 ウィン ドウが表示 され るので、そ こにプ ロジェク ト名 を入力 します。 後は

格納場所を指定 して 「OK」 ボタンを左 ク リックするとプ ロジェク トが保存され ます。

図4-44新 規プロジェク トの保存



2)修 正 した リソー ス の保 存 ノ

調査票入力画面エデ ィタ画面のメニューバーの中から けア御」 を左 ク リックして、プ

ル ダウンメニニーを表示 します。 リソースが修正 されてい る場合には、プルダウンメニ

ューの中の 「プロジェク トの上書き保存」が濃 く表示 されます。その場合は 「プロジ ェ

ク トの上書 き保存」 を左 ク リックす るとプ ロジェク トが保存 されます。 リソー スが修正

され ていない場合 は、 「プロジェク トの上書き保存」が薄 くなっていてマ ウスでク リッ

クできません。

図4-45リ ソースが修正されていない場合

図4-46リ ソースが修正されている場合



3}リ ソー ス を別 のプ ロ ジ ェク トと して保 存

プ ロジェク トを読み込んだ後で別のプロジェク トとして保存 したい場合は、調査 票入

力画面エデ ィタ画面のメニューバーの中か ら 「ファイ飼 を左 クリック して、プルダ ウンメ

ニューの中の 「名前をつけて保 存jを 左 クリック します。次にプロジェク ト設定 ウィン

ドウが表示 され るので、そこにプロジェク ト名を入力 します。 後は格納場所を指定 して

「OK」 ボタンを左 クリックす ると別のプ ロジェク トとして保存され ます。 この場合 、

前のプロジェク トはそのままで残 ります。

図4-47別 のプロジェク トとして保存



4)プ ロ ジ ェ ク ト名 の変 更

プ ロジェク.ト名を変更 したい場合 は、調査票入力画 面エデ ィタ画面の メニューバー の

中か ら 「璽ヅース」を左 クリック して、プルダウンメニューの中の 「プ ロジェク ト名の変更1

を左 ク リックします。するとプロジェク ト名変更ウィ ン ドウが表示 され るので、そこで

プ ロジェク ト名 を変更 して 「OK」 ボタンを左 クリックす るとプ ロジェク ト名が変更 さ

れ ます。

図4-48プ ロジ ェク ト名の変更



既に保 存 されているプロジェク トを読み込むには、調査票入力画面エディタ画面の メ

ニューバーの中か ら けアイ角 を左 クリックします。次に、プルダウンメニコ.一の中の 「プ

ロジェク トを開 く1を 左 ク リックします。す るとプ ロジェク ト選択 ウィン ドウが表示 さ

れ るので、プ ロジェク トを選択 して 「OK」 ボタンを左 クリックする とプロジェク トが

読み込 まれ ます。

図4-49プ ロジェク トの読み込み



読 み 込 ん だ リ ソー ス を 開 く

調査票入力画面エデ ィタ画面中に表示され ている リソースの中か ら開きたい リソース

を選 択します。次に 「開 く」を左 ク リック します。

図4-50リ ソース を開 く



作成 した リソースの内容を印刷す るには、、調査票入力画面エデ ィタ画面の メニューバ

ーの中か ら 「ファ伽 を左 ク リックします
。次に、プルダウンメニ ューの中の 「印刷」を

左 クリックす るとリソース印刷 ウィン ドウが表示され ます。そ こで印刷 したい リソー ス

を選択 して 「印刷」ボタンを左ク リックす ると印刷が開始 します。

図4-51プ ロ ジェク トの印刷



作成 した リソースを調査粟入力プ ログラムで実行 させ るためには実行用 コン トロール

ファイル を作成 します。調査票入力画面エデ ィタ画面のメニューバー一の中か ら 「ファイ勿

を左 クリックして、プルダウンメニューの中の 「実行用コントロ「彪ファ鞭作成」を左 ク リック

すると実行用コン トロールファイルの作戒 を開始 します。

Windows版 とMS・DOS版 の両方 の実行用コン トロールファイルが同時に作成 され ま

す、

図4-52実 行用コン トロールの作成

実行 用 コン トロー ル フ ァイ ル 作成 中に リソー ス の矛盾 が発 生 す る と、エ ラー 内容 をテ

キ ス トエデ ィ タで表 示 します。 エ ラー個 所 を修正 して再度 「実 行用 コントロールファ砂 作成 」 を

行 って くだ さい,
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第5章 調査票入力(MS-DOS版)動 作環境

調査 票入 カプ ログ ラム(MS-DOS版)は 次 の環境 で動 作 します、,

1.機 種 ・・・ … 一 ・一 ・ ・1}富 士通製 品FMRシ リー ズ

2)NEC製 品PC98シ リー ズ

3)上 記 互換 機種

2.オ ベ レーテ ィ ングシ ステ ム …MS-DOSバ ー ジ ョン3.且 以 上

3.実 行 メモ リ ・ ・一 ・・ ・…540KB使 用

4、 作業 用デ ィス ク容 量 ・・ ・…3MB以 上

調 査 票 入 力 を は じ め る 前 に

調 査票 入カ プ ログ ラム を用い て調 査へ の回 答 を入 力す る ために は 、先ず 上記 の 動作 環

境 を満 たす パ ソコ ン を用 意 します 。 次 にその パ ソコ ンへ調 査 票入 カ プ ログ ラムが 入 って

い る フロ ッピー デ ィス ク(配 付 フロ ッピー)を 使 っ て、調 査 票入 力 プ ロ グラムの 実行 環

境 を作成 します。これ をイ ンス トール 作業 といい ます。イ ンス トール 作 業が 終 了 した後 、

調査 票入 力 プ ロ グラム を起動 す ると調 査票 の メニュー 画面 が 表示 され ます ので 入 力す る

調 査 票 を選 ん で入 力 します 、、入力 した結果 は 、調査 票デ ー タの回収 作 業 を行 って フ ロ ッ

ビーデ ィス クヘデ ー タ を格 納 します、 配付 元へ はデ ー タの格 納 され た フ ロ ッ ビーデ ィス

クを返 送す る ことにな ります,

顯 糞購繊iゑ.覇 麟

配・椥 ツビーが送・れ・・る 一 一 日

イ ンス トー ル作 業

■
2=二==]馳

調査票デー タ入力 回収作業

・カデ… 返送 一 一 日

図5-1調 査 票入力の流れ

126調 査票入力'プログラム作成支援 システム操f乍..7二.轟アル



第5章 調 査 票 人 力 【MS-DOS版)イ ン ス ト・一ル

お㍉② インス玉一鋤

こ こでは 、配 布 され た フロ ッ ビーデ ィス ク(調 査 票入 カ プ ログ ラムが入 ってい るフ ロ

ッ ピー)か ら調査票 入 カ プ ログラ ム をイ ンス トールす る方法 につ いて説 明 します。

1)フ ァイ ル の 確 認

先 ず フ ロ ッヒー デ ィ スクをデ ィス ク ドライブ へ挿 入 し、MS-DOSの コマ ン ドプ ロ

ンブ トか らDIRコ マ ン ドで以 下 の6つ の ファイル が 入 って い る こ とを確認 します。

Cxxxxxx.CFG

KrCLHA.LZH

lNST肌.EXE

LHA.DOC

READIST,DOC

LHA.EXE

※ × × ×x× ×は 調査 票作 成者 が付 加す る任 意 の 文字列 です 。

2)イ ン ス トー ラ の 起 動

次に フ ロ ッ ピー デ ィス クのINST肌.EXEを 起 動 させます.

3)動 作 機 種 の 設 定

動作機 種 の設 定 画面(図5-2)が 表 示 され るの で、該 当す る機 種 の番 号 を入力 し

てEnterキ ー を押 します。ESCキ ー を押す とイ ンス トール は 中止 され ます。

メッセ}ジ 表示

1髄L察入カプログラムのインメ

《動作させる楠種を帽窟して下さい.》

[冨認
,R渉 ズ 動鰍 籔 示

〔NEC】

2≡PC-9800ン リーメ

[エプ ソン1

き=PC-980Dレ リーズ互喚 顯

番 号 を 入 力

書 号を入 ヵ して下さい.一 》 ■

E9ほ;インメ トー2レ↑止

図5-2動 作 機 種 の 設 定 画 面

調 査票 入 力 プ ロ グ ラム 作 成 支 榎 シ スチ ム 操 作 マ ニ ュ ア ル127



第5章 調 査 票入 力{MS一 ・DOS版)イ ン ス トー ル

4)イ ン ス トー ル の 説 明 面 面

3)でEnterキ ー を押 す と、 イ ンス トール の説明 画面(図5-3)に な ります。

こ こでは 、調査 票 入カ プ ログ ラムの イ ン ス トー ル につ いて の概 要 、 目的 、お よび手順

につ いて記 載 され て い ます。 イ ンス トー ル を続け るにはEnte■ を押 して くだ さい 。

■■雪入カブロクラゐoイ ンス 酔夢ル

イ ン ズ トー ル に つ い て の 記 述
《,彊 累λカ ゴロクラム¢インストールについて 》

楓翼
・動摩欄雁切1壁窒巳デ イヌヲレイ¢験窟㌧踊=マ ン 「の0量 蓬けい

インス 彫一ル驚壱臨躍し緊す.

o的
・鱒童■λカゴロクラムツ 旨ツビ凹に艦駒されている胴盧冨賃腫を興行囑竣 に

インストール して鋼■ 属のλ力蓬 可瞠にし虞†。

{霞 買へ 〉

インス トー馬沓剛嫡Ψ る矯含櫨 巴圓TER壱 卿しτ下きい。

圃了洩ぺ 一ジ ■=冒ぺ 一ジ 巳⊆7イ ンス}一 ル頃虚

Nで 次 魂 一 ジ,Bで

前 ペ ー ジ 表 承

図5-3イ ン ス トー一ル の 説 明 団 面

5)デ ィ スプ レイ の設 定 画 面

次に図5-4の デ ィスプ レイの設定画面が表示 され ます。

デ ィスプ レイのカラーモー ドを一覧か ら選択 し、カラーモー ドの番号 を入力 してE

nterキ ー を押 して ください。ESCキ ーが押 された ら、確認 メッセージを表示 して

インス トール処理 は中止 されます。

■囲 匹バカプ贋ダ,ムOイ ン員卜一'レ

《 ディ5民7℃'イの声,一46一 ドセ榔寵して下8い 》

1.,,一z緬 ノタロ

カ ラー モ ー ド表 示

8■t入 力して下さい 一 》0

㎝ 河 ン罫 トールのゆ止

図5-4デ ィ ス プ レ イ の 設 定 画 面
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第5章 調 査 票入 力{MS-DOS版)イ ン ス トー ル

6)イ ン ス トー ル 先 の 設 定 画 面

次は イ ンス トール先 の設 定 です。 図5-5の 画 面で 、 イ ンス トール 先 の ドライ ブ を指

定 してEnterキ ー を押す とデ ィレク トリ入力 に移 ります.イ ン ス トー ル先 のデ ィ レ

ク トリを指 定 してEnterキ ー を押す を入 力す る と起 動 コマ ン ドの 設 定へ遷移 します。

タブキー で[ド ライブ]と[デ ィレク トリ]入 力 を切 り替 え ます。ESCキ ー が押 され

た ら、確 認 メ ッセ ー ジ を表 示 して イ ンス トール 処理 は 中止 され ます,,

■唖口嘔入カブ旨ノラ轟oイ ン瓢卜→レ

〈イン劉レール蛇倉糎 して下さい

インス トール先 ドライブ

い,イ71

■

「デ`レ クト円
巳■●●■oio■ ■●■■■■■■■■■■願嗣層■■■■■●■■■o

インス トー2レ先 デ ィレク トリ

冨●=イン評トー'瞬 塵1腸.◎ 礒陶r劫 虚置朗四曽止

図5-5イ ンス トール先の設定画面

7)起 動 コマ ン ドの 設 定 画 面

次 に図5-6の 起動 コマ ン ド設 定画 面 で起動 コマ ン ドの指 定を します。起 動 コマ ン ド

とは、調 査票入 カプ ログラム を起 動 させ るた めにMS-DOSプ ロンプ トか ら入 力す る

ときの コマ ン ドです 。

起動 用 コマ ン ドを指 定 してEnterキ ー を押 す とイ ンス トー ル の確認 画 面へ遷 移 し

ます。ESCキ ー が押 され る と、確 認 メ ッセ ー ジが表 示 され て イ ン ス トール は 中止 され

ます。

■巳鋤 プ白',Aoイ ン罫}■噌レ

〈塵■」評oンr楠 窟して下盲い 〉

【3▼ン71

一 ■■■暉■ ■關 日「
コマン ドを擶 ヒ

団慮.イノ'トールリゆ止

図5-6起 動 コマン ドの設定 画面
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第5章 調査票入力(MS-DOS版)イ ンス トール

8)イ ン ス トー ル の確 認 西 面

図5-7の イ ンス トール の確認画面では、設定 された内容{動 作機種か ら起動 コマン

ドまで)の 確認 をおこない、インス トール開始の確認を行います。

インス トール を開始する場合はYを 、再設定す る場合はNを 入力 してEnterキ ー

を押 します。ESCキ ーが押されたら、確認メ ッセー ジが表示 されてインス トールが中

止 されます。

■囲闘賦 カブ,ダ,ム のイン累 トール

く イン餌ト_ルを闘角し重t歌 喧o内 書棚 して下さし㌔ 》

愚i:i∴}ノ 国
ガイダンスメッセージ

インメトールセ刺ヒ†6昌舘Y壮.胃 殴慮†ら場含絃潤を入方して下直」、

(Yo冨 頁}●

8敏 インメトールのφ止

図5-7イ ン ス トールの確認画面

9)イ ン ス トー ル 中 画 面

イ ン ス トー ル 中 は 図5-8の 画 面 が 表 示 され ます 。 イ ン ス トー ル を 終 了 した ら、 起 動

用 バ ッチ フ ァ イ ル を 指 定 の 場 所 に 作 成 して イ ン ス トー ル 終 了 画 面 に 遷 移 しま す,

贋置 贋λカゴPケ うムのインス ト}ル

《4ン ス}甲,レ 甲マΨ○ しぽもく8絢 ち下 吝い.》

ムサロロ　　シ ご　の

＼
実行環填

フロツピードライブ

図5-8イ ンス トール中爾面
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第5章 調査票入力 〔MS-D⑪S版)イ ンス トール

10)イ ン ス トー ル 終 了 画 面

図5-9は 、 イン ス トー ル終 了時 の画 面です。 終 了 メ ッセ ージ を表示 して、MS-D

OSの プ ロンプ トへ 戻 ります.

■麿累入カブ騨ダラムOイ ソ訊トール

《 イン鼻トー'碗騨纏丁し虚しt■ 》

A=9》-

MS-DOSプ ロン プ ト

へ戻る

図5-9イ ンス トー ル 終 了 画 面
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第5章 調査票入力(MS-DOS版)起 動方法と終了方法

.5.。'..3こ1…;i:……萢 勲 灘 浅i義…叢 議 姦 法

こ こで はイ ンス トー ル した調 査票 入力プ ログラ ムの起動 方法 と終 了 方法 につい て説 明 し

ます。

1)起 動 方 法

イ ンス トー ル した調査 票入 力 プ ロ グラムの起 動は 次 の よ うに します.

MS-Dosの プ ロンプ トか ら起動 用 コマ ン ドを入 力 して、Enterキ ー を押 します..

プ ログ ラムが起 動 され て 、調 査 票入 カ プ ログラムの メニ ュー画 面 が立 ち あが ります。

2)終 了 方 法

調査 票入 カ プ ログラムの 終 了方法 は次 の通 りです 。

(1)調 査 票入力 画 面 を終 了す る

調 査票 入力 画 面 中でESCキ ー を押す こ とによ り終 了の確 認 メ ッセー ジが表 示 さ

れ ます 。 こ こでYを 入力 す る こ とで調 査票 入 力画 面 を終 了 し、 メイ ン メニ ュー へ 戻

ります 。

(2.)マ ル チ レ コー ドタイプ の調 査票入 力 を終 丁す る

マ ル チ レコー ドタイ プ の調 査票 は、最 後 の 回答 を入 力 した らESCキ ー を 押 す

ことで調 査票 入力 画 面を終 了 させ ます。

ま た、補 助 ツー ル 、回収 ツー ル 画面 中で もESCキ ー を押す こ とに よってそ のプ ロセ

スを終 了 させ る こ とが で きます。

(3)メ イ ンメニ ュー を終了す る

メイ ン メニ ューへ 戻 っ た ら、Eキ ー また はESCキ ー を押す こ とでプ ログ ラム

は終 了 し、再 びMS-DOSの プ ロンプ トに戻 ります。
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第5章 調査票入力 〔MS-DOS版)調 査票への入力方法

6..、.4三i調査票暴の込蜘方法

こ こでは調 査票 入力 画 面へ の入 力方法 にっ い て説明 します。

1)メ ニ ュ ー 画 面 か らの 調 査 票 入 力 画 面 の 起 動

調 査 票入 力 プ ロ グラムの メニュー 画 面か ら上 下の カー ソル移 動 キー で調 査 票入 力 を選

択 し、Enterキ ー を押 します.次 に調査 票 を選 択す るメニ ュー画 面(メ イ ン メニュ

ー)へ 遷 移 します 。

調亘票入力プログラム 調査 票入 力選 択

2.補 助ツーノレ

3.回 収ツール

射。調査栗データ入カプログラムの概要説明

ε.調査票入力プログラム終了

メニー一から処理を選択してください。

図5-10調 査票入力プログラムのメニュー酉面

(1)ヘ ル プ画 面につ い て

ア ンケー ト入 力画面 にお い てf・1キ ー を押 す こ とに よ り反転 項 目のヘル プ画 面

を表 示 させ る ことがで きます、,

(2)調 査 票入 力 キー操 作ヘル プ面面 につい て

メニ ュー 画 面か らア ンケ ー トの 入 力 が終 了す る までの どの画面 で もそ の時 に応 じ

たキー操 作のヘ ル プ画面 がf・3キ ー を押 す こ とに よ り表示 され ます。
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第5章 調査票入力 〔MS-DOS版)調 査票への入力方法

2)回 答 の入 力様 式

調査票の質問項 目への入力様式にっいて説明 します。

(1)数 字、文字列の入力

質問項 目の回答入力ボ ックスに直接数字、文字列 を入力 します。(調 査票作成者

により入力文字数が指定 されてい る事 もあります。)

調査票作成者によって指定の用語 が用語集に より用意 されている場合には、f・

2キ ーを押す ことにより用語集が表示 され、そ こか ら入 力することができます、,

調査o教 育情報讃査鞭告書 質問項 目

質問鳳.あなたの好きな食べ物を入力して下さい

li

;回 答 入 力 ボ ック ス

ガ イ ダ ン ス メ ッセー ジ が

表示 され る こ とが ある

1用語集からの入力も可)

図5一 ↑1調 査票入力酉面
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第5章 調査票入力 〔MS-bOS版)調 亘票への入力方法

{2)用 語集 か ら選 択入 力

以 下に用 語集 の例 を挙 げま す、,カー ソル 移動 キ ー で選択 、Enterキ ー で決 定

の 後 、回 答 入力 ボ ッ ク スに反 映 され ます。(調 査 票作 成 者 に よ り用語 集 の形 式は 同

じで はない σ)で、その時 々の 用語 集 に従 って くだ さい.)

用語選択画面

教育情鰻調査報告票
カー ソル移 動 キー で選 択

鷲 麟1馨;嘉}

用語が表示される

一 辱ノレ 隔『 一い,Enしor>

ESC=ヘ ル プ終 了

図5-12用 語 集 酉 面
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第5章 調査票入力(MS-DOS版)調 査票への入力方法

(3)単 一選 択入 力

回答 を下段 の選 択項 目か らひ とっ だけ選 択 します,,カ ー ソル移 動 キー で選 択

し、Enterキ ー で決 定の 後、 回答入 カ ボ ックスに反 映 され ます。}

調査O教 育情綴調査轍告書 質 問項 目

質問2.あ なたの性別を入力して下さい

、 回答入 カ ボ ックス

カー ソル移 動 キー で選 択

憲講男 繍 」 翻 建 羅 灘 酬 覇蕎 灘 繊 翻 繕.灘 綴 鰻 鱒講欝i
どちらかを選択して下さい。

ガイ ダン スメ ッセ ー ジ

図5一 ℃3単 一選択入力固面
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第5章 澗査票入カIMS-DQS版)調 査票への入力方法

〔4)複 数遍 択 入力

回 答 を選 択項 目の 中か ら複 数個選択 します。複 数 選択 の場 合 は 、スペ ー ス キー を

押す こ とに よ り選 択項 目に`*"(ア スタ リス ク)が 付加 され ます 。 これ で 初 め て

選択 され た こ とにな り、Ente定 キー で決定 の 後、回答 入 カ ボ ッ クスに反 映 され

ます。

調査o教 育情報調査報告書 質 問項 目

質問3.あ なたの使用ワープロソフトを入力して下さい

匝]匝 亜][=]

回 答 入 力 ボ ッ ク ス

ス ペ ー ス キ ー で 選 択 す る

瀬i轍 騰 騨ASYS、1、 。・'、 、.・、蕉・、、..、、 。、、..1..羅...彗..F.,、.,、..

使用ワープロソフ トを入力し さい(複 数回答可)

ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ

図5-14複 数 選択入 力画面
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第5章 調査票入力 〔MS-DOS版)調 査票への入力方法

3)調 査 票 レ コー ド管 理 画 面

この画 面は,1つ の 調査 票 で複数 回の 回答 入力 を要 求 してい て 、かつ既 存 の 回答が 存

在 す る場合 のみ 自動 生成 され ます.

カー ソル 移動 キー で メニ ュー か ら項 目を選択 してEnte【 を押 す か、項 目の先頭 に

付 い てい る文宇 を入力 す る と選択 され た処理 を行 い ます 。

新規 全 ての回 答 を ク リア して新 規に 回答入 力 しま す。

追加 回答 を追加 します,,

修 正 入力 した回答 を修 正 します。

削除 回答 を削 除 します.

次頁 次頁 の レコー ドー 覧を表 示 します。

前 頁 前頁 の レコー ドー 覧を表 示 します。

ソー ト 回答 したデ ー タの タイ トル の表示 方法 を変 え ます。

終 了 調 査票 レコー ド管理 画面 を終 了 します 。

メニ ュー か ら選 択 した調

査票 名が 表示 され る

ゴンピュータシステム設置状況調査

No.タ イ トル 日

1NECNEAC971210
2富 士通FACOMM1400XSP971210
3富 士通FACOMM770/41V/F4MSP971210

4・
5・
6・

7・
8・
9・

10・

10件 解 答 した 場 合

薮蒙 棄i繧ii毒2;追 加:㌃ 修 正4;削 除

臨次ページB=前 ページS=ソ ー ト 巴=終T

処理を選択 してください。

図5-15薗 査 票 レコー ド管理画 面

138調 査票入カプログラム作成支援システム操作マニュアル



第5章 調査票人力{MS-DOS版)調 査票への入力方法

(1)新 規 回答

調 査表 レコー ド管理 画 面で新規 を選 択す ると レコー ド新 規 処理画 面へ遷 移 します。

新 規 を選 択 した場合 には 、既 存のデ 「 タはす べ て破 棄 され 、 全 く新 しく入 力 され

る こ とに な ります の で十 分に 注意 して くだ さい。既 存 のデー タはそ ま まで、新 たに

レコー ドを追加 したい場 合 に は、 追加 を選 択 して くだ さい 。

新 規 レコー ド入 力 を行 う時 はYを 入力 し、 中止 す る時 はNを 入力 してEnte

rキ ー を押 します。新 規 レコー ド入 力 を選 択す る と、調査 票 入力画 面へ 遷移 します。

コンピュータシステム設置状況調査

Nり.タ イ トル

1NECNEAC971210
2富 士通FACOMM1400XSP971210

3冨 士通FACOMM770/4W/F4MSP9了1210
4・
5

6
7
8
9

io・

[新 規〕

訓査票の内容を全て削除します。 よろしいですか?(YorN)〉 圏

図5.一16レ コー ド新規処理画面
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第5章 調査票人力IMS-DOS版)調 査票への入.カヵ法

(2)回 答 修 正

調 査 票 レ コー ド管 理 画 面 で 修 正 を 選 択 す る と レ コー ド修 正 処 理 画 面 へ 遷 移 しま す 。

カ ー ソル 移 動 キ ー で バ ー を 移 動 させEnterキ ー を 押 す と調 査 票 入 力 画 面 に 遷 移

して 選 択 し た レコ ー ドの 修 正 が で き ます 。

コンピュータシステム設置状況調査

No.タ イ トル ー 口

iNECNEAC971210

2富 士通FACOMM1400XSP971210

4・

5・

6・

7.カ ー ソル移動キー
8・

9・

10・

レ コー ドソー ト処 理 画 面 へ 遷 移

[修.正]

図:次ペー.一ジB=前 ペー ジ 驚 ソー トE:修 正の中止

修正を開始するタイ トルを選択 してください。

図5-17レ コー ド修 正処理画面
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第5章 調査票入力 〔MS-DOS版1調 査票への入力方法

〔3)回 答削 除

調 査票 レコー ド管理 画 面で削除 を選択す る と レコー ド削除 処理画 面 に遷 移 します。

カー ソル移 動 キー でバ ー を移 動 させ レコー ドス ク ロール を行 い、E血terキ ー を

押 す と削除確 認 メ ッセー ジが表示 され ます。Yを 入力 す る と調 査 票 の レコー ドの 削

除 を行 い ます 。

既 存 の レコー ドをすべ て削 除 し全 く新 しく入力 を行 い たい場 合 に は、新規 を選択

して くだ さい 。

コンピュータシステム設置状況調奄

N。.タ イトル 作成日

1NECNEAC971210
2富 士通FACOMMl400XSP97`210

4・
τ)「

6・

1:カ ー ソル移動キー
9。

10・

レ コー ドソー ト処 理 画 面 へ 遷 移

[削 除]

N=次 ページB=剛 ページS:ソ … トE=削 除の中止

削除するタイ トルを選択してください。

図5-18レ コー ド削除処理圏西
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第5章 凋査票入力 〔MS-DOS版 〕 調査票への人力方法

(4)回 答 レ コー ドの 並 べ 替 え

調 査 票 レコ ー ド管 理 画 面 で ソー トを選 択 す る と レ コ ー ドソー ト処 理 画 面 に遷 移 し

ま す 。

カ ー ソル 移 動 キー で メ ニ ュ ー か ら項 目を 選 択 してEnterを 押 す か 、 項 目の 先

頭 に 付 い て い る文 字 を 入 力 ず る と選 択 され た 処 理 を 行 い ま す,、

ソー ト項 目 〈 タ イ トル 〉 と く作 成 日 〉 を 切 り替 え ます.

ソ ー ト順 く昇 順 〉 と く 降 順 〉 を 切 り替 え ます 。

ソー ト開 始 ソー トを 実 行 して ソー ト処 理 を終 了 し ます 。

(f・5キ ー 同 等}

ソ ー トの 中 止 ソー トを 中止 し ます 。

(ESCキ ー 同 等)

コンピニータシステム設置状況調査

NQ.タ イ トル 日

1NECNEAC971210

2富 士通FACOMM1400XSP971210

3富 士通FACOMM770/41V/F4MSP971210

4・

5・

6。

7・

8・

9・

Io・

Eソー ト]11ソ ー ト項目くタイ トル>2:ソ ー一ト順 く昇順>

Glソ ー ト開始 除 ソー トの中止

ソー トに関する処理を選択 してください.

図5-19レ コー ドソー ト処理画 面
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第5章 調査票入力(MS・DOS版}補 助ツール

補 助 ツー ル を使 って、 入 力 レコー ドの 複写 、印刷 な どがで きます。

1)補 助 ツ ー ル の 起 動

調 査票 入力 プ ログ ラムの メニ ュー 画面か ら補助 ツール を選 択 し、Enterキ ー を押

します。

次 に調査 票補 助 ツー ル 初期 画面へ 遷移 します。

調査票人カプログラム 補 助 ツー ル選択

し.調査票入力

難雛議罐蠣轡踵灘藪講 繊

3.回 収 ツ・.一ル

II.調 査データ入力プログラムの概要説明

E,調 査データ入力プログラム終了

メニューから処理を選択 してください。

図5-20調 査 累入カ プロゲ ラムの メニュー画面
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第5章 調査票入力{MS-DOS版)補 助ツール

2)補 助 ツ ー ル初 期 画 面

ここでは補助ツールの初期画面におけるメニューの説明を します。

全選択 全入力 レコー ドの選択 と解除を します。

部分選択 入カ レコー ドを選択 します。

参照環境 参照環境を設定 します.

表示 表示 モー ドを設定 します。

次ページ 次ペー ジの レコー ドの一覧を表示 します,,

前ページ 前ページの レコー ドの一覧を表示 します。

複写 レコー ドの複写を行います。

印刷 レコー ドの印刷 を行 います。

終了 補助 ツールを終了 します。

カー ソル移動キーでメニューか ら項 目を選択 してEnterを 押すか、項 目の先

頭 に付いている文宇を入力す ると選択 された処理を行い ます。

調査票入カプログラム補助

C:▼CES琴0

調査票 レコ・・ド 作成日

謬難;1轡}凝iiii{i

マルチレコー ド調査票の

場合に表示される

1:・2:凹 、
...皇......D=亦.

翫 次ベージB=前 ページC趨 写.P=印 刷E:終 了

処理を選択 してください.

図5-21補 助 ツー'レ初期画面

※ マ ル チ レ コー ド調 査 票 と は11つ の 調 査 票 で 複 数 回 の 回 答 を 要 求 す る調 査 票 様 式 を

言 い ま す 。
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第5章 調奄票入力(MS-DOS版)補 助ツール

3)表 示 モ ー ドの 設 定

こ こで はマル チ レコー ド調 査票 の レコー ドの内 容 をすべ て表 示 させ る表 示モー ド

について 説 明 します。

カー ソル 移 動 キー で メニ ュー か ら項 目を選択 してEnterキ ー を押 す か、項 目

の先 頭に 付い て いる文 字 を入 力す る と選 択 され た 処理 を行 い ます。

ソー ト 調査 票 ソー ト画面 に遷 移 します 。

表 示 タイ プ 〈マ ル チ レ コー ド内 表 示 す る 〉 と くマル チ レコー .ド内表 示

しない 〉を切 り替 えます。

次 ペー ジ 次ペ ー ジの調 査稟 の一 覧 を表示 します。

前 ペー ジ 前ペー ジの調 査 票 の一 覧 を表示 します。

表 示 モ ー ド設 定 の終 了 表 示 モー ド設 定 を終 了 します。

表示 タイプ を くマル チ レコー ド内 表示 す る 〉状 態 で選 択す る とマル チ レコー ド形

式 の レコー ドをすべ て表 示 します。

調査票入カプログラム補助

C=琴CE誹 選択数0

調査票 レコ回ド 作成日

教育情報調査組告票971210
全国教育研究所・センター研究成果調査97i2四

教育実践研究情報調査971210
閣教育ソフト調査397認10

議灘灘 鞠 …1…………
0マ ル チ レ コ ー ド

・ 内 が 表 示 され る

「表示モー ド設定]S;ソ ー ト 霞蓑示潔鱒財 くマルチ レコー一ド内表示する>

N=次 ページ6:前 ペー ジ 臥表示モー ド設定の終r

表示に関する処理を選択 してください.

図5-22表 示 モー ド設定画面
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第5章 調査票入力(MS-DOS版 》 楠助ツール

4)調 査 票 の 選 択

複 写 、印刷 を行 うた めには先 ず 、全選 択 又 は部 分選 択 で その対 象 とな る レコー ド

を選択 す る必 要 があ ります。

選択 を行 うに は、カ ー ソル移 動 キー でバ ー を移 動 させ スペ ー スキー で選択/解 除

を行い 、選 択 され た レコー ドタイ トルの 前 に`*"を 表 示 させ ます 。 複数の 調査 票

の選択 が 可能 です。

表示 タイプ がマル チ レコー ド内表 示の場 合 は 、マル チ レコー ドの調 査票 に はバー

は移 動 しませ ん。 表 示 タイ プがマ ル チ レコー ド内表 示 で ない場 合 は、 マルチ レコー

ドの調査 票 を選択 す る とその 中の全 レコー ドが選択 され ます,

(1)全 溜 択

補 助 ツール初 期 画面 で全選 択 を選ぷ と、全 ての レコー ドが選 択 され た こ とに

な り、全 ての レコー ドに 醒*.が 付加 され ます。

(2)部 分選 択

部分選 択 では 、 カー ソル移 動 キー に よ りレコー ドを選 択 し、ス ペー ス キー を

押 す こ とで"*"が 付 加 され て レコー ドの選 択 が され た こ とにな ります 。 この

操 作を繰 り返す こ とで複数 の レコー ドを選 択 す る こ とが 可能 です。

選択 され た数

禰査票入カプログラム補助

c=罵E別 択3

調査票 擁一ド 作成口

教育情穣調査輯告票9別210

全国教育研究所・センター研究成果調査971210
乎 教育実践研究情報凋査9712且O

M教 膏ソフト調査3971210
>教 青ソフト調査 調査タイトル1971210
零 〉 教育ソフト調査 調査タイトル2971210

材 ・教具調査200971210

選 択 され ると"*"が 付 く

闘

陥次ページB=前 ページEl部 分選択の終了

調査票を選択してください。

図5-23レ コー ド選 択画 面
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第5章 調査票入力 〔MS-DOS版)補 助ツール

5)入 力 レ コ ー ドの 並 べ 替 え(ソ ー ト)

ここで は入力 レコー ドの ソー トについ て説 明 します。

カー ソル 移動 キー で メニ ュー か ら項 目を 選択 してEnterキ ー を押す か、項 目

の先 頭 に付 いて い る文 字 を入力 ず る と選択 され た処理 を行 います。

ソー ト項 目 〈名 称 〉 とく作成 日〉を切 り替 え ます。

ソー ト順 〈昇順 〉 とく降順 〉を切 り替 えます。

ソー ト開始 ソー トを開 始 します。

ソー トの 中止 ソー ト処 理 を終 了 します。(ESCキ ー 同等)

嗣査票入カプログラム補助

C=響C[落¥0

調査票 レコード 作成日

教育情報調査報告票971210
全国教育研究所 ・センター研究成果調査97L210

教育実践研究情報調査971210
図教育ソフト調査3971210
>教 青ソフト闘査 調査タイトル1971210
>教 育ソフト調査 調査タイトル2971210

>教 育ソフト調査 調査タイトル3971210
M教 材.教 具調査200971210

.

ソー 且:9・ 一 く ・>2=ソ ー<>

G=ソ ー ト開 始E=ソ ー トの 中 止

ソー トに 関 す る 処理 を 選 択 して く だ さ い。

図5-24ソ ー ト処 理 西 面
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第5章 調査票入力 【MS-DOS版 〕 補助ツール

6)参 照 環 境 の 設 定

参 照 環 境 を 設 定 す る と ドラ イ ブ や デ ィ レ ク ト リな どデ ー タが 存 在 す る 環 境{場

所)を 変 更 で き 、フ ロ ッ ピー デ ィス ク 中 の レコー ドな ど を 参 照 す る こ とが で き ま す 。

デ ィ レ ク トリ指 定

調査票入力プログラム補助

■■■願●-0

調 査票 」.コード 作成口

教育情報調査報告票971210

全 国教育研究所 ・センター研究成果調査971210

教 育実践研究情報調査97i2孟0

闘教育ソフ ト調査39712且0

>教 育 ソフ ト訓査 調査タイ トル1971210

>教 青 ソフ ト調査 調査タイ トル29了1210

>教 育 ソフト調査 調査タイ トル3971210

闘教材 ・教具調査2009712m
・

ESC:参 照環境設定の終丁

調査票の格納されている ドライブとディレクトリを入力 してください.

図5-25参 照 環境設定画薗
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第5童 調 査票 入 力{MS一 一DOS版}禰 助 ツー ル

7}調 査 票 デ ー タ の 複 写

た とえばマ ル チ レコー ド形 式 の調査 票 に 回答す る場 合 には 、複 数の 実行 環境 で 手

分け して調 査 票の 入力 を した ほ うが一 台のパ ソコン で入力 す るよ りも早 く済み ます。

仮 にA,B,C,D、4台 の 実行環境 で調 査票 を入 力 した と します。 入 力後 に実

行環 境Aに す べ て の レコー ドを ま とめ るた め には、B,C,Dで の 入カ デー タを一

度 フ ロ ッ ピー デ ィス クへ 複写 します,そ して 、再度 フロ ッ ピーデ ィス クか ら実行 環

境Aへ 複 写す れば完 了です 。

こ こでは レコー ドを 実行環 境 か ら フ ロ ッピー 、 フ ロ ッピー か ら実行 環境 へ と複 写

す る処理 につ い て説 明 します。{マ ルチ レコー ド形 式 で な くて も可)

カー ソル移 動 キー で メニ ュー か ら項 目を選 択 してEnterキ ー を押 す か、 項 目

の先頭 に付 い てい る文字 を入力す ると選 択 され た処理 を行 い ます。

格 納 方式 〈新 日付 上 書 〉 とく無 条 件上 書 〉を切 り替 え ます 。

複 写 先 複 写先 を設 定 します。

複 写 開始 複写 を実 行画 面 します 。

次ペ ー ジ 次ペ ー ジの調 査票 の一 覧 を表示 します。

前 ペー ジ 前 ペー ジの調査 票 の一 覧 を表 示 しま す。

複 写 の 中止 複 写処理 を 中止 します。

調査票入カプログラム補助

C漕Cε騨'択3

調査票 レ】一ド 作成日

教育情報調査報告票971210

全国教青研究所 ・センター研究成果調査971210
*教 育実践研究情報厩査971勿0

閣教育ソフト調査39712喧0
>教 育ソフト調査 調査タイトル19712LO
宰 〉 教育ソフト調査 調査タイトル2971210
零 〉教育ソ7ト調査 調査タイトル3971210

M教 材 ・教具調査2009712LO

.

複写先:鳥 浬
.,・ 映 ■<・>

F;複 写先0:複 写開始N=次 ページnl前 ページE=複 写の中止

複写に関する処理を選択 してください。

図5-26複 写 処理画面
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第5章 調査票入力 〔MS-DOS版)補 助ツー'レ

複 写 先 の パ ス を 指 定 してEnterキ ー を 押 す と複 写 先 が 変 更 され ま す 。

複 写 先 の 初 期 値 ・参 照 環 境 が 実 行 環 境 の 時:フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク

・参 照 環 境 が 実 行 環 境 で な い 時=実 行 環 境

ESCキ ー 複 写 先 設 定 を 中 止 しま す.

調 査票人カプログラム補助

C:サCFS¥択3

調査票 い一ド 作成 日

教育情報調査報告票971210

全国教育研究所 ・センター研究成果調査97L210

寧 教育実践研究情報調査971210

瞑 教育ソフ ト調査3971210

>教 育 ソ7ト 調査 調査タイ トル1971210

8>教 育 ソフ ト調査 調査タイ トル2971210

*〉 教 育ソフト調査 調査タイ トル397L210

閣 教材 ・教具調査200971210

●

複 写 先 指 定 ・

複写先:■

ESC:複 写先設定の中止

複写先を入力してください。

図5-27複 写 先設定固面
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第5章 調査票入力(MS-DOS版 》 補助ッール

複 写 処 理 中 の 画 面 です 、 複 写 が 終 了 す る と補 助 ツー ル 初 期 画 面 に戻 りま す 。

調査票入カプログラム補助

c=ヤCES亨3

調 査票 レコード 作成日

教育情輻調査報告票9712コ0

全国教育研究所 ・センタ・▼研究成果調査97且2】0

*教 育実践研究情報調査.971210

閣教 育ソ7ト 調査3971210

>教 育 ソフ ト調査 調査タイ トル1971210

寧 〉 教育ソフ ト調査 調査タイ トル2971210

窄 〉 教育ソフ ト調査 調査タイ トル3 .971210

閣教材 ○教具調査20097且210

●

複 写 先3A:¥

=F

複写完 了数=1

複写中です。

図5-28複 写 実行画 面
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第5章 調査票入力(MS-DOS版 〕 補助ツール

8)レ コー ドの 印 刷

ここでは調査 票 に入 力 した内容 を印刷 す る印刷 処 理 につい て説 明 します。

印刷 され る レコー ドは 、"*"で 選択 され て い る もの なので 、 あ らか じめ選択 し

てお く必 要が あ ります 。

カー ソル 移 動 キー で メニ ュー か ら項 目を選 択 してEnterキ ー を押す か 、項 目

の 先頭 に付 い て い る文 宇 を入 力す る と選択 され た処 理 を行 い ます。

印 刷 開始 印刷 を実行 します。

次 ペー ジ 次ペ ー ジの調 査 票の一 覧 を表 示 します。

前 ペー ジ 前ペ ー ジの調 査稟 の一 覧 を表示 します。

印刷 の 中止 印刷処 理 を中止 します。

調査票入カプログラム補助

c=紀ES¥'択3

調査票 レコード 作成日

教育情穀調査転告票9了1210
全国教育研究所・センタ・一畠研究成果調査9712且0
辱 教育実践研究情穀調査9712m

隙教育ソフト調査'ag712田
〉 教育ソフト調査 調査タイ トルL9712田
ホ 〉 教青ソフト調査 調査タイ トル297蓋2m
廓 〉 教育ソフト調査 調査タイ トル39712m

厳教材 ・教具調査20097孟210

.

G:印 刷 開始 臨改ページB;前 ぺ・一ジE:印 刷の中止

印刷に関する処理を選択してください。

図5-29印 刷 処理画面
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第5章 調査票入力(MS-DOS版,補 助ツール

印 刷 処 理 中 び)画 面 です 。 印 刷 が 終 了 す る と補 助 ツー ル 初 期 画 面 に戻 りま す 、

ESCキ ー 確 認 メ ッセ ー ジ を 表 示 した 後 、Yが 入 力 さ れ た ら 印 刷 処 理

を 終 了 して 調 査 票 補 助 ツ ー ル 初 期 画 面 に 戻 りま す 。

調査票人カプログラム補助

じこヤCES響 「3

調査票 .犀 一ド 作成日

教青情報調査報告票9712且0.

全国教青研究所 ・センター研究成果凋査971別0

寧 教育実践研究情輻調査9712LO

闘教育ソフト調査3971210

>教 青 ソフト罵査 調査タイ トル19712LO

ii韮iiiii饗灘 灘翠資嚢難覇謄轟鱒鯉羅総灘一 糊灘
率 〉 教 育 ソ フ ト贋 査 調 壷 タイ トル39了1210

臓 教 材 ・教 具 調 査200971210

0

:Lフ

印刷完丁数:1

印刷中です。ESC=印 刷 中止

確 認 メ ッセ ー ジ

印 刷 を 終 了 します か?(YorN)圏

図5-30印 馴 実 行団面
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第5章 調 査 票 入 力(MS-DOS版)デ ・.一タ 回収

灘 吊難i鱒 麟
こ こ で は 調 査 票 に 入 力 した 回 答 デ ー タ を 回 収 す る方 法 に っ い て 説 明 します 、

1)回 収 ツ ー ル の 起 動

調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム の メ ニ ュ ー 画 面 か ら回 収 ツ ー ル を選 択 し、Enterキ ー を押

しま す 。

次 に 回 収 先 の 設 定 画 面 へ 遷 移 しま す 、,

調査票入力プログラム

回 収 ツー ル 選 択

1.調 査票入力

2.補 助ツール

灘1.、 溺.鞭..螺..…四..、.壺.閣 躍

H.調 査データ入ヵプログラムの概要説明

E.調 査票入力プログラムの終了

メニューから処理を選択 してください。

図5-31回 収 ツールの 選択
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・ 第5章 調 査 票 入力 〔MS-DOS版)デ ー タ回収

2)回 収 先 の設 定

回収先の ドライブを設定 してEnterキ ー を押す と、回収開始画面へ移 ります。

※ 回収先 ドライブは、フロッピーデ ィス ク ドライブのみです。

麗塵データの回嘩

《0蝕 †あ レライブ意権虚して下さ、、 》

【や イ刀

.
■

ワロッピリ ドライブ指定

凶2=o喰o刺』 川=鳳融ツ→曜鯛贋國

図5-32回 収先設定画薗

①Ehte■ キー を押す と回収 を開始 します。 ドライ ブは フ ロ ッ ピー ドライブ 固定

です。

②f・1キ ー で 調査 票回収 説 明 を表示 します 。

③ESCキ ー が押 され た ら、回収 ツー ルは 中止 します。

圃堂ブータ釧日融

く1■塵ヲ㌔。タ趣國眼 し禽r鑑 〉

髄賢塀調瞬 』・』逸 ら醤7ロ ヴビーデ 伊'を

Aド ライブにセヴ トして目翼t■ π塗入力して下さト}一 》 ■

23=沌 止m!凹 嘔 ツー?瑠鵬 画薗

図5-33回 収 開 始 画 面
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第5章 調査票入力(MS-DOS版)デ ータ回収

回収 が終 了 した ら、 回収 ツール は 終了 され ます.回 収後 、実行環 境 を消去す るか

ど うかの確 認 メ ッセ ー ジが表 示 され ます.消 去 の指 定 をす る と、イ ン ス トール され

てい た実行 環 境 が消去 され、 パ ソコンのハー ドデ ィス ク内は 、調査 票入 カブ ログラ

ムの イ ン ス トール 前の状 態 に戻 ります。

蜀査データ②回取

〈回眼中で†.し 揺ちくお縛ち下さし、》

C;胴口旧■ 〉ム:響

フロッピー ドライブ

実行環境

図5-34回 収中薗面

9
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第6章 調 査 票 入 力(Windows版)

厚次

6.1動 作 環 境158

6.2イ ン ス トー ル159

6.3起 動 方 法 と終 了 方 法161

6.4調 査 票 の 入 力 方 法163

6.5補 助 ツ ー ル168

6.6デ ー タ 回 収174
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第6章 調 査 票 人 力 〔WihdDW5用 》 動 作 環境

塒,昏卜r

調 査 票入 力 プロ グラム(Windows用}は 次の環境 で 動作 します。

1,オ ペ レーテ ィ ン グシステ ム …Windows95

2.メ モ リ ・・ ・・ ・ ・・ ・・…16MB以 上

3,作 業 用デ ィス ク容 量 ・・9σ ・ ・3MB以 上

調 査 票 入 力 を は じめ る 前 に

調 査票入 力プ ログラ ムを用 いて調査 への 回 答 を入 力す るた めに は、 先ず上記 の動 作環

境 を満た す パ ソ コンを用 意 します。 次にそ の パ ソコ ンへ 調 査票入 力プ ログラム が入 っ て

い る フロ ッピーデ ィス ク(配 付 フ ロ ッ ピー)を 使 って 、調 査票入 カ プ ロ グラム の実 行環

境 を作成 します 。これ をイ ンス トール作 業 とい い ます、イ ンス トール作 業 が終 了 した後 、

調 査 票入 力 プ ログ ラム を起動す る と調 査票 の メニ ュー画 面 が表示 され ますの で入 力す る

調 査 票を選 んで入 力 します。 入力 した結果 は 、調 査 票デ ー タの 回収 作 業 を行 って フ ロ ッ

ビー デ ィス クヘ デ ー タを格 納 します 。 配付元 へ はデ ー タの格 納 され た フ ロ ッ ピー デ ィス

クを返 送す るこ とにな ります。

配布・・ツ…一 ・る 一 一 日

イン ス トー ル作 業

■
□[x

調査票デー・入・1・ 収作業

… 一・曝 一 一 日

図6-1調 査 票入力の流れ
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ここで は、配布 され た フ ロ ッ ビー デ ィ スク(調 査 票入 カ プ ログラム が入 ってい るフ ロ

ッピーデ ィス ク)か ら調 査 票入 カプ ログラ ム をイ ンス トールす る方法 にっ いて説 明 しま

す。

1)ブ ァ イ ル の 碓 認

先 ず配付 され た フロ ッピーデ ィス クをデ ィス ク ドライ ブ に挿 入 します。 次 にWind

ows95の 「ス ター ト」 ボ タ ンを右 ク リッ ク し、 「エ クスプ ロー ラ」 を左 ク リッ ク し

てエ ク スプ ロー ラを起 動 します 。エ ク スプ ロー ラか らフ ロ ッピーデ ィ スク ドラィブ を 開

いて 、以 下の6つ の フ ァイル が入 っ てい る こ とを確認 します。

C×XXXXX.cf琶

Setup.exo

Ktc置 血a.lzh

Setup.h1P

Lha.exe

L血a.doc

※XXXXX× は調査 票 作成 者が付 加 す る任 意 の 文字 列で す。

以 上の ファイル の確 認 が済 んだ らイ ンス トー ル を開 始 します 。

2)イ ン ス トー ラ の 起 動

イ ンス トール を開 始す るには 、Setup.exeを ダプル ク リ ック し起 動 させ ます 。

イ ンス トー ル 先設 定画 面 が表 示 され ます ので 、 イ ン ス トール 先 を設 定 し、 「OK」 ボ タ

ンを押す とイ ンス トール が開始 され ます。

図6-2イ ン ス トール 先設 定画 面



イ ンス トー ル が終 了す る と図6-3の 画面 が表示 され るので 、右 上角 の 「X」 ボ タ ン

を ク リック して くだ さい。

図6-3イ ンス トール実行画面

次 に、調 査票 入 力 プ ログラム のイ ンス トール 完 了の確 認 画面 が表示 され るの で、

「OKJボ タ ンを ク リック して くだ さい、

図6-4イ ンス トール完了確認画面



:6,.…31..起動方法と終㌃方法

ここではインス トール した調査票入カプ ログラムの起動方法 と終了方法にっいて説明

します。

1)起 動 方 法

インス トール先 に設 定 したフォル ダ下のNier,eXeを 起動 させ ます。 メニュー

画面が立ちあが ります(調 査票 によ リメニュー画面は異 な ります)。 次 に、ボタンをダ

ブル クリックすると調査票入力画面が立ちあが ります。

図6-5調 査票入力プログラムのメニュー画面



2)終 了方 法

調査票入カプ ログラムを終了させる方法は次のとお りです。

調査票入力画面において、画 面右土角の 「×」を左 ク リックします..,または、「ファ

イル」から 「終了」を選び左 クリック します。

図6-6隅 査票入力の終了方法



ここでは調査票の質問項 昌への入力方法について説明 します。

1)回 答 の入 力 様 式

(1)数 字、文字列 の入力

質問項 目の回答入力ボ ックスに直接数字 、文字列を入力 します。(調 査票の作成

者側で入力文宇数が指定 されてい ることがあ ります。)

指定があれ ば参照ボタンを左 クリックす ることで調査票作成者指 定の用語を用語

集 よ り入力す るこ とができます。

図6-7入 力口面例

※ヘル プ画面について

調査票入力画 面において 「ヘル プ」 を左 クリックすることによ リヘルプ画面を参

照することができます。



{2)用 語集 からの選択入力

以下に用語集 の例を挙げます。調査 票作成者により用語集の形式は変わ ります,,

タブキーで項 目を選択後Ente1キ ーで決定又は項 目をク リックすると回答入

カスペースに反 映され ます。

図6-8用 語集画面



{3)単 一選択入力

回答を選択項目か らひ とつだ け選択 します。

「▼」を左 クリックす ると選択項 目を表示す るので項 目をク リック して決定 します。

図6-9単 一選択入力

(4)複 数選択入力

回答を選択項 目の中から複数個選択 します、選択項 目のロ を左 ク リックしてチェ

ックがかかれば選択 したことにな ります。

図6-10複 数選択入力



2)調 査 票 レ コー ド管 理 画 面

この画面は、1つ の調査票で複数の回答を要求 していてなおかつ既存の回答が存

在す る場合のみ 自動生成 されます。

ここでレコー ドを選択 して、「フ ァイル」 を左 ク リックす ると6っ の項 目が表示

されます。

新規 すべての回答 をク リア して新規に回答 します。

追加 回答 を追加 します。

修正 幽 入力 した回答を修正 します。

削除 回答 を削除 します。

ソー ト 回答 したデー タのタイ トルの表示方法を変えます。

終了 調査票 レコー ド管理画面 を終了します。

図6-11國 査 票 レコー ド管理画面



回答 レコー ドの 並ぺ替 え

「フ ァイル 」 か ら 「ソー ト」を選 択 します。 次 に、 ソー トタイプ と ソー ト順 を

設 定 し、 実行 を ク リック しま す.

ソー トタイ ブ

レコー ド名:タ イ トル全 体 を基準 に します 。

フ ィー ル ド1:1番 目の項 目を基 準に します 。

フ ィー ル ド2:2番 目の項 目を基準 に します 、

フ ィー ル ド3;3番 目の項 目を基準 に します 。

作成 日:作 成 日を 基準 に します。

ソー トタイ プの項 目を左 ク リック してチ ェ ック します。

ソー ト順

昇順;昇 順 で表 示 させ ます 。

降順:降 順 で表 示 させ ます 。

鶏

チ ェ ック され た 「ソー トタ イプ」、 「ソー ト順 」 で ソー トを 実行 します。

図6-12調 査 累 レコー ドの並ぺ替 え



補 助 ツー ル を使 って、入 カ レコー ドの複 写 、印刷 な どがで き ます 。

補 助 ツ ー ル の 起 動

補 助 ツール の起動 方法 は2つ あ りま す、、

① イ ンス トール した フォル ダ下 のTessub,exeを 起動 させ ます.

②調 査 票 メニ ュー画 面 で 「ツール 」 か ら 「補 助 ツールjを 左 ク リック します。

図6-13補 助 ツール の起動



「ファイル」を左 クリックすると以下の5っ の項 目が表示 されます。

参照環境 参照環境を設定 します。

表示モー ド 「マルチ レコー ド設定」や 「ソー ト設定」を行います。

複写 レコー ドの複写 を行い ます.

印刷 レコー ドの印刷 を行います。

終了 補助ツールを終了 します。

図6-14補 助 ツールの機能



1)参 照 環境 の設 定

補助 ツー ル メニ ュー で 「フ ァイル」 か ら 「参照環 境」 を左 ク リックす る と参 照デ

ィ レク トリの設 定 がで きます.こ れ に よ りフ ロッ ピーデ ィス クの 中に あ る調 査票 デ

ー タな どが 参照 で きます
、,参照デ ィ レク トリ設 定後 「OK」 を左 ク リッ ク します:,

図6-15参 照環境の設定



2}マ ル チ レコー ド表示

「表示 モー ド」か ら 「マル チ レコー ドを表示 す る」 をチ ェ ックす る とマ ルチ レコ

ー ド調査 内 の レコー ドを表 示 させ るこ とが で き ます、、

図6-16マ ルチレコー ド衰示

※マ ル チ レコー ド調 査票 とは1つ の調 査 票 で複数 の 回答 を要求 寸 る調査 票 を言 い ます。



3)調 査票の複写

ここでは調査票入力デー タを実行環境か らフロッピーデ ィスクへ、またはフロッ

ピーデ ィスクか ら実行環境へ複写す る場合の処理の仕方にっいて説明 します。

①複写 したい レコー ドを クリック して選択 します(選 択行が反転 します)。 複数 レ

コー ドを選択す る場合 には、順 にクリック します。

② 「複写」から 「作成 日確認」又は 「無確認」をク リックし、複写先デ ィレク トリ

を設定 します。

図6-17複 写先設定

※作業B確 認を選択す ると、複写す る際に同 じ作成 日の調査票がある場合は複写を

行いませ ん。無確認の場合は作成 日を問わず複写 します。



4)調 査票の印刷

ここでは調査票 レコー ドの入力内容を印刷す る処理にっいて説明 します。

印刷す る レコー ドを選択 し、「ファイル」メニューから 卿 刷」をク リックする

と選択 されている レコー ドの内容 を印刷 します。

図6-18調 査 票入力 レコー ドの印刷



ここでは調査 票へ入力 した回答データを回収する方法について説明 します 、

まずインス トール した フォル ダ下のNierback.exeを 起動 させ ます。回収

ツールが起動 したら、回収先の ドライブを設定 して 「OK」 を左 ク リソクする と回収 を

開始 します。

※回収先 ドライブはフロッピー ドライブ固定です。

※ 「アンインス トール」のロをチ ェックして回収す ると実行環境 が削除 され、ハー ドデ

ィスクをインス トール前の状態 に復元 します。

園6-19回 収先 ドライブの設定
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調 査 票 入 力画 面 の 開始 コマ ン ドP.12

調 査 票 入 力画 面 の終 了 コマ ン ドP.12

調 査 票 入力 画 面 リソー スP.78,P.86

調 査 票 入 力画 面 リソー ス編 集 画 面P.86

調 査 票 入 力 シ ステ ム メニ ューP.133

調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム作 成 支 援 シ ステ ムP.2,P.45,P.60

調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム作 成 支 援 シ ステ ム起 動 用 バ ッチ フ ァイ ル

P.45

調 査 票 入 力 プ ロ グ ラ ム作 成 支 援 シ ステ ムの シ ョー トカ ッ ト

P.63

調 査 票 入 力 プ ロ グラ ム作 成 支 援 シ ステ ム用 初 期化 フ ァイ ル

P.61

調 査 票 レコー ド管 理 画 面P.138,P.166

デ ー タ格 納 ア クシ ョン コマ ン ド

入 力 ア ク シ ョン コマ ン ド

P.23

入 力 シ ミュ レー シ ョン

入力なし

入力ボックス

張 り付け

P.22,P.23

P.116

P.25

P.87

フ ァイ ル 定義 コマ ン ド

P.114

フ オ ー ム
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プ ロ ジ ェ ク ト

プ ロパ テ ィ

複数選択入力

部品

文章入力

P.103,P.109

P.67,P.78

P.82,P.87,P.97

P.103,P.109

P.24

P.114

P.24

△

む へ 　ヘ ー ソ

む へ 　oヘ ー ソ ス コー フ

ペ ー ジの 開始 コマ ン ド

ペ ー ジ の終 了 コマ ン ド

ページ管理

ヘ ル プ フ ァイ ル

ヘ ル プ リソー ス

ヘルプ リソース編集画面

P.13

P.13

P.13

P.13

P.94,P.106

P.112

P.39

P.78,P.109

P.109

昼

ボタン

補助ツール

P.82,P.87

P.143,P.168

ま

マ ス タ コン トロー ル フ ァイ ル

マ ル チ レ コー ドタ イ プ

マ ル チ レ コー ド調 査 票

P.9,P.10

P.19

P.144,P.171

堕

メ イ ンメ ニ ュー 画 面

・メ ニ ュ ー ス コー プ

メ ニ ュ ー リ ソ ー ス

メ ニ ュー リソー ス編 集 画 面

メ ニ ュー画 面

メ ニ ュー 画 面 の 開 始 コマ ン ド

メニ ュー 画 面 の終 了 コマ ン ド

メニ ュー 遷 移 ア クシ ョン コマ ン ド

P.10

P.10

P.78,P.81

P.81

P.10,P.81

P.10

P.10

P.11

も

文宇列入力 P.24
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文字列表示コマン ド P.14

よ

用語辞書ファイル

用語辞書 リソース

用語辞書 リソース編集画面

用語辞書参照アクションコマン ド

予約セ クション名

P.26

P.78,P.102

P.102

P.26

P.40

ら

ラベル P.82,P.87

旦

リ ソー ス

リ ソー ス コ ン トロー ラ

リ ドウ

P.78

P.81,P.86,P.96

P.102,P.108

P.114

並

レコー ド識別番号

レ コー ド名

レコー ド表 示 コマ ン ド

レコー ド番号参照

P.21

P.21

P.22

P.25
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